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　それは一つの教育機関であった。

　ただしそれはいわゆる学校教育法上の定めに則のつとって造られた組織ではない。そもそも社会通念や一般常識には縛られる事のない領域にそれは在あった。

　この国の公こう文ぶん書しよの何ど処こを探してもその機関の名前は記されていない。

　この国のどんな地図を紐ひも解といてみてもその機関の所在地は掲載されていない。

　それは存在しないはずの機関。在り得ないはずの組織。

　何な故ぜならこの教育機関が教える事は一般社会とは相あい容いれないものであったからだ。人が人として社会を営む上で切り捨ててきたものが堆たい積せきしてできたものであったからだ。

　だが捨てる者が居いれば拾う者も居る。

　そこは一般社会の常識からは見捨てられてきたものを営々と磨き上げてきた者達とそれに続く者達が学ぶための場所だ。利便性。効率。経済効果。確実性――無味乾燥とした実利主義の陰かげで忘れ去られたはずの不可思議なる、しかし厳げん然ぜんたる真実を身に付ける為の場所だった。

　故ゆえに関係者は様々な想いを込めてその教育機関をこう呼ぶ。

　現代に隠れ住みし魔法使い達の学園――〈マジシャンズ・アカデミイ〉と。















　第一話　誘われちゃったんですけど。
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　待っている間にどうやら微睡まどろんでいたらしかった。

　かくん――と自分の首が傾く感覚で拓たく人とは眼を覚ます。

「んんっ……？」

　眼球にへばり付いた眠気を拭ふき取る様にして二度三度と瞬まばたきした後……顔を上げた彼の視界に入ってきたのは、駅前の風景だった。ちらりと駅舎の壁に設けられた大時計を観みると時刻は既すでに六時を回っている。夏だけあってまだあたりは明るいが、そろそろ空気に夜の気配が混じり始める時間帯でもあった。

「……ふう」

　道路脇に煉れん瓦がを積んで作られた花壇の端。そこに腰掛けて、飽きる程に見慣れた駅前の風景をぼんやりと眺めながら、拓人は小さくため息をついた。

　羽は瀬せ川がわ拓人。十六歳――高校一年生。

　彼を一言で言い表すならば『平凡』の語が最も適切だった。

　肉体的にも精神的にも能力として特出した部分はなく、趣味が特殊な訳でもなく、性格的にも『善い人』の一言で必要充分に表現できてしまう。本当に何ど処こにでもいる様な高校生が羽瀬川拓人という人間だった。

　容姿としても同じである。

　背が高い訳でも低い訳でもなく、太っている訳でも痩やせている訳でもなく、美しい訳でも醜みにくい訳でもなく――何から何まで中ちゆう庸ようというか『可もなく不可もなく』というコンセプトを元に少年の姿を描けばおおよそ彼の容姿ができあがる。それなりに顔立ちは整っているし、人の善さそうなその表情は観る者の安心感を誘うが、それでも積極的な印象や魅力には結びついていない――そんな少年だった。

　だから彼は容易たやすく風景に馴な染じむ。

　それはこの駅前でも例外ではない。駅前広場の花壇に腰掛けている彼の姿に一いち瞥べつを与える者はそれなりにいるが――立ち止まる者はいない。振り返る者もいない。恐らく通り過ぎて数秒後には彼の存在など綺き麗れいさっぱりと忘れ去っているだろう。

　もっとも……それは拓人に限った事でもないのだが。

「…………」

　駅舎からまるで蟻の様に黙々とはき出される人々の群れ。

　学生。主婦。あるいはサラリーマン。その他諸々。

　無論――群れを成す人々は一人ずつそれぞれの個性を伴ってそこに存在している。違う年齢。違う容よう貌ぼう。違う体格。違う服装。違う表情。違う歩調。当たり前だが一人として同じ人間などいない。

　だがそれらの個性は『群衆』という括くくりの中では瞬間的に埋没してしまう。

　例えば……一瞬の内に誰か一人が別人と入れ替わっても、あるいは消え去ってしまったとしても、ほとんどの人間は気づきもしないだろう。お互いに隣を誰が歩いていようと基本的には気にしない。関係がない。彼等の認識の中ではただ『何処かの誰かがそこにいる』だけの事だ。

　故ゆえに――全体として観れば人々の姿はひどく単調な光景を描き出す。

　個性ある人々は均質化される。個性をそぎ落とされ、ただ『群衆』の一言で片づけてしまっても何ら問題ない様な無個性的存在の集合体へと平均化されてしまうのだ。

　それに……

「……もう七月も終わりか……」

　そんな会話の断片が拓人の耳に触れる。

『もう七月も終わり』――それがどうしたというのか。

　七月だろうと八月だろうと同じ事だ。夏だろうと冬だろうと同じだ。同じ様に平均化された人々が同じ様に平均化された日々をただ送っているだけ。多少の差はあるのかもしれないが――似た様な時間が延々と続いていくだけの事である。

　昨日と同じ今日。今日と同じ明日。明日と同じ明後日……

　恐らくこの駅前では同じ様な情景が繰り返されていくのだろう。

　無論――その事に是非はない。むしろ素晴らしい事ではあるのかもしれない。

　当たり前の様に今日と同じ明日がくる。それは望んでもこの平穏な生活を得る事のできない人々にとっては夢の様な日々かもしれない。例えば今この瞬間にも世界の何処かでは戦争が行われているだろうし、飢き餓がで死んでいく者達もいる。彼等の眼にはこの風景はまるで楽園か天国の様に映るかもしれない。

　だからこの光景を否定する様な気持ちは拓人にはない。

　ただ――

「…………」

　ふと……肩に何かが触れた。

　拓人はそちら側を振り返り――

「…………!?」

　――思わず、ざざっ……と花壇の上を横滑りして引いた。

　彼が一瞬前まで座っていた場所から一メートル弱の位置にポストが立っている。

　郵便ポストである。

　比喩でも何でもない。少なくとも郵便ポストとしての要素はきっちりと備えてはいる。赤く塗られているし『郵便』『ＰＯＳＴ』の文字に加え日本郵政公社の文字も白く浮き彫りにされている。もっとも円筒形の本体に帽子を想わせる庇ひさしの付いたデザインは随分と旧式な印象で――四角い箱状の郵便ポストを見慣れた少年少女の中には、これを『郵便ポスト』だと認識できない者も大勢いるかもしれないが。

　まあそれは別にどうでもいい。

　問題はそのポストが、拓人が微睡む前まではそこになかったという事だ。

　それどころか――その下端が地面から数センチ浮き上がると、拓人の後を追う様にしてじりじりと移動してくるではないか。

「…………」

　拓人がじりじりと引くとポストもじりじりと近づいてきて距離は開かない。

　じりじりじりじり。じりじりじりじり。もひとつおまけにじりじりじりじり。

　何かのコントでもやっているかの様に花壇の周りを等距離を保ったまま移動する拓人とポスト。挙げ句、七度目の移動の際に拓人を追ってじりじり移動していたポストは、地面のささやかな段差に引っかかって……

　すこん――とこけた。

「…………」

「…………」

　風がわびしい音と共に吹き抜けていく。

「……ええと。大丈夫？」

　微妙に気まずい感じの沈黙に耐えかねて、とりあえず尋たずねてみたりする拓人であったが――意外に根性はあるらしく、ポストはバネ仕掛けの様にぴょんと再び直立すると、拓人の側までやってきて再び停止。

「ええと……」

　困り果てる拓人の目の前に――ポストの投入口からまるで舌を出すかの様に一枚の紙がはき出されてきた。

『タクちゃん』

　ノートを破やぶいたと思おぼしき紙にはそう書かれていた。

　羽瀬川拓人を『タクちゃん』と呼ぶ――書く――者は、彼が知る限り今はもう二人しかいない。彼の実母は既に亡なく、父親でさえ何年も前に止やめてしまったその恥ずかしい呼称を、まるで意地になっているかの様に使い続けているのは、彼の叔母と――

「…………鈴すず穂ほ？」

　彼の従い姉と妹こであるところの羽瀬川鈴穂だけである。

「何やってんの？」

　そう声を掛けるとごそごそとポストの中で何かが動く音がして、再び紙が出てくる。

『何って。待ち合わせに遅れそうだったから急いで来たの』

「いや。そうじゃなくて」

　ため息をついて拓人は郵便ポストを指先でコンコンと叩く。さすがに材質までは本物と同じではない様で――まあ本当に鉄製ならばとても動けないだろうが――いかにもハリボテっぽい感触が伝わってくる。

「この格好は何なの……って聞いてるんだけど……」

『人通り多いから怖いし。人ひと目めを引かない様に。偽ぎ装そう』

「いや……だからそういう事すると余計に人目引くと思うんだけどなあ」

　と拓人。

　がたん――と郵便ポストがよろける。

　がさごそがさごそ。んでもって――紙。

『ええっ!?』

　と慌てて乱れた字で書いてある処ところを見ると――どうも自覚がなかったらしい。

『そうなの？』

「多分ね。郵便ポストが歩いてたら鈴穂でも思わず注目しちゃわない？」

　郵便ポストは彼の言葉を確かめる様に周囲を見回した――のだろう。多分。ポストそのものには顔がないので、それらしい動作をしたというだけの事だが。

　駅前に突とつ如じよ出現した歩く郵便ポスト。

　これが注目を浴びないはずがない訳で――さすがに人だかりができる程ではないが、道行く人々は目を丸くして拓人達の方に視線を投げ掛けてきたりする。何かの撮影だと思ったのか、周囲を見回してカメラを探しているらしき者の姿も見受けられた。

『うう……盲点』

　震えながら郵便ポストはそう書いた紙を出した。

「盲点かなあ」

　苦笑する拓人。

「とにかくそれ脱いだら？　暑いでしょ？」

『でもでも』

「着てた方が注目されるよ？」

　そう拓人が言うと――ポストは逡しゆん巡じゆんする様に何度か身震いした後、ぱかんと左右に割れて中から一人の少女の姿を生み出した。

『自信作だったのに……』

　そそくさと周囲の人々の視線を避ける様にして拓人の陰かげに隠れてから、そんな風に書いたノートを差し出してくる。

「…………」

　敢あえてもう突っ込まず、拓人は改めて目の前に立つ少女を眺めた。

　その印象を一言で表すればただ『地味』となる。

　白いブラウスに茶色のスカートというのも地味なら、何処か幼い丸みを残した顔の何割かを覆う大きな丸眼鏡も地味。不細工ではないのだが全体的に何処か野や暮ぼったく、清せい楚そであるが、人目を積極的に引く様な華やかさや艶あでやかさに関しては、ほぼ壊かい滅めつ的――そんな容姿の女の子である。学校帰りに直接来たらしく、これまた地味な灰色の制服を着ているので余計にそんな印象が強くなる。

　当然の如ごとく化粧っ気には乏とぼしい。最近は高校生とてルージュにマニキュア、更にはアイシャドウと、ホステス顔負けの装いさえ珍しくないが、この少女に限って言えばほぼ素顔スツピンである。

　ピアスやリングといった装飾品の類たぐいもなし。やや癖のある黒髪を束ねる大きな白いリボンが彼女なりのお洒落しやれなのかもしれないが、これとて『学校指定？』と尋ねたくなる様な――要するにひどく無難で地味な代しろ物ものではあった。

「それはそうと。鈴穂――十分遅刻だよ」

　と拓人。

　鈴穂は拓人の傍かたわらで少しでも周囲の視線に晒さらされる面積を少なくしようとするかの様に、身を縮ちぢこめている。彼女は声を出さず、代わりにさらさらとサインペンでノートに書くと再びそれを自分の前に――まるで盾の様に翳かざす。

『ごめんね』

「まあいいけど」

　と肩をすくめる拓人。

　自分から誘っておいて遅れてくるのはどうかとも思うが――鈴穂にとっては、外出して人の多い場所にやってくるだけでも相当に精神力を消耗する作業だという事を拓人は知っている。今更十分やそこらの遅刻で怒る拓人ではないし、むしろよくぞここまで一人で来たと言ってやりたい位である。

　彼女がこの期ごに及んでも声を出さないのは、失しつ語ご症しようだからだ。

　とある事件で彼女は声を出せなくなった。声帯に問題はなくそれは単に心の問題ではあった様だったが、以来、彼女は会話の為にこうしてノートの類たぐいを持ち歩いている。

　またその事件はもう一つ――対人恐怖症という問題点を彼女の上に発生させていた。まあこちらは比較的軽度で、極度の人見知りという程度ではあるのだが、家族や親しい友人といった相手以外はまともに目を合わす事も彼女はできない。

　恐らく郵便ポストのコスプレ――というか何というか――も対人恐怖症の彼女が外出する為にひねり出した苦肉の策だったりするのだろう。

『タクちゃん。あの。怒ってる？』

　ひどくおどおどした様子で鈴穂がノートに書いて尋ねてくる。

「うん？　いや――怒ってないけど」

　苦笑する拓人。

『本当に？』

「噓言ってもしょうがないと思うけどな。どうして僕が怒ってるとか思ったの？」

『だってタクちゃん少し怖い顔してたから』

「？　………………ああ」

　数秒悩んでから――ようやく拓人は合が点てんがいった。

　拓人は怒っていた訳ではない。少々思うところがあって憂ゆう鬱うつな表情をしていただけだ。

　数年間はまるで姉弟の様に育った仲なのだから、いい加減そのあたりの機き微びは察して欲しいと思う事もないではないが……まあ気が弱い癖に思い込みが妙に激しく、早とちりして突っ走りやすい――これはもう昔から変わらぬ鈴穂の性格だ。何かと失敗してはすぐに泣き出す彼女を慰なぐさめるのは、いつも拓人の役目だった。今更そう簡単にお互いの性格が変わる訳でもなかろう。

「いや。あれは怒っていた訳じゃないよ。ちょっと考え事してただけ」

『そうなの？』

「うん」

　と頷うなずく拓人。

『良かった』

　言ってようやく鈴穂は笑顔を見せた。

　しかし――

「十分以上遅刻したら何かおごってもらうって約束だったよね？」

『それは』

　鈴穂の表情が引きつる。

　上うわ目め遣づかいに拓人を眺めながら鈴穂は乱れた字を書いたノートを示してきた。

『でもでも十分遅れる位は日常的な生活の中では許容範囲だと思う事が円滑な人間関係においては必要不可欠だと思うのだけれどもいやだから別にそれはタクちゃんとしての心の許容限度の問題である訳だけどそれはああでもでも当然それはタクちゃんがセコいとかそういう話ではなくてというかないというか言うまでもなくというかあのその』

「そういう甘えが日頃の常習的な遅刻に繋つながってる訳でしょ。鈴穂の場合」

『えと。あのその』

　そこでサインペンが止まった所を見ると自覚はあるらしい。

　まあ鈴穂の場合は、前述の様に対人恐怖症と失語症という二重苦の為に、外出してもスムーズに移動できず、普通の人間なら三十分で移動できる距離に一時間もかかったりする。ある意味で遅れてくるのはしょうがない身の上ではあった。

　とはいえ……これも毎回となると『遅れる時間も見越そうよ』と思ったりする。

「まあそんなに高いもの要求するつもりもないけど。とにかくここにいてもしょうがないから何処か入ろう」

『うん』

　ほっとした表情で鈴穂は頷いた。
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「目標接近中」

　薄暗く狭せま苦くるしい車内にそんな言葉が響ひびいた。

　密室――そんな言葉が此こ処こにはよく似合うだろう。窓という窓には目張りがされており、内部を照らす光と言えばディスプレイから放散されるものだけだ。床にも壁にも天井にも幾つもの装置が据え付けられ、ただでさえ洞どう窟くつの如き狭きよう隘あいな空間に更なる圧迫感を追加している。

　そんな中で……動いている人影が二つ。

「こちらでも確認した。ユニア、術式展開用意」

「御ぎよ意い。結界端子――一番から十三番まで順次励れい起き。疑似詠唱ドラム回転数15ＰＳに固定。術式効果定着までおよそ三十秒」

「車両擬装用スクロール展開――成功。さて。我々も用意するか」

「御意」

　二つの人影は頷き合うと車両の後部ハッチを開いた。
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　二人は夕暮れの色に染まった街並の中をゆっくりと歩いてゆく。

　緩やかに流れるぬるま湯のような時間。何故か傍らを通り過ぎる人々の姿さえ舞台背景の様に現実感がなく、色いろ褪あせたかの様な印象が強い。

　だがそんな気け怠だるい印象に沈む世界の中で、鈴穂は何やら嬉うれしい事でもあるのか、少し興奮している様に――はしゃいでいる様にさえ見えた。元々が大人しく引っ込み思案な性格なので、長年の付き合いである拓人にしかわからない変化ではあるが。

『何か悩み事でもあるの？』

　歩きながら――ふとそんな事を鈴穂が尋ねてくる。

「うん？　どうして？」

『さっき言ってたでしょ』

「ああ……考え事の事か。まああれは今に始まった事じゃないというか、癖の様なもんだよ、いつもの。最近は考える事が多くなってきたってだけ」

『そうなの？』

「まあ大した事じゃないよ」

　ため息混じりに拓人は言った。

　拓人には何い時つの頃からか一つの悩みの様なものがあった。

　自分の平凡さについてだ。

　鈴穂を『地味』と表するのならば拓人を表するのに最も適した一語は『平凡』だ。しかも拓人の平凡さは――妙な言い方だが――筋金入りなのである。

　何かが他人より劣っている訳ではない。ある意味では優秀とさえ言えるだろう。彼は何でも人並にはこなせてしまう。勉学もスポーツも芸術も、大抵の場合に彼は計ったかの様に平均点なのである。少なくとも学校の評価ではそうなっている。

　彼には欠点と言うべき部分がほとんどない。

　だが他人より明らかに優まさっているという部分もないのだ。

　これは容姿に関しても同じ事である。不細工ではないが美男子と呼べるほどの容貌でもない。背丈もやはり中肉中背。『日本人男子高校生』と札でも付けておけばそのまま理想的な標本サンプルになってしまいそうな感じである。

　そして幸か不幸か――その事を自覚できる程度に彼は自分に対して冷静だった。

　他人から侮あなどられる事もないが、敬うやまわれる事も妬ねたまれる事もない存在。

　それはある意味で空気に等しい存在という事でもある。

　劣等感は特にないのだが、その一方で何処か宙ぶらりんの状態というか――方向性のない自分という存在に対して焦しよう燥そう感かんの様なものを覚えているのも事実なのである。

　何でもそれなりにできるという事は、何にも満足にはできないという事でもある。

　それでもまだ、何かやりたい事がはっきりしているのなら、こんなにも逡巡せずに済む。何か――そう、熱中できる趣味でもあれば。才能があろうとなかろうと関係がない。自分がそれを心の底からしたいと思うのならば、それに邁まい進しんすればいい。才能があるのなら尚なお更さらだ。

　だが拓人にはそういったものもない。

　高校生らしく、本も読むし映画も見るしゲームもすれば音楽も聴く。だがそれだけだ。いずれもが平凡な上に、どれも脇目もふらずに熱中する程には入れ込めない。どれが一番好きかと聞かれれば咄とつ嗟さに答えられなくて困る――その程度だ。

　無論、彼とてただ嘆くだけではなく色々と試してはみた。

　機会があれば積極的に色々な場所に顔は出したし、誘われれば大抵の事にはつきあった。

　勉強。映画。釣り。サイクリング。ラジコン。テニス。野球。トレカ。格闘技。漫画。アニメ。サバイバルゲーム。パソコン。楽器。ダンス。更には華か道どうに香こう道どうに茶さ道どう。挙げ句の果てには株――無論、金なんぞないので実際に買うのではないが――まで。

　だがどれもこれもぴんと来ない。

　いや、この際だから消去法でもいい。自分の苦手なもの、自分の嫌いなもの、そういったものを一つ一つ選択肢の中から外していって、最後に残ったものを志向すればいい。それも選択方法の一つではあった。

　だがこれもなし。

　いい加減ここまでくると器用貧乏という言葉が身に染みる。まあ拓人の場合は『不器用でない』というだけで、わざわざ器用と表現する程のものでもないが。

　このまま特徴のない生き方を繰り返し、特徴のない人生を送り、特徴のない最さい期ごを迎える――それも十分に価値ある生き方かもしれないが、やはり拓人とて十代の高校生、昼ひる行あん灯どんの様な自分を肯定しきれない部分がある。

　だが――ではどうすればいいのか。

　明確な目標が思い付かぬままに日々は過ぎてゆく。

　そして気が付けばもうすぐ高校二年生。そろそろ進学か就職かも含めて、自分の将来についても明確な答えを出さねばならない時期ではある。人生にやり直しが利かないとは思わないが、多くの少年少女が自分の未来について大まかな方針を固めるこの時期、それができないのならば今後にできる保証もない。

　まあそういった訳で――拓人は日々悶もん々もんとしているのである。

　決断力のなさには自分でも愛想が尽きるが、そもそも決断するための判断材料さえもが彼にはないのである。

「なんていうか――俺ってどうしようもない位に平均的だから」

　呟つぶやく様に拓人は言う。

「個性っていうか特徴っていうか才能っていうか――まあそういうものがこう、致命的に欠落してるらしくってさ。改めて考えると、なんだか無性に情けなくなってきて」

　気が付くと二人はもう駅前を離れ、住宅街の通りに入り込んでいた。

　拓人の家も鈴穂の家も最寄り駅は同じだから特に意識していなかったが――あまり普段は通らない道である。家の近所であればある程、通る道というのは限られてくる。恐らくは一本でも北か南に道をずれれば、見覚えのある通りに出るのであろうが、ふと拓人は見知らぬ街に連れてこられたかの様な感覚を覚えた。

『あ。タクちゃん。寄ってこ』

　と鈴穂が書く。

　鈴穂が指差しているのは住宅街の真ん中の公園――更に言えばその中で営業している一軒の露店だった。

　白いバンを改造した即席の露店らしい。売り物はクレープ。近くには幾つか折りたたみ式のベンチが置いてあり、その場でも座って食べられる様になっていた。

　もっと駅前に近い方が人通りもあるだろうに、何かこだわりでもあるのか、単に場所の取り決めか何かの理由でか――そのクレープ屋は客を呼び込むでもなくひっそりとそこに店を構えている。

『あれでいい？』

　どうやら『十分以上遅刻したら何か奢おごる』というのを鈴穂は真に受けていたらしい。拓人は半分冗談だったのだが、別に拒こばむ程の事でもなかろう。

「いらっしゃいませ」

　屋台の奥――といってもミニバンの助手席だが――から一人の娘が顔を出す。

　とても美しい娘だった。

　年頃は恐らく二十歳前後。癖のない、長い銀髪をさらりと伸ばし、白く大きなフリル付きエプロンの下には濃紺のワンピースを着ている。柔らかな光を湛たたえる大きなその双そう眸ぼうは緑。かなり細身でワンピースの袖から見える手首などは折れそうな程に細いが――その一方で、胸や腰は過不足ない膨ふくらみとくびれを示しているのが、服の上からでもわかった。

　意味もなく高原の風でも吹いてきそうな、清楚で落ち着いた雰囲気を持っている娘である。髪や眼から察するに外国人の様だが、恐らく和服を着せてもよく似合うだろう。

　ただし――

「――……」

　思わず拓人はその場に固まった。

　美人に見とれていた訳ではない。確かにそのクレープ屋の娘には見とれてもおかしくない程の器量が備わってはいたが、拓人の注意を引きつけたのは、そこから僅わずかにずれた部分だった。

『タクちゃん？』

　拓人を固まらせた目の前の事実に気付いていないのか――鈴穂が平然と尋ねてくる。

「あ？　――ああ。ええと――」

　自分の見間違いなのだろうか。

　少なくとも鈴穂には、特に驚いた様子も訝いぶかしむ様子もない。

「こちらがメニューになっております」

　そう言ってすかさず娘が差し出したのは、ラミネート加工された一枚の紙。

　そこには――

『特製マジカルクレープ：時価』

　とだけ書かれていた。

「クレープで、じ、時価ってなんだよ」

　呻うめく様に言って顔を上げる。

　そして改めて拓人はその『メニュー』を差し出した娘を眺めた。

「――何か？」

　首を傾げて微笑むその娘の顔。

　やはりそこに違和感を拓人は感じる。

　いや――そんな生なま易やさしいものではない。

　これは違う。何か違う。人間の顔じゃない。

　そんな確信が拓人の中に生まれる。

　そう。

　似ている。極めて似ている。事実上見分けがつかない。集中力がなければ人間にしか見えないだろう。

　しかし――

「…………鈴穂」

　拓人は鈴穂の手を引っ張って一旦クレープ屋から離れた。

『どうしたのタクちゃん？』

「いや。あの――クレープ屋、ちょっと変じゃない？」

『そう？　美人だとは思うけど。タクちゃんああいう人が好み？』

　何処か拗すねた様な瞳で上目遣いに鈴穂がそんな事を聞いてくる。

「いや、美人だとは思うけど」

　だから尚更目立つのだ――その違和感が。

　と思って振り返ると。

「……あれ？」

　そこに微笑んでいるのは、何の変哲もない――まあ物もの凄すごい美人ではあるのだが――娘が一人。一瞬前まで確かにあったはずの違和感はもう何度瞬きしても見えなかった。

「御客様？」

「…………」

　拓人は再びクレープ屋の前に戻ると即席カウンターの中に置かれたメニューを見る。

　プレーン　二百円

　チョコレート　二百五十円

　生クリームチョコレート　三百円

　…………

「え？　あ――今これ、時価って――」

　慌ててそのメニューを裏返してみるが、そこには何も書かれていない。

　見間違いだったのだろうか。

「どうなさいました――御客様？」

「いや。あの。その」

　クレープ屋の娘が柔らかな口調で尋ねてくるが、拓人はもうただ混乱するしかない。

　自分の目がどうにかしてしまったのか。

　あるいは――どうにかしたのは頭の方だろうか。

「こちらとこちらがお勧めになっております」

　気を利かせたのか、クレープ屋の娘がメニューの一部を指差す。

『私はフルーツプリンで。タクちゃんは？』

「あ……ええと。チョコバナナで」

　訳がわからない。どうにも落ち着かない。

　大おお袈げ裟さかもしれないが――盤ばん石じやくと信じて自分の立っていた地面が、実は薄はく氷ひようであったと知らされたかの様な感覚だった。

（やっぱり俺の頭か眼がどうかしちゃったのか？）

　そんな事を考えたりもする。

『さっきの話だけど』

　注文の品を待つ間、置いてあるベンチに腰掛けながら鈴穂がそう書いて示してくる。

「さっきの話？」

『平均的とか、特徴がないとか』

「ああ――それか」

　苦笑して拓人は言った。改めて他人の口から言われたり文字に書かれたりすると更に情けない感じがする。

　だが――

『そんな事ないと思う』

「そうかな？」

『うん。そんな事ない。絶対にない』

　いつもおどおどしていてあまり自分の意見を主張する様な少女ではないのだが――妙に自信ありげに鈴穂は断定してくる。

「それより鈴穂。わざわざ呼びだしたんだから、何か用があったんじゃないの？」

『うん。実はその事』

「は？　――どの事？」

『タクちゃんのね。才能の事』

「――はあ？」

　意外な言葉に思わず間の抜けた声が漏もれる。

　鈴穂が『とても大事な話がある』と言うので彼女の後に付いてきた訳だが……まさか話の焦点が彼自身に向くとは思ってもみなかったのだ。

『タクちゃん』

　不意に鈴穂は両手を揃そろえ、これまた揃えた両膝の上にノートと共に置いた。

　妙に改まったその姿勢で彼女は少し上目遣いに――何かをねだるかの様な、あるいは何かを祈るかの様な表情で拓人を見つめる。

「な――なんだよ、改まって？」

　慌てて拓人は言った。

　時とき折おり――こうした鈴穂の仕草がひどく可愛らしく見える時がある。姉弟同然に育ったので普段は意識しない事の方が多いのだが、一人の異性として見た場合、鈴穂はそれなりに魅力的である。本人はやや太めであるのを気にしているらしいが――拓人に言わせれば鈴穂のそれは丸顔気味なのであって、太っているとかそういう状態ではない。

　まあそれはともかく――

『タクちゃんは』

　そこまで書いたとき、店員がクレープを持ってやってきた。

「おまちどうさま」

　そう言って店員はクレープを二人に手渡して微笑む。

　軽く会え釈しやくを返してから拓人はクレープを半ば無意識の内に齧かじり――

「…………!?」

　ぐにゃり。

　世界が歪ゆがむ感覚。

「……!!　……!?」

　拓人は思わず立ち上がる。

　だが彼の視界はぐにゃりぐにゃりとまるで出で鱈たら目めに歪みまくり、立ってさえいられなくなる。次第に重くなる四肢とは裏腹に意識だけが焦りで高速回転を始める。

　何か毒物か薬物でも混ぜてあったのだろうか。だがどうしてわざわざそんなものを、一介の高校生の食べ物に混ぜるのか。誘ゆう拐かいでもするつもりか。しかしそれならば扱い易い女子供の方が良い訳で――

「……鈴穂……！」

　考えがそこに至って思わず従姉妹を振り返るが、もうそこに見えているのが風景なのか人物なのかもわからない。極ごく彩さい色しきの絵の具を無茶苦茶にぶちまけたかの様な光景が広がるだけだ。

　気分が悪くなってくる。

　視線を遡さかのぼって狂気が意識の奥底まで進入してくる様な違和感。次第に意識さえもが溶けて曖あい昧まいに闇と混ざり合っていく。

　そして。

「…………」

　三秒後――拓人の意識は完全に闇に呑のまれた。
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　――熱い。

　混こん濁だくする意識の中でまず最初に確立されたのはその思考だった。

　何が熱いのか。どれくらい熱いのか。どうして熱いのか。

（…………？）

　認識の一点を足がかりにして思考が次第に整理され……意識の透明度を増していく。拓人はそこでようやく自分が気絶していたという事に気付いて眼を開いた。

「…………あ」

　先まず目に入ったのは夜空。

　無数の星を散らした暗黒色の天てん蓋がいを拓人はぼんやりと眺める。

「…………」

　その光景に何か違和感を感じたのは数秒後の事だった。やはり意識の何処かが、まだまともに動いていなかったのだろう。蛍火の様に舞い踊る光こう芒ぼうと星の煌きらめきの区別がついていなかったのだから。

　舞っている。舞っている。舞っている。

　夜空を――無数の火の粉が。

「…………!?」

　熱い。火の粉。

　瞬時に繋がった二つの言葉の描き出す意味に戦せん慄りつして拓人は身じろぎし――自分が仰あお向むけに倒れていた事にそこでようやく気付いて――慌てて身を起こした。同時に本能が再起動して周囲の状況に反応し、身構える。

「なんだっ!?」

　膨大な炎があたり一面を覆っている。

　どちらを向いても炎が眼に入らない事はない。まるで世界全体が燃えているかの様に見える。放出される莫ばく大だいな熱量が空気を動かし、轟ごう々ごうたる音を立てる熱風と、歪ゆがむ光景を生み出していた。

　あたり一面とは――具体的には見るからに粗そ末まつな造りの、それも今時の日本ではまず見掛けない家の数々の事である。コンクリート製でも木造でもない。土壁で何とか他と空間的に区切られただけの代物だ。扉や細部には木や藁わらが使われていた形跡はあるが――それらはもう残っていない。

　全て燃え落ちてしまったのだろう。

　無数の住居は例外なく炎上していた。残った土壁も、高熱にさらされて芯まで乾燥したのか、ぼろぼろと風化した様に崩くずれていく。この火災がどの程度の規模を持っているのかは拓人にも想像がつかなかったが――もはや手の施ほどこしようがないのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。




「……なんだ……これ……？」

　一体何が起こっているというのか。

　そもそも此処は何処なのか。どうして自分は此処にいるのか。

　拓人が見慣れた街の平凡な風景など何処にもない。ただ見渡す限りにあまりにも明確で圧倒的な滅亡の光景が広がっているだけだ。

　人の姿は全く見あたらない。

　既に逃げ去ったのか、あるいは死して灰になったのか――それはわからない。確認しようにも炎の勢いが強すぎて建物の側に寄る事もできないのだ。

「……なんだよ……？」

　未いまだ意識の何処かが麻ま痺ひしている様な感覚がある。

　異常な状況に突然晒された事で、思考の回転に齟そ齬ごが生じているのだろう。何か大事な事を忘れている様な気がするのだが――それが何か思い出せない。覚えているのははっきりわかるのに意識の表層に持ち上げる事ができない。

　どうしてよいのかもわからずただ立ちつくす拓人。

　荒れ狂う炎の中でどれくらいそうしていただろうか――

「何してる!?」

　悲鳴じみた声が彼の背を叩いた。

「さっさと逃げるんじゃっ!!」

　叩き付けるかの如く乱暴な仕草で拓人の左手を握る者がいる。

　それが誰かを確認する間も許さず、手の主は強引に拓人を引っ張り始めた。

「ほれ！　さっさとせんか！　死にたいのかえ!?」

　相手に従うというより、単に引っ張られて崩れた体勢を反射的に立て直し、また引っ張られて体勢を崩し――と繰り返して、たたらを踏む様に歩き始める拓人。

　彼は首をひねって何とか自分を引っ張る相手の姿を確認した。

　老人――だろう。多分。

　断言を憚はばかるのは後ろ姿しか見えないからだ。ただし小柄で、長くのばした髪は白くぱさぱさしていて、腰も曲がりつつある様な――典てん型けい的てきな『老人』の姿ではあった。着ているものは何処か西洋風の衣装で、しかしそれはコスプレや、礼服の類ではない証拠に、ひどく生活感を感じさせるくたびれ方をしていた。

　老人は――声からすれば老婆であろう――右手にうねくる蛇へびの様な木製の杖をつき、左手で拓人を引っ張りながら叫んだ。

「早うせんか、早う――このままではこの婆と共に焼け死にぞえ!?」

「え？　……え？」

　ただ疑問の呻きだけを漏らしながら拓人は老婆らしき人物に引っ張られて行く。

　何が何やら訳がわからないまま彼はふと頭上を見上げ――

「……!?」

　愕がく然ぜんと声にならない声が喉のどの奥から漏れる。

　星の光と火の粉に彩られる夜空を――その遙かな闇よりも遙かに黒いものが過よぎる。

　天を征ゆく巨大な影。

　それは、ただそこに存するだけで内に秘めたる強大さを周囲に知らしめずにはおかないもの。強大無比という概念の完全なる具現。見上げる者に平ひれ伏ふす事を強制する姿。

　それは――

「………………ドラゴン………………？」

　呆然と半開きになった拓人の口からそれを示す端的な言葉がこぼれ落ちる。

　象よりも更に巨大な体たい軀く。比べるものとてない程の長大な翼。身体を覆うのは一枚一枚が靴べら程もある濃緑の鱗うろこで、頭部には角が、脚部や翼の関節には鋭利極まりない爪が見る者を威い嚇かくするかの様な凶悪さで生えている。

　そう――それはまさしくゲームやファンタジー小説の世界にのみ生息するはずの超常生物、ドラゴンそのものだった。

「そんな……馬鹿な」

　呟く拓人。

　概念は知っている。アニメでも映画でもゲームでも漫画でもお馴染みの――それこそ手て垢あかが付いているともいえる様なモチーフだ。

　だがしかし――あくまでそれは架空のものだった。

　拓人にとってドラゴンとは想像上の産物だ。決してブラウン管や紙面の中から飛び出してきたりはしないものだった。ましてやただ夜空を遊ゆう弋よくするだけでそれが巻き起こす空気の渦か動どうを肌で感じたりはしないもの――そんな生々しい存在感など決して伴ってはいないはずのものだった。

　なのに……それはこれ以上もなくはっきりとした実物として彼の頭上にいた。

「噓だ……こんなものが……」

　現実にいるはずがない。

　拓人はただその巨体を呆然と見上げるばかりだ。

　そんな彼を『早くせんかこののろま』だの『死にたいのかえ』と文句を言いつつ老婆は引っ張って行く。

　半ば麻痺した心の片かた隅すみで拓人は老婆の事を『善い人だなあ』と思った。見ず知らずの相手などその場に放り出して行けばよいものを――老婆は必死の様子で拓人を引っ張って炎の領域の外へと逃れようとしている。

　だが……

「…………？」

　空を舞う巨大な魔獣の王――その爪が器用につまんでいるものを眼にした瞬間に、拓人の中でぼんやりと空から回まわりしていた歯車がかちりとはまった。

「――鈴穂!?」












　拓人は思わず叫んでいた。

　距離があって見定めにくいのは確かだが――だからといって気付かないはずがない。

　三つ編みを束ねる白いリボンと大きなレンズの丸眼鏡は、間違いなく拓人の従姉妹のものであった。

「鈴穂！　鈴穂!?　なんで――」

「ええい！　早くせんか！」

　叫ぶ老婆の手をほとんど衝動的に振り払い――拓人はドラゴンの舞う方へと駆け出す。

　無論、冷静に考えればこれは愚ぐの骨こつ頂ちようだ。

　走って行って拓人に何ができる訳でもない。相手は遙かな空の上だし、拓人の何倍――いや何十倍も巨大だ。備える爪や牙は一見しても必殺の凶器たり得るとわかるし、炎や雷だって操るかもしれない。いや――そもそも拓人など尻尾の一振りで叩き殺されてしまうだろう。

　しかし……だからといって鈴穂を見殺しになどできない。

　一時期叔母の家に預けられていた拓人にとって鈴穂は家族も同然だ。過去の事件のせいで対人恐怖症だったり失語症だったりして、その結果どうにも奇き矯きような言動も目立つし、妙に思い込みの激しい困った少女ではあるが……

「鈴穂っ!!」

　それでも拓人には大事な姉であり妹でもあった。

「くそっ――」

　拓人は吐き捨てる様に呟く。

　駄目だ。このままでは駄目だ。

　彼はどうしようもなく平凡な一人の少年にすぎない。自分の普通さが恨めしい。無論、たとえオリンピック選手だろうとノーベル科学賞受賞の天才だろうとこの状況を打開できるとはとても思えないが――それでも『大切な場面で何もできない』自分に拓人は理り不ふ尽じんとも言うべき憤いきどおりを感じていた。

「くそっ！　くそっ！　畜生ッ!!」

　自分の平凡さがまた自分から大事な人を奪う――

「ええいこの馬鹿者がっ！」

　老婆が忌いま々いましげに叫びながら手にした杖を掲げると――何事か口早に唱えた。

　その瞬間――

「――!?」

　殊こと更さらに何かが起こった訳ではない。

　光はなかった。音もなかった。あるいは単に炎のそれに紛れてわからなかっただけかもしれないが――目立つ兆候は何一つなかった。

「かっ…………」

　拓人の体が何の前触れもなく硬こう直ちよくした。

　全身の神経がまるで麻酔にかかったかの様に身体感覚そのものが凍り付く。体が動かないどころか、そもそも皮膚感覚そのものがない。まるで首だけに――いや眼と耳と鼻だけになったかの様に能動的な動きが何もできない。

「手間かけさせおって。ほれ――走れ！　このうすら馬鹿！」

　老婆がそう叫んで杖の先で拓人の腰を叩く。

　すると――石像と化したかの如く動かなかった拓人の体が動き出した。本人の意志には全く反応しないくせに、老婆の命令には素直に反応して彼女と並び――あまつさえ『儂わしを抱だき上げて走れ』という彼女にもその通りに従って走り出す。

　無論――振り返る事など許されない。

（鈴穂……!!）

　叫ぶ事さえできない。

　気が狂いそうな未練をその場に残したまま――拓人は謎の老婆を抱かかえて燃える村から遁とん走そうするのだった。
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　何処をどう走ったのか覚えていない。

　土地勘がないのは無論だが、そもそも拓人の肉体感覚は著しく制限を受けていて、前を見て走る以上の事は何もできなかった。加えて連れ去られた鈴穂の事が気き懸がかりで周りを観るどころの話でもなかったのだ。ただただ混乱する意識を自由の利かない体の中に閉じこめられて、拓人はひたすら走り続けたのである。

　そして――

「…………」

　気が付けば拓人は深い森の奥にいた。

　昼なお暗い鬱うつ蒼そうたる森の中に、隠される様にして一軒の小屋が建っている。一見すると廃はい屋おくどころか廃材の山の様に見える代物であるが、注意深く観れば、ぽつんと突き出た煙突からわずかに煙の様なものが漂い出ているのがわかる。

　拓人は老婆に操られるままにその小屋の扉を開いて中に入り――そして老婆を降ろしたところでようやく体の自由が戻った。どうやら老婆が拓人に掛けていた催さい眠みん術じゆつだか何だかを解除したらしい。

「…………はあっ……」

　思わずその場にへたり込む拓人。

　様々な面で平均的な彼は、体力的にも凡人並みでしかない。小柄な老婆とはいえ他人を一人抱えた状態で全力疾走すれば、立てなくなるのも当然ではある。今までは疲労を感じる感覚ごと麻痺させられていただけなのだろう。

「信じられん様なアホウじゃな――貴様は」

　老婆は部屋の奥にしつらえられた椅子に腰を下ろしながら言った。

　一旦中に入ってみれば普通の造りの部屋だった。

　広さは十五畳くらいであろうか。

　確かに物が多くて雑然とはしているが、散らかっている訳ではなく、壁には棚が幾つも設けられてよく整理されている。机と椅子も使い込まれた黒ずみ方はしているものの、埃ほこりは全く付着していない。きちんとした生活感がそこにはあった。

　もっとも……棚に並んでいるのは薬瓶らしきものや瓶かめ、壺の類に加え、髑どく髏ろやら水晶球やらおどろおどろしくて意味不明のものも多い。そして――とどめとばかりに部屋の真ん中で独特の雰囲気を放っているのは天井から吊られた鉄の大鍋であった。

　見るからに『魔女の住すみ処か』といった雰囲気である。

「唯一生き残りがおったかと思えば、自分が何をしているのかもわかっとらんアホウ。全く慣れぬ事などするものではないわい。危うくこの婆も死ぬところじゃったぞえ」

　老婆は甲かん高だかい声でそう言ってから――もっとも口調は言葉面づらほどには怒っていない様だが――半ば放心した拓人に杖を向けて何事か唱える。途端に再び拓人の体から感覚が消えて、ゆっくりと立ち上がった。

　同時に、まるで見えない誰かが押し出したかの様に、床の上を滑り込んできた椅子が拓人の背後でぴたりと不自然に停止。拓人の体はそれを待ちかまえていたかの様に椅子の座面へすとんと腰を下ろした。

「…………一体……」

　自分の体はどうなったのか。この老婆は何者なのか。此処は一体何処なのか。あのドラゴンは何なのか。そして――何よりも鈴穂はどうなったのか。

「まあ……放心するのも仕方なかろうがの。貴様――異世界から来たのであろう？」

「……!?」

　拓人は思わず呻き声をあげる。

　異世界。

　拓人にとってそれはドラゴンと同様にゲームや漫画の中の言語だ。

　だがその一方で――この異常な状況やドラゴンの存在は『異世界』の一言で全て説明がついてしまうのも事実だった。

「この婆も一応は魔法使いの端くれなのでな。異界に生まれた者とこの世界に生まれた者とでは、魔法を掛けた際の反応が微妙に違うという話は以前から聞いておった。あとは貴様の格好と無知具合からの推測じゃが」

「それ……は……」

「まあ……異界人でも理解はできるじゃろ。婆等の置かれているのはそうややこしい状況ではないわいな」

「……はあ」

「単に村はずれにタチの悪い魔物が住み着いたっちゅーだけの事じゃよ」

「タチの悪い魔物……」

　それはつまりあのドラゴンの事であろうか。

　拓人の内心を見透かしたかの様に老婆は頷いてみせた。

「そう。アレじゃよ。神だの何だのと崇あがめる者もおるがな。何にせよあれは人間にとっちゃ天災の様なもんじゃ。抗あらがう術すべなんぞありゃあせん。ちゅう訳であの化け物はまるで卵を踏み割るよりも容易く村を一つ滅ぼしてしまいよった――貴様がその眼で観た通りにな」

「…………」

　確かにややこしい状況ではない。というかむしろあまりにも定番すぎて、漫画だの小説だのゲームだのに出てくれば白しらけかねない内容ではあった。

　突然に異世界へ飛ばされて。

　そこで邪悪な竜に襲われて。

　更には女の子がさらわれて。

　はっきり言って手垢が付き過ぎている。

　だが――現実に燃える村と空を征ゆく巨竜の姿を目の当たりにすれば、白けるどころの話ではなかった。先程は鈴穂がさらわれた為に無我夢中であれを追いかけたが、今改めて思い出してみるととんでもない代物だ。鯨が空を飛んでいるかの様な巨大感に加えて、航空機では決して感じない躍動感と生々しさの前では、いかに地を這はう自分が矮わい小しようで脆ぜい弱じやくな存在であるかを思い知らされるばかりだ。

　白けるなどとんでもない。本当にもうそれどころではない――

「貴様がどこからどうやってこの世界に来たのかは知らん。ただまあ……こちらの世界に来た途端に、運悪くその化け物と出くわしてしまったという事じゃな」

　ひどく気楽な口調で老婆は言うが――不運の一言で片づけるにはあまりにも過酷な偶然ではあった。

「『で――あんたは？』ちゅー顔しとるの。貴様の世界では魔法使いはおらんのか？」

「いる訳ないでしょう――そんなもの」

　と顔をしかめて言う拓人。

　別にガチガチの唯ゆい物ぶつ論ろん者しやという訳ではないのだが――科学や理屈では説明のつかない様な不思議な事の一つや二つは拓人にも経験がある――だからといってドラゴンだの魔法使いだのサンタクロースだのの実在を信じる程、お子様でもない。

「いる訳ないでしょう、そんなもの……ときたか」

　苦笑を浮かべて老婆が言う。

「まあそれはそちらの世界の常識。婆等の世界ではまた別の常識があるわいな」

「……それはそうかもしれませんけど」

「まあこっちの世界でも魔法使いに限って言えば、それ程、認知された存在ではないがの。ただし魔法は厳然と存在する――それはさっき貴様も体験してわかったじゃろうが？」

　老婆が言っているのは彼女が拓人の体を操った事だろう。

　一種の瞬間催眠と考える事もできないではないが、あの時、拓人の注意は鈴穂の方に向いていた。その状態で老婆が拓人に催眠を掛けるのは非常に難しいだろう。

　そうなると老婆の言う様に魔法か――あるいはそれに類する何かがこの世界には実在するという事になる。

「まあ婆に限らず魔法使いは凡人共からは嫌われるからの。村には住んでおらなかったのが幸いしたんさ。今回の災いには巻き込まれずに済んだわいな」

「でも……じゃあどうしてあの場に？」

「まあ……別に義理なんぞはないがの」

　老婆は拓人から僅かに視線を逸そらして言った。

　案外――照れているのかもしれない。

「連中は婆を嫌ったり恐れたりはしとったが、婆が連中を嫌っていた訳でもなし。それに人が死ぬとなれば好き嫌いもあるまいよ」

「……そうですね」

　やはり悪い人間ではない――拓人はこのいかにも怪しげな雰囲気の老婆が好きになれそうな気がした。

「ドラゴンが村に降りるのをたまたま見掛けたのでな。一人でも助かっておれば逃げる手助けでもしてやろうかと思ったのじゃが……生あい憎にくと生き残っていたのはただ一人、異界人の貴様だけじゃったわいな」

「いや……俺以外にもいます」

「うん？」

「あの……ドラゴンが爪でつまんでいた女の子を観ましたか？」

「ああ？　そういえばそんなのがいたような気がせんでもないがの」

　老婆は首を傾げて言った。

「俺が異世界の人間だというのならその子もそうです。俺の従姉妹なんです」

「そうか。気の毒にの」

　まるで鈴穂がもう死んでしまったかの様に老婆は言う。

「まああれはまさしく天災じゃからの」

「ちょっと待ってください、俺が観た時点では鈴穂は――」

　生きていた様に思う。

　距離があったので細かい部分を問われると自信がないのだが――少なくとも外傷はなかった様だし、苦く悶もんの表情が浮かんでいた訳でもない。ぐったりとはしていた様だが単に気絶していた可能性もある。

「連れの娘の事は諦めい。ドラゴンは確かに生かしたまま人間を連れ去ったりしよるし、そうした人間は何日かは生きておるが……大概、ドラゴンが人間を生かしたまま連れて行くのは孵ふ化かした幼生の餌にする為じゃ。生まれたばかりのドラゴンはそりゃあよく喰うからの。餌の十や二十は孵化前に確保しておくんじゃろ」

「じゃあ……未まだ」

　鈴穂は生きている可能性が高い。

　だが――

「わかっとらんの。諦めいと言っておる」

　老婆は顔をしかめて言った。

「でも！」

「確かに今は生きておるだろうよ。じゃがな――ドラゴンに捕まった以上はいずれはどんな娘とて、奴か奴の子の腹の中に収まる事になるわい」

「何とかしてドラゴンを倒す事はできないんですか？」

　その拓人の言葉に――老婆はしばしきょとんとした表情を示した。

　そして――

「――はっ！」

　老婆は引きつり気味の笑顔で言った。

「はははっ――ものを知らんとはかくも恐ろしいものかよ。倒す？　倒すじゃと？　ドラゴンを？　地上最強の獣を？　やはり貴様は異界人じゃな」

「……そんなにおかしいですか？」

　若じやつ干かんムッとしながら拓人は言った。

「でも不可能じゃないはずです。食べ物を食べて子供を産む以上は生き物で……我々と同じかそれに近い体のはずでしょう？　ならば倒せないはずが」

「ない」

　老婆は断ち切る様に言った。

「……でも」

「殺せるはずも訳も道理もないわい。貴様が一人立ち上がってどうなる？　武器の一つも持っておらぬ貴様がどうやってあの化け物を倒すというのじゃ？」

「それは……」

　確かに老婆の言う通りだ。

　だがもし拓人一人ではなく何人分もの力を合わせれば。

　あるいは――

「無理じゃよ。あれは人間にはどうしようもない。そう決まっておる」

「お婆さんには魔法が使えるじゃないですか。お婆さんが手伝ってくれたら――」

「…………」

　老婆はため息をついた。

「ならば何な故ぜに婆はあの村を救わなかった？　救えなかった？」

「…………それは」

　結果が物語る残酷な事実。

「決して意地悪とかそういう訳ではないぞえ。

　よいか。魔法と言っても万能でもなければ無敵でもない。婆の力なんぞではあの竜にかすり傷一つもつけられんよ。まして倒すなどとてもとても。いや……もしそれだけの力があったとしても。やはり無理じゃな」

「どうして……？」

「よいか。異界人の貴様には今ひとつわからないかもしれんがの――」

　老婆は杖の先を拓人に突きつけて言った。

「世の中には相そう克こくというものがある」

「相克……？」

「まあ決まりと言ってもよいわいな。例えば火は水をかければ消える。故に水は火を制する。簡単に言えばこれが相克じゃよ。世の中の決まりであり仕組みじゃ。

『それがどうした』――という顔をしておるな。人の話は最後まで聞かんかい。

　よいか？　ドラゴンと人間にもこの相克はあるんじゃよ。

　人間にはどうあってもドラゴンは倒せない――そう決まっておる」

　老婆は杖を降ろし椅子の背にもたれかかりながら言った。

「かつてドラゴンを倒そうと千人の魔法使いで挑んだ事もあった。百万の兵士で挑んだ事もあった。だがそれらは悉ことごとく人間の敗北に終わったんじゃよ」

「それは単に力が及ばなかっただけなんじゃないんですか？」

「そう思うか？」

　老婆はむしろ哀れむ様な視線を拓人に注いだ。

「それであったならどれだけ幸せな事であったろうかの。未だ『次は倒せるかもしれない』と思う事ができるからの」

「…………」

「だがな。力の大きい小さいではないんじゃよ。『人間にドラゴンは倒せない』――世の中の摂せつ理りがそう決まっておる。

　例えば――万の兵士を集めればその何割かが必ず病に倒れ事故に遭あい裏切りに走る。剣が折れ馬が狂う。千の魔法使いを集めれば必ずその何割かが魔法をしくじる。杖が壊れ魔術書が破れる。必ずじゃ！

　事がドラゴンに対する限り人間はどうあっても一定以上の力を集める事ができなくなるのじゃよ。できたとしてもそれを使ってドラゴンを殺す事はできない。偶然さえもがドラゴンに限りなく味方する。『人間はドラゴンに勝てない』という絶対原則を守る為に世界がそういう風に動いてしまうんじゃよ。

　これが相克というものじゃ。『人間はドラゴンに勝てない』そう何処かの誰かが決めてしまっておるのじゃよ」

「…………」

「無論……もっと魔法の力を極めようとした者もおった。まだ『摂理』だの『相克』だのがはっきりと認識されておらなんだ時代じゃ」

　老婆は何かを懐かしむかの様に言った。

「できないと言われればそれでもできる方法を探してみるのが魔法使いという人種じゃからの。どうにかしてもっと強大な魔法の力を得ようと、既き存ぞんの魔法を改良し、儀式を積み重ねてドラゴンよりも強力な魔法使いになろうとした者もおった」

「……どうなったんです？」

　拓人は尋ねる。

　老婆は自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべながら言った。

「結果はさまざまじゃな。無論、死した者が多い。生き残った者とて無事には済まなかった。失明した者もおれば両足を失った者もおる。一気に何十年分も老化して自分が誰かもわからなくなった者もおったの。

　わかるかえ？　人間が人間以上の力を得ようとすると何処かで必ず何かを失って帳尻を合わされてしまうものじゃ。これもまた摂理じゃな。要するに分不相応な事はできないという事になっとるんじゃろう」

「…………」

　拓人は唇を嚙かむ。

『分不相応』――それは彼にとってひどく耳の痛い言葉ではあった。

　確かに平凡極まりない自分がドラゴンにさらわれた少女を救い出すなどとは分不相応も良い処だろう。それは選ばれた勇者にのみ可能な偉業であって、何の取り柄もない少年に可能な行為ではない。

「でもそれでも……」

　確かに大まかな状況はわかった。

　そして――鈴穂の救出に関して絶望的であるという事もわかる。

　しかしそれでもやはり拓人には鈴穂を放っておく事などできない。

　倫理とか正義とかではない。そんなものはどうでもいい。

　ただ――拓人はどうしても嫌だったのだ。

　もし鈴穂が息を吹き返していたとしたら……何を思うだろうか。

　拓人がこのまま諦めてしまったら鈴穂はきっと失意と絶望の内に残酷極まりない死を迎えるだろう。拓人に『見捨てられた』と思って彼女は死んでいくに違いない。

　それがたまらなく辛つらい。

　見捨てられる者の痛みを拓人はよく知っているから。

「……まだ諦めきれんか」

　我わが儘ままを言う孫を見る様な眼で拓人を眺めながら老婆は言った。

「無理じゃと言うとるに。諦めい。あの娘は貴様の何じゃ？　恋人かえ？　それとも家族かえ？　大事な者だというのはわかるがの。彼女は貴様の命を捨ててまで守らねばならん存在かえ？」

「……違うんです。そういうんじゃないんです」

　それでも――やはり放ってなどおけない。

「いろいろと教えてくださってありがとうございました。ついでと言うのも何ですけど、あのドラゴンの巣が何処にあるのか教えていただけませんか？」

「…………」

　老婆はしばし拓人を睨にらみ付け――

「本当に貴様は馬鹿じゃの」

「それはよく自覚してるんですが――」

　苦笑して拓人は頰ほおを掻かいた。

　老婆は長々と嘆息してから、「よっこらしょ」と言いつつ腰を上げた。

「口で言うても地名すらわからん貴様では迷うのがオチじゃろ。良いわい。婆も近くまでは一緒に行ってやろう」

「……いいんですか？」

　目を丸くして尋ねる拓人。

　老婆の話を信じるならドラゴンとは恐ろしく凶暴な存在である。たとえ道案内として近づくだけでも危険極まりないだろう。敵意のあるなしなど関係ない。ドラゴンにとって人間は誰であろうとただの餌であり個人の事情をいちいち斟しん酌しやくしてくれるはずもなかった。

「無論――危なくなったら貴様を置いてさっさと逃げるぞい」

　老婆は苦笑して言った。
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　ドラゴンの巣までの道行きはその威力を改めて見せつけられる道程でもあった。

　当初は驚愕と不安から拓人はいちいち動揺していたが――三日目にはもう多少の事では驚かなくなっていた。

　直径五十メートルにも達しようかという半球状の滑らかな窪くぼみが、いわゆる『竜の吐息ドラゴン・ブレス』一撃が生み出した結果だと言われれば、さすがにもう大抵の事には驚かなくなる。距離にすれば大した数字ではないが、高さとして見れば十二階建てのビルにも相当する数字だ。あまりの高熱に地面が溶けたのだろう――まるで磨いたかの様に滑らかな曲面を示す窪みの縁から、その最深部を見下ろして拓人は全身に鳥肌が立つ感触を覚えた。

　無論、彼が見たのはそれだけではない。

　滅んだ村があった。抉えぐられた大地があった。干上がった湖があった。

　それら全てが拓人に『引き返せ』と告げている様にさえ見えた。実際、言外に『諦めろ』と言わんばかりの表情と口調で魔法使いの老婆はドラゴンのもたらした破壊の痕こん跡せきを丁てい寧ねいに解説してくれた。

　――どうして諦めないのか？

　問われても実は拓人にもはっきりと答えられない。

　鈴穂が大事な家族であるから。見捨てられる者の辛さを知っているから。意地や見栄もない訳ではない。だが……それらを全て動員しても絶望的な未来に立ち向かうだけの理由にはならない様な気がした。

　それはある種の疑念であったかもしれない。

　老婆の話を信じない訳ではない。

　だがそれでもなお――拓人の心の何処かにはある種の疑問の様なものが引っかかっているのだ。それが気になって気になって仕方がないのだ。

　ドラゴンは本当に倒せないものなのか？

　世界の摂理とは本当に曲げられないものなのか？

　人間の限界とは本当に生まれた際に決定済みなのか？

　そして――もう一つ。

（僕は……俺は……）

　むしろ拓人は恐怖よりもある種の高こう揚ようを覚えている自分に気付いていた。

　自分はこれから命懸けで一つの試練に挑む。

　全身全霊を注いでも恐らくは絶望的な――いや絶望そのものしか残らない戦いを彼は行おうとしている。いや。恐らくは戦いと呼べる様なものなどではない。一方的な殺傷でしかなかろう。それだけの力の差が拓人とドラゴンの間にはあるはずだ。

　なのに彼は全く逃げようという気にならなかった。

　むしろ何処か晴れ晴れとした気持ちすらある。向かうべき場所を見つけたかの様な。胸の奥で何年もくすぶっていたものを完全燃焼する方法を見つけたかの様な。

（……狂ってるのかも）

　そんな風にも拓人は思う。

　思えばこれはある種の自殺なのかもしれない。

　ずっと平凡な自分に悩んでいた。

　平凡で特徴も特技もない自分がどうしようもなく嫌だった。

　だからかもしれない。

　このまま平凡なままで終わるよりは――そんな風に思っている部分は確かに拓人の中にあった。晴れ晴れした気持ちは自分の存在そのものに見切りをつけてしまっただけの――単なる絶望の裏返しでしかないのかもしれない。

　そして――

「……実はの」

　ふと思いついたかの様に老婆が声を掛けてきたのは、あと半時間も歩けばドラゴンの巣に辿り着くという処に来た際の事だった。

　見事な程の焼け野原。

　元は家屋であろうと思われる残骸だけが、わずかに残っている。だがそれ以外は何もない。人間の遺体さえ見あたらない。

　骨も残さず灰となったのか。あるいは野犬か何かに骨まで喰われてしまったのか。それはわからない。そもそも拓人は此処に至るまで老婆以外の人間とは一人も出会わなかった。老婆の話によるとこのあたりはもうドラゴンの縄張りで――一旦ドラゴンがそうと決めれば人間はただそこから逃げ出すしかなく、特に巣に近くなればなる程に住人達は早々に逃げ出してしまうものだそうだが。

　とはいえ……こうも人の姿を見ないと、まるでこの世に残ったのは自分達だけの様な気がしてくる。

「言おうかどうしようか迷っておったのじゃがの」

「……なんです？」

　焦しよう土どの真ん中に立ち止まって老婆を振り返る拓人。

「実は方法がないでもない」

　意外な言葉だった。

　あれ程に『無理』を強調してきた老婆の口からそんな言葉が出てくるとは思ってもみなかった。

「……え？　……方法？　ドラゴンを倒す方法……ですか？」

　拓人の問いに老婆は頷いた。

「この婆とて――いや私もかつてドラゴンを超えようとした愚おろかな魔法使いの一人さ」

「そうなんですか？」

　そこで初めて――拓人は自分がこの老婆の名前も知らない事に気付いた。

　この世界に来てから老婆以外の人間に会った事がなく、いちいち名前で相手を呼ぶ必要もなかったが故の事である。

　だが……

「ドラゴンを超えようとした魔法使いは何かを失ったんですよね？」

「よく覚えてたね」

　老婆は微笑した。

『方法がある』――そう言った以上、彼女はドラゴンを超える力、ドラゴンを倒す力を得たか、それを得る為の方法を知っている事になる。だが彼女は年老いている事をのぞけば五体満足で、特に肉体的に問題が生じている様子はない。少なくとも拓人にはそう見えた。

「私が――」

　皺しわ深い顔が自嘲の笑みを刻む。

「実は未だ二十五だって言ったら信じるかい？」

「――え？」

　思わず拓人はまじまじと老婆の顔を眺めてしまう。

　それはどう見ても精気の枯れつつある年寄りのものでしかなかった。少なくとも老婆の言う様な年齢では絶対にない――見た目で判断する限りは。

「私の場合は『未来』を失ったのさ。五十年分の時間と……子供を作る力を失った」

「…………」

　拓人はただただ絶句する。

　それは果たして、視力やあるいは四肢を失う事に比べて、幸せなのか不幸せなのか。当事者でない拓人には無論、わかるはずもないのだが――

「『人間はドラゴンに勝てない』――それが摂理である訳だが」

　老婆は――老婆の姿をした魔法使いは若干口調を改めて言った。

　今までの彼女の露骨に年寄り臭い物言いは、あるいは年寄りを演じていただけの事なのかもしれない。思えばその言葉遣いには妙なばらつきがあった。

「逆に言えばそれが抜け穴でもある」

「……どういう意味ですか？」

「貴様がドラゴンに勝つ為には」

　魔法使いは拓人の顔を杖で指した。

「貴様が人間を止やめれば良い」

「…………」

　一瞬――意味がわからなかった。

「人間が弱いのでもない。ドラゴンが強いのでもない。摂理にそう定められているから勝てないのだ。ならば定められていない領域で戦うしかない。人間でないものが戦った際にどういう結果になるのかは恐らく摂理には定められていない」

「でも――」

「さらに言えば『人間の枠』の中で力を際限なく増やそうとするから何処かに破は綻たんがでてしまう。だからこそ『人間である事』そのものをまず止める。そうすれば人間としての限界に縛られる事はない」

　魔法使いは淡々とした口調で言った。

「方法は確立できた。しかし――その代償はこれさ。自らで実際に試すには私はもう衰え過ぎた。だが貴様にその術を施してやる事くらいはできるだろうさ」

「……人間を……止める……」

「そうだ。その結果として貴様がどうなるかはわからん。だが『人間である事』を構成する要素は全て捨てる事になるだろう。姿形は無論の事、記憶や心のあり方さえも変質していくに違いない。だから貴様は無論、元には戻れない。問題の娘を助けるのならばあくまで貴様が貴様でいる内に速攻で勝負をつけねばならん」

「…………」

　拓人は唾つばを飲み込んだ。

「俺が俺でいられる内って……一体どれくらいなんですか？」

「さてな。異界人は術の掛かり方が異なると言ったろう。正確な事は何も言えんが――類推で良ければ答えられるぞ。おおよそ半時間という処かな」

「半時間――」

　あまりに短い時間だ。

　鈴穂を助け出す為の時間としても――羽瀬川拓人という人間の余生としても。

「それとな」

　魔法使いは懐ふところから一本の短剣を取り出した。

「『転生』の儀式は生け贄にえを要する。当然ながら二つ以上の生を得ようとするのならば二つ以上の死が必要だ。それが世界の天秤というものだからな。故に――」

　魔法使いは短剣を拓人に手渡す。

　それは――見た目よりも遙かにずしりと重かった。

「貴様はこの婆を殺せ」

「……!?」

　思わず短剣と魔法使いを見比べてしまう拓人。

　魔法使いは薄い笑みを浮かべながら言葉を続けた。

「心配せずともよい。婆が死んでも一旦発動した魔法はきちんと効果を発揮する」

「そういう事を心配してるんじゃありません！」

「では何を恐れている？」

　魔法使いは嘲あざける様に尋ねてきた。

　尋ねてはいるがあくまでそれは確認の様なものだろう。その双眸は躊躇ためらう拓人を前にしてこう言っているのだ――『この腰抜けめ』と。

「そんな事――できません」

　呻く様に言った。

　別にこの老婆が憎い訳でも嫌いな訳でもない。いや――それどころか好感を覚えているし実際に恩義もある。そんな相手をどうして殺せるというのか。まして――羽瀬川拓人という少年は生まれてこの方ずっと法ほう治ち国家たる日本に住んでいた。一般的に人を殺すという事が最高の罪であり禁きん忌きとされる世界で、それを常識として生きてきた少年が……いきなり『それが必要だから』という理由だけで他人を躊躇いもなく殺せるはずがない。

　しかし――

「ならば諦めるしかないな」

　とあっさり魔法使いは言った。

「あの娘は助からん」

「いや……でも」

　鈴穂は助けたい。当たり前だ。

　だがその為に目の前の人物を殺す事などできない。できたとしても一生悔やむだろうという事は容易に想像がついた。

「できません――できませんよ！」

「ならばどうするというのだ!?」

　老婆は苛いら立だたしげに尋ねてきた。

「大体――貴女はそんな事で良いのですか？　命が惜しくはないのですか？」

「私の事はどうでも良いのだ！」

　魔法使いは言った。

「貴様がどうしたいかというだけの事だ。良いか？　何かを得ようと思えばその代償に必ず何かを失う。必ずだ！　それが世の常であり根本的な摂理だ。ドラゴンを倒してあの娘を救いたければ――あの娘の命を是が非でも救いたければ、無理を押し通すならば、それを行う為の代償は絶対に必要なのだ！」

「しかし――」

「私を殺すのが怖ければ生け贄にすべき他の者を探すか？」

「そういう問題じゃありません！」

　思わずわめく拓人。

　だが魔法使いは薄笑いを浮かべて問うてくる。

「ではどういう問題だ？」

　鈴穂を見殺しにしてこの魔法使いを殺さないか。

　この魔法使いを殺して鈴穂を助けるか。

　あるいは別の生け贄を探して鈴穂を助けるのか。

　いずれにしても誰かが死ぬ。

　誰を生かして誰を殺すのか――その選択を拓人がする。ただそれだけの事なのだ。それ以上でもそれ以下でもない。

　しかし……

「私もどうせもうそう永ながくないのでな。最後にあのドラゴンを倒す為にこの命を使うというのならば本ほん望もうだ。見方を変えれば私の命があのドラゴンを――人間には倒し得ない存在を倒したという事にもなる」

「……でも！」

「そうそう時間はないぞ」

　魔法使いは言って――手近にあった岩の上に腰を下ろした。

　拓人はしばし彼女を見つめていたが、いくら待っても魔法使いはそれ以上の言葉を投げ掛けてこようとはしなかった。まるで何かを待つ様にただ眼を閉じて岩の上に座っている。

　何を？　――言うまでもなく拓人の決断をだ。

　眼を閉じたのはそれが自らを生け贄にする選択でも構わないという意思表示だろう。

「…………」

　追い詰められた様な気持ちになって拓人は視線を空に逃がす。

　そこに――

「――!!」

　舞う影がある。

　巨大な巨大な影が一つと。

　そして――それに随ずい行こうしてややふらふらと飛ぶ小さな影と。

「ドラゴン!?」

「……ああ」

　魔法使いは眼を開いて拓人同様に頭上を見上げた。

「そろそろ巣立ちの時期なのだろうよ」

「でもドラゴンは卵から生まれる子供の為に鈴穂を――」

「だから……さ」

　魔法使いは肩を竦すくめた。

「ドラゴンは少産な生き物だ。一度に一つかせいぜい二つしか卵を産まない。そして産卵は三年に一度。巣立ちはおよそ生まれてから三年後。この意味がわかるか？」

「…………」

　拓人は首を振った。

「つまり……だ。もし巣立ちに失敗すれば、あの子ドラゴンは次の子を育てる上での邪魔者として巣から排はい除じよされるか、親に喰い殺される」

「……え？」

「三年経っても飛べない様な出で来き損そこないは生きる資格がないという事さ。少産だからこそドラゴンはより強い子孫を残そうとする。生き物の本質だな。だからこそ親ドラゴンは生まれてきた子供が明らかに出来損ないである場合、喰って自分の栄養とし、次の子を産む為に備える。

　たとえ運良くそれを免まぬがれたとしても、もう巣立ちに失敗した子ドラゴンには戻るべき巣はない。次の子が卵から生まれてくるからだ。親は次の子を育てる事に全力を注ぎ、先の子は見向きもしないどころか、下手をすると外敵と認識して殺すか、餌として殺して次の子の栄養にしようとする」

「…………」

　過か酷こくと言えばあまりに過酷。

　しかし……合理的といえば確かにそれは合理的だった。それを証するかの様に魔法使いは言葉を続ける。

「『酷ひどい』って顔をしているな。だがこれは別に珍しい事ではない。一部の魚もこれと同じ事をするし、獣でも似たような事をする種は結構いる。そこに人間の感傷を持ち込んでも詮ない事であろうよ」

「……それはそうかもしれませんけど」

　言って――拓人は気付いた。

　鈴穂を助ける事。ドラゴンを倒す事。

　それはつまり――これから生まれてくるであろう一頭のドラゴンの子供を殺す事になりはしないか。親ドラゴンを殺された子ドラゴンが成長できるとは思えない。ならば拓人はその子ドラゴンの未来までつみ取る事になる。

　ドラゴンにまで感情移入する必要はないかもしれない。

　けれど結局、何かを得て何かを捨てるという交換の原則は変わらない。

「俺は……」

　よたよたと母親について飛ぶドラゴンの姿を見上げながら拓人は呻いた。

　その姿はひどく弱々しく見えた。

　未だ飛ぶ事にも慣れていないのだろう。右へ左へとふらふら安定しない飛び方をしている。見ている拓人の方がいつ墜落するかと、はらはらしそうな危うさだ。

　だが……あの子ドラゴンとて、成長すればその強大な体と力を使って容よう赦しやなく人間を狩るのだろう。その意味では今の内に殺しておいた方が良い。あれは人間の天敵であり害獣なのだ。拓人が良心の呵か責しやくを感じる必要はない。

　しかし……

「くそっ……」

　駄目だ。あまりにも条件が複雑化しすぎて咄嗟には整理できない。

　何を採るべきか。

　そして何を……切り捨てるべきか。

「……そうそう悩んでいる時間はないぞ」

　魔法使いは冷れい酷こくな口調でそう言った。
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　異世界にも――そして竜に焼き払われた荒野にも朝日は昇る。

　地平線の向こうから顔を出した太陽の光を浴びながら拓人は長々とため息をついた。

「眠らなかったか」

　魔法使いの声に振り返る。

　彼女は地面に穿うがたれた直径一メートル程の孔あなから這い出てくる処だった。孔は斜めに開いており、底には体を伸ばして眠る程度の空間は確保されている。木陰もないこの荒野で休む為に、魔法使いが魔法で作り上げた『塹ざん壕ごう』であった。

「ドラゴンにまで同情するか。度どし難がたいアホウよな」

　と魔法使いは苦笑する。

「違いますよ」

　少し憔しよう悴すいした表情で拓人は言った。

「ドラゴンに同情したんじゃありません。子供に同情したんです」

「……なるほど」

　老婆は頷いた。

「で――結論は出たか？」

「それなんですが」

　拓人は眼を細めて地平線の方を眺めながら言った。

「『決められている』と言いましたね」

「――うん？」

「『人間はドラゴンに勝てない』と決められている――そう言いましたね？」

「言ったな。それがどうした？」

「決められている――誰に？」

「……はあ？」

　困惑の表情を浮かべて言葉を詰まらせる魔法使い。

「誰にと言われれば、それは――」

「それを変える事はできないんですか？」

「何だって？」

「相克を、摂理を、変える事はできないのかと尋ねているんです。『決められた』ものであるのならばそれを変える事だってできるとは思いませんか？」

　拓人の言葉につかの間だが魔法使いは絶句し――

「何を言っているのだ、貴様は？」

　呻く様に言った。

「何かを捨てて何かを採る。何かを得る為に何かを潰つぶす。そういう選択肢しかない事が僕にはどうにも我慢ならないんですよ」

「……馬鹿か貴様は」

　魔法使いは吐き捨てる様に言った。

「少しは見所があると思ったが。ただの夢見がちな愚か者か。良いか？　何かを得る為には何かを失わねばならん。そんな事もわからないのか？」

「誰がそう決めましたか？」

「…………」

「本当にそれしかないんでしょうか？　決められたルールの中で予あらかじめ用意された選択肢の中からのみ未来を選ばなければならないものですか――本当に？」

　拓人は熱に浮かされた様に言葉を紡つむぐ。

　おかしな事を言っているという自覚はあった。

　今はそんな抽象概念を論じている場合ではない。それはわかっている。わかっているのだが――何故か止められない。

「ぎりぎりまで考えさせてください。どの選択肢を選ぶかではなく――そもそもこのルールと選択肢が本当に妥だ当とうで正しいものかどうか。他に選択肢はないのか。ない場合に自ら新たに作る事はできないか。それともそもそもこのルール自体を変える事ができないか」

「…………我が儘だな」

　呟く様に魔法使いは言った。

「そうかもしれない」

　拓人は苦笑する。

「でも自分達の枠を自ら決めてしまうのは――可能性の放ほう棄きでしかない！」

　そうだ。

　何者にもなれない自分。

　つまらない自分。

　本当にそうか？

『自分はそういう者』だと勝手に頭から思いこんでいただけではないか？　全てを疑ったか？　信じるものは他にないのか？　やれるべき事は本当に全てやり尽くしたか？　それをしないままに自分は悩む振りをして可能性の追求をさぼっていただけではないのか？

　自分の事だ。

　自分で決めて良い事だ。

　他人に決めて貰った中で動き回る者に、本当の自分の人生は送れない。決められた枠の中で選択をするのも良い。だが好みの選択肢がないのであれば自分が新たに創り出す事も許されるのではないのか？

　ならば――

「時間は限られてるかもしれないけど、もう一度よく考えましょう！　貴女には知識がある。僕には貴女が囚とらわれている常識を疑える姿勢がある。ひょっとしたら――」

　さすがにその後に続くべき言葉は拓人も言うのを躊躇った。

　あまりにも幼よう稚ちな考えだと思ったのだ。

『誰もが不幸にならずに済む選択肢があるかもしれない』――などと考えるのは。

　しかしそれでも……

「…………」

　魔法使いはしばし拓人を見つめ――

「うむ――よく言った」

　それまでとは似ても似つかない声でそう言った。

　枯れた老人の声ではなく女性の声ですらなく――透き通った少年聖歌隊の如き清せい冽れつな声音が響く。

「まずは合格か」

「――え？」

　意味がわからず呆然とその場に立ち尽くす拓人。

　次の瞬間――彼の視界はいきなり溶解した。
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　変化は一瞬の事だった。

　ぐずぐずに溶け崩れていた光景が、まるでフィルムを逆回しするかの様に、するすると形と意味を取り戻し、再びあのクレープ屋のいる公園の光景を再構築する。

　拓人は――そしてそこに立つ自分に気付いた。

「……!?」

　慌てて周囲を見回すと、鈴穂は先程と変わらず彼の側にいる。銀髪の美しい店員も微笑を浮かべたままそこにいる。

　元通りの世界。

　彼が慣れ親しんだ常識的な領域。

　ではあのドラゴンや魔法使いの老婆や燃える村は――全ては白はく日じつ夢むだったのか？

「――いいや」

　内心を見透かしてくるかの様な声に振り返った拓人は思わず硬直した。

　そこにあの魔法使いの老婆が立って笑っていたからだ。

「あれは幻影だったかもしれんが。しかし一つの真実を測る為のものだった」

　老婆が自分の着ている衣装を引っ張ると、それはばさりとマントの様に広がって拓人の視界から老婆を隠す。滑なめらかにうねる布の壁の向こうから楽しげな声が聞こえてきた。

「あれはテストさ。君に対するね」

　布が収まった時。

　そこには一人の少年が立っていた。

　金髪碧へき眼がんの美しい少年である。年齢は拓人よりも幾つか下で、幼いとも言うべき容姿であるのだが――何処かその物腰には老ろう練れんな大人の風格らしきものが備わっている。そのちぐはぐとも言うべき雰囲気が独特の存在感を少年に与えていた。












『あの。どうでしたか？』

　鈴穂が恐る恐るといった様子でノートを示す。

「うむ。とりあえずは見事と言っておこう」

　金髪の少年は鷹おう揚ように頷いた。

「霊視せねば見る事のできないメニューを一瞬とはいえ読んだ事、自動人形たるユニアの存在について違和感を感じ取った事、以上の点から能力的な資質としては問題はない。

　また――土ど壇たん場ばにおいて、常識の枷かせの中で最良の選択を選ぶのではなく、常識を認めた上でそれを疑い、更にはルールに従うのではなく、それを定める側に回ろうとした気き概がいと価値観も天あつ晴ぱれと言える」

「えっと。あの、一体何を――？」

　拓人は――混乱の中でただそれだけをようやく口にした。

　この連中は一体何者で……何の話をしているのか。どうしてこんな怪しい連中と鈴穂が顔見知りの様に喋しやべっているのか――

　だが金髪の少年は拓人の問い掛けを無視して言った。

「なればこそ――羽瀬川拓人。資格者よ。我等は今一度君に問おう」

　少年が右手を振る。

　その瞬間――今度は世界の色彩が反転した。

　一瞬、拓人は自分の目がおかしくなったのかと思った。

　極めて常識的な反応ではある。自分の周囲の光景が写真のネガの如く色彩を反転させてしまったからといって、実際に世界の色が変わったと考えるよりは、自分の目の異常を疑う方が可能性としては無難ではある。

　黄たそ昏がれ色に染まっていた世界は形だけそのままに全く違う様相を示していた。

　夕暮れ時の気怠い明るさは曖昧な闇へと変化し、抜ける様に高い空はそのまま頭上を覆う天蓋と化す。だがその空気はひどく透明で圧迫感を感じない。暗くなったのではなく文字通りに色彩が完全にひっくり返ったのだ。

　そして――

　全ての色彩が逆転したその世界の中で、拓人、鈴穂、そして金髪の少年とクレープ屋の店員だけが元の色彩を保っていた。

「な――なんだこれっ!?」

　当然だが狼ろう狽ばいする拓人。

「シフト・ポータルを開いたのだ」

　金髪の少年はさも当然といった口調で言った。

　そればかりか――

「そう大層な魔法ではない。きちんと研けん鑽さんを積めば君にも可能になるだろう」

　さらりとそんな事をその少年は言った。

「魔法……!?」

　拓人は改めて周囲を見回す。

　世界は色彩を逆転させたまま凍り付いていた。

　拓人達以外、視界の中で他に動くものはない。

　拓人達を除く全てが停止している。それも単純に動くものの姿が見えないという様な状態ではない。ビデオのストップモーション、あるいは写真の中の情景と言えば雰囲気が近いだろうか。ただそこに止まっているのではなく『固定』されたかの様な――そんな不自然さがあった。

　まるで今まで拓人がいたのが芝居の舞台の上で、見えていた風景が全て書き割り――背景画であったかの様に、拓人達とクレープ屋の屋台だけが現実的な色彩と立体感を残して存在していた。

『ずっと思ってた』

　ひどく不自然な世界の真ん中で鈴穂がそんな事を書いてくる。

『タクちゃんには才能があるって』

「才能――？」

　何の才能か。

　それはまさか――

「無論――」

　少年が微笑を――非常に美しく穏やかで、しかし何処か超然と全てを空の彼方から見下ろすかの如き、人間離れした笑顔を――浮かべながら言った。

「魔法のさ」

　次の瞬間――鈴穂やクレープ屋の娘の向こうに見えていた風景に亀き裂れつが入った。

　世界の真ん中にぴしりと斜めに走った一線が、次の瞬間には無数の枝を分岐させ、無限に亀裂の線が広がってゆく。それは瞬またたく間に視界の全てを覆い尽くし――

「――!!」

　それは――後にして思えば、拓人の平凡すぎる日常に入った亀裂でもあったのだろう。

　風景が砕け散った。

　まるで背景画を描き込んだ硝子ガラスが割れるかの様に、色彩が逆転した世界は無数の断片となって崩壊してゆく。そしてきらきらと輝きながら舞い落ちる破片の向こうに、新たな風景が――元通りの色彩の、しかし全く見慣れぬ建物の威い容ようが出現した。

　奇妙な、そして巨大な建物だ。

　見上げるほどの高さと、首を巡めぐらさねば視界に収まりきらない広がりがある。前に新宿に行った時に、すぐ側から見上げる東京都庁の高さに圧倒された事があるが……あれに等しい。だが都庁は単に『高い』だけだ。この建物と同じ迫力を醸かもし出そうとするのならば、都庁と同じだけの建物を横に二十は並べる必要があるだろう。

　しかもその形状は拓人が今まで見たどんな建物とも違った。

　不完全であるのを承知で敢えてその形状を何かに喩たとえるのなら、それはやはり中世ヨーロッパの城だろう。だがその壁面は石や煉瓦ではなく、材質不明の白く滑らかなもので構成されている。細部も見ればかなり現代的な意い匠しようを取り入れられており、何というか――現代の技術でそのまま中世の城を建造するとこうなる、と言わんばかりの雰囲気があった。

　異様ではあるが、それにはある種の前衛建築の様な不安定さは見受けられない。それは確固たる実用的な建物としての存在感と、それが故の重厚さを漂わせながら拓人の視界ほとんどを埋めてそこにあった。

　そしてその真ん中。

　これこそ中世の城かと見み紛まがうかの様な重厚な作りの門がある。

　巨大な円柱とそれに支えられたやはり巨大な扉。柱には細かな装飾彫刻がびっしりと施されており、青銅製と思しき両開きの型の門もん扉ぴには、これまた巨大で厳いかめしい『顔』がまるで生きているかの様な精せい緻ちさで浮き彫りに刻まれていた。

　これは果たして現実か。

『タクちゃん』

　鈴穂が微笑んでいる。

　何処か恥ずかしげに――けれど誇らしく。

『信じてた。魔法使い――タクちゃんには魔法使いの才能があるって』

「魔法――使い……!?」

　そして。

「ようこそ羽瀬川拓人」

　鋼鉄が軋きしんでいるかの様な声が言う。

　愕然と視線を鈴穂の向こう側に飛ばす拓人。

　そこにあるものを見て……彼はとうとう自分の正気を疑わざるを得なくなった。

　喋っている。

　門が――喋っている。

　巨大な門扉の表面一杯に施された彫刻の顔が、その青銅製の眼を拓人に向け、青銅製の唇を動かしながら語りかけてくるのだ。

（そんな――馬鹿な――）

「我等は見果てぬ夢の探求者」

　金髪の少年は謡うたう様に言った。

　門扉の顔が重々しい口調でその言葉の後を継ぐ。

「我等は常識の埒らち外がいにて礎いしずえの小石を積み上げ、天にも届かせんとする学徒」

　更にクレープ屋の店員を演じていた娘が言葉を継ぐ。

「条理常識という名の軛くびきより自らを解き放つもの」

「目指すは――万能無限！」

　少年が両手を広げて言った。

　まるでその腕に世界を包み込もうとするかの如く。

「もし汝なんじに潰ついえぬ希望と終わりなき真実の追究に身を捧げる覚悟あらば、我等の輩ともがらとなりし決意あらば――」

　青銅の巨大な顔面は言った。

「我を越えよ」

　それが一つの決断を迫る言葉であるという事は拓人にもわかった。

　しかも――

（――どうかしてる）

　そんな風にも思う。

　普通の人間ならばまず困惑するだろう。そして躊ちゆう躇ちよするだろう。そもそもまだそれが現実の事かどうかにさえ疑念を棄すてきれないだろう。たとえこれが現実だとしても、こんなにいかがわしい話はない。まともな神経ならさっさと背を向けるべきだろう。

　しかし――

（まったく――どうかしてる。僕はいかれてるのかもしれない――）

　――それでも。

　逡巡は一瞬だった。

　心の何処かで誰かが叫んでいる。

　これだ。これが求め続けていたもの。自分を緩かん慢まんな壊え死しから救い出してくれるもの。今まで出口もなく燻くすぶり続けてきた自分の熱意を注ぐ事のできる器。

　それは直感だった。

　そしてそれが正しいという確信も――根拠などまるでない癖に――確かにあった。

　後になって思えばそれはある種の魔法でも心に掛けられていたのかもしれない。あるいは、彼の中に閉じこめられていた『才能』がようやく見つけた自分の出口を逃すまいと騒いだのかもしれない。

　何にしても――拓人は興奮している自分を知った。

　どきどきする。わくわくする。久しく忘れていたはずの――激しい気持ち。

　それが自分の中に残っていたのを彼は実感する。

　だからこそ――

「この門をくぐるかどうかは君次第だ。我等は強要しない。君が望めば今見た事を全て君の記憶から消して、なかった事にもできる」

　少年が言う。

「何なら時間的な猶ゆう予よを与えても良い。説明しろと言うのならばいくらでもする。君の要望には可能な限り応じよう。君が望むならこの〈学園〉に身を置く先輩として助言もしよう。だが――たった一つ。これだけはどうしようもない」

　少年は指先を拓人の眉間にぴたりと据えて言った。

「決めるのは、君の意志。君が考え、君が決める。これだけは曲げられない――誰にも。それができないのなら君はこの門をくぐる資格はない」

「然しかり！」

　頷くかの様に、そう言う門扉。

　その『顔』にぴしりと一本の線が走った。

　正せい中ちゆう線せん――額ひたいから顎あごに掛けて真っ直ぐ顔の真ん中に引かれたその直線に従って、『顔』はゆっくりと左右に分割され、門扉は轟ごう音おんと共に左右に開いてゆく。

　開かれた門の向こうには、巨大な建物へと向かう一本の道があった。

　それは新たな道へと繋がる始まりの門ポータル。

「僕は……俺は――……」

　拓人は意外に平静な自分に驚いた。

　慌てたのは最初だけだ。門が開ききる頃には何故か彼は微み塵じんの動どう揺ようも感じない様になっていた。単に訳のわからない出来事が続いて、感覚が麻痺しているだけだったのかもしれないが――

　そして。

「…………」

　拓人は言葉もなく、しかし何よりも明確な意志を感じさせる確かな足取りで、門に向かって一歩を踏みだした。















　第二話　犯罪なんですけど。
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　光が在あればそこには必ず影も生じる。

　喧けん噪そうと陽よう光こうに満ちて賑にぎわう昼の繁はん華か街がいにも、当然の如ごとくそうした影の部分が――薄暗く空気の澱よどんだ様な一いつ郭かくというものが随ずい所しよに存在する。表の側が華やかであればある程にその影となる裏側の部分との間には大きな落差が生じ――何ど処こか不自然に見える程の静寂と薄闇をわだかまらせるものだ。

　其そ処こもそうした場所の一つであった。

　典てん型けい的てきな『裏路地』。建物と建物の間かん隙げきに生じる灰色の狭きよう隘あいな空間。表に出しては何かと見栄えの悪い様々なもの――ゴミ箱だのエアコンの室外機だの余剰商品の段ボール箱だの――が雑多に置かれているが、其処そのものとしては何の意味も目的も与えられてはいない場所。単なる空くう隙げき。表が在るが故ゆえにこそ存在する――ただそれだけの裏。

　普通の人間なら通り過ぎる事はあってもわざわざ長居する様な場所ではない。

　そんな処ところに――

「…………」

　何をするでもなく男達は先程からずっと建物の壁を背にして立っている。

　それが『仕事』の一部だからだ。此こ処こで『商品』の受け渡しを行って初めて彼等の仕事は成立する。その為に取引相手を待っているのだ。その点に関しては普通の商売と何ら違いはない。

　ただ違うのは――この取引が人ひと目めに付くのを相手が嫌ったという事である。

　取引相手の出した条件はただ『秘ひ密みつ裏りに』の一点のみ。他の事柄に関してはほぼ男達の要求がそのまま通った。利益に至っては破格を通り越して不条理な程だ。だからこそ男達はわざわざ自動販売機の一台もない様なこの裏路地で、もう一時間近くも取引相手を待っているのである。

　しかし……

「――なあ兄貴」

　ふと……ひょろりと背の高い方が隣に立つ小こ柄がらで小太りな方に声を掛けた。

「なんだよ？」

　相方は顔をしかめて不機嫌そうに応じる。

　ちなみに背の高い方が名を佐さ藤とう太た郎ろうといい『兄貴』と呼ばれた小柄な方が鈴すず木き一いち郎ろうという。共にまるで偽名か記名サンプルの様な名前だが、一応は本名だ。もっとも本人達は自分達の実名を『クールじゃない』との理由であまり快くは思っておらず、滅多な事では互いの名前を呼ばないが。

　まあそれはともかく――

「やっぱ……ヤバくねえ？」

「何だよ。何を今更ビビってんだよ。別にそう大層な事でもねえだろ」

　鈴木は平手で自分達の傍かたわらにあるものを――黒い旅行用のトランクケースを叩いた。

　トランクケースは全部で二つ。鈴木達が一つずつ運んできたものだ。

　中には取引相手から注文のあった品がとても丁てい寧ねいに――それはもう神経質な位に――梱こん包ぽうされて詰まっている。渡されたリストの全てを揃そろえるには少々手間取ったが、報酬の額を思えば苦労と呼ぶ程の事でもなかろう。

　ただ……

「いや、だけど――やっぱ変だよ、あいつ」

　佐藤が不安の表情を露あらわにして言う。

　実のところ、彼がこの『仕事』の取引相手に関する不審を訴えるのはこれが初めてではない。既すでに取引としては今回で四度目であるが――最初から彼はあまり乗り気ではなかったのだ。呑のん気きにこなすにはこの仕事は不明な点も多すぎたし、報酬も破格に過ぎた。そもそも彼等は取引相手の素す性じようすら知らないのだ。これでは安心のしようがない。

　しかし――

「わかってるよ」

　苛いら立だたしげに鈴木はポケットから煙草を取り出すと口にくわえる。

「でも美味しいだろ。相場の十倍だぞ十倍」

　半年前までは『ゴールデンバット』だった銘めい柄がらは今や『ラーク』に代わり、火を付けるのも百円ライターではなくビンテージもののＺＩＰＰＯである。飲む酒も食べる飯も、入る店ごとランクが二つ三つ上になった。この『商売』のお陰かげで彼らの生活水準が底上げされたのは間違いのない事実だった。

「そりゃそうだけどさあ」

　そう佐藤が言った――その時。

　……ばしっ！

　何かが弾はじける鋭い音が路地裏に響いた。

「…………!?」

　鈴木達が振り返る。

　そこに奇妙な現象が発生していた。

　細く青白い光が――稲妻が、空中のある一点を中心として何本も放射状に放散されているのだ。電光の蛇へび達は建物の外壁やアスファルトの地面を這い回り、時とき折おり、路面に棄すてられた小さなゴミやマンホールの蓋ふた、あるいは壁に付着している配管に触れては火花を飛び散らせた。

　じじじ……と空電雑音ノイズの様な音を立てながら電光の群れがひとしきり周囲を調べる様に蠢うごめくと、次の瞬間――その中心部が爆発的に膨ふくらむ。

　空気を押し退のけて出現する球状の黒い空間。

　空間の表面には何やら文字の様な紋様が大量に浮かんでおり、それらはめまぐるしく相互に位置を変えながら球状空間の表面を動いている――

「あ……兄貴」

　呆然とした声を漏もらす佐藤。

　驚愕に緩みきった鈴木の唇からぽとりと煙草が落ちる。口を半開きにしたままその現象を眺める事約五秒――ようやく鈴木は呻うめく様な声で相棒に応じた。

「……なんだよ」

「お、俺、こういうの映画で見た事あるぜ……あれは……きっとあの中にゃ……未来から来たロボットとかが入ってるんだ……！」

「最近のドラ●もんはこんな風に出てくるのか!?」

「兄貴にとって未来から来たロボットってそれしかねえのかよ!?」

　――などと。

　若じやつ干かん本筋からずれた話をしている鈴木達二人の目の前で、球状空間はゆっくりと着地。やがて電光も収まり、球状空間の紋様も溶ける様にして虚こ空くうへ消えていった。

　そして――

「…………」

　ゆっくりと球状空間の中にいたものが身を起こした。

　黒いローブを身に纏まとった――厳密に言えばローブというよりも大きな黒布を適当に上から被かぶって、脱げない様に最小限の金具で留めてあるだけの様な、ひどくぞんざいな代しろ物ものである――人影。

　黒布の下から垣かい間ま見えるのは白く美しい少女の顔である。

　金髪碧へき眼がんに加え、見るからに異国情じよう緒ちよを備えたその顔立ちに鈴木達は見覚えがあった。

「あ――あんた……」

「……驚かせてすまぬな」

　少女は……何処かイントネーションが狂ってはいるが、明確な発音で言った。

　この人物こそが鈴木達の取引相手である。

　これまでにも何度か顔を合わせているので間違いがない。更に言えば良くも悪くも一度見ればまず忘れ様のない容姿と雰囲気を備えている人物でもあった。

　ただし――今まではこんな奇妙な出現の仕方などせず、普通に歩いて路地裏に入ってきた。無論、佐藤が言う様に、色々と変な言動がそれまでにもあったのは確かだが――二人は「奇術の一種だろう」と勝手に納得していたのだ。

　しかし――

「ちと追っ手がしつこくてな。咄とつ嗟さに此処に空間転移してしまった」

「…………」

　鈴木達は無言。

『追っ手』だの『空間転移』だのと微妙に聞き捨てならない単語があるが、それ以前にこの奇怪な出現方法も全くの謎で――何処から何を聞けば良いのか、鈴木達には見当がつかなかったのである。

「だが安心しろ。取引に変更はない」

　少女が黒布の下から――どう考えてもその中にあったとは思えないのだが――男達のものと同じ形のトランクケースを二つ、ずるりと押し出す。その際にちらりと布の下が見えて、驚いた事に一糸まとわぬ少女の裸体が見えたりしたのだが――無論、鈴木達にはそれを喜んでいる様な余裕などあるはずもなかった。

「寄よ越こせ」

　少女に言われるままに、鈴木達はぎくしゃくと動いてトランクケースを押し出す。

　キャスター付きの旅行鞄かばんはごろごろと音を立てながら滑っていき――わずかに開かれた少女の黒布の隙すき間まに消えた。

　やはり少女の小柄な体たい軀くの下には到底隠せそうにないのだが、文字通りに消滅したかの様に少女と黒布の織りなす輪郭シルエツトに変化はない。

「次のリストは報酬と共に鞄の中に入っている」

「……わ……わかった」

　鈴木達はかくかくと頷うなずく。頷くしかなかった。

　最も早はや、この少女の所業が奇術だの手品だのでは説明がつかない代物である事に、二人とも気付いていたからだ。

「――では」

　少女は言うと――たん、と足音も軽く地を蹴った。

　まるで特撮映画でも見ているかの様に、少女の身体は十数メートルを一気に浮上、路地裏を構成しているビルの壁面を蹴って更に上昇し、その屋上の方へと消えていった。

　やはりどう考えても人間に可能な技ではない。

「…………兄貴」

　少女の消えた頭上を馬鹿みたいにぽかんと口を開けたまま見上げながら――佐藤がぽつりと言う。

「やっぱヤバくねえ？」

「…………かもな」

　鈴木は呻く様に言い――

「でも今更『もう止やめたいです』つって聞いてくれると思うか？」

「…………」

　二人は引きつった顔で長々と溜め息をついた。
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　榮えい太た郎ろうは走っていた。




　ぱっぱっぱーらぱー　ぱーぱー

　ぱっぱっぱーらぱー　ぱーぱー




　脇目もふらずに全力疾しつ走そうしていた。

　佐さ久く間ま榮太郎。

〈学園〉に所属する魔法使い――生徒・教師を問わず――の中でも屈指の実力を持つとされる達人アデプト級魔法使いであるにもかかわらず、準教師という生徒とも教師ともつかない様な曖あい昧まいな立場に留まり続ける変人。一般社会から見れば変人の集団でしかないこの魔法使い達の園――〈学園マジシヤンズ・アカデミイ〉の中にありながら、しばしば「あいつだけはわからん」と評されるキング・オブ・変人。

　それが佐久間榮太郎である。

　一見すれば黒い教師職服の似合う長身痩そう軀くに、黒髪黒瞳の端たん整せいな顔立ちと、美青年の条件を一通り備えている容姿なのだが、何処かネジが一本抜けているというか、妙に緩んだ雰囲気を漂わせていて二枚目になりきれていない人物でもある。まあ彼の場合はそれが愛あい嬌きようになっていたりするのだが。

　で――




　ぱらっぱらっぱらっぱっぱ　ぱらっぱらっぱらっぱっぱ

　ぱらっぱらっぱらっぱっぱ　ぱらっぱぱらっぱぱ！




　繰り返すが榮太郎は走っていた。

　しかも今日はいつもの教師職服ではなく、デニムシャツにブルージーンズというラフな格好である。もっとも――榮太郎が妙な格好をするのは別に珍しくないので、一般常識に照らし合わせれば今日はむしろ随分とまともに見える。

　ただ……




　ちゃらちゃー　ちゃちゃちゃー　ちゃーららー　ちゃちゃらちゃーらちゃー

　ちゃらちゃー　ちゃちゃちゃー　ちゃーららー　ちゃちゃらちゃーらちゃー




　何な故ぜ彼が〈学園〉の敷地内を疾走しているのかは全くの謎だった。

　彼位の魔法使いともなれば、シフト・ポータルを構築するなり何なりして瞬間移動もできるはずだ。急ぎの用ならばそれを使えば良いのである。わざわざ〈学園〉の中を――他人に衝突する危険を冒おかして――全力疾走する意味がどうにも見あたらない。

　しかも――




　ちゃーらーちゃ　ちゃちゃちゃちゃーらちゃー　ちゃーらーちゃ　ちゃちゃちゃちゃーらちゃー




　音楽付きで走る意味となると全く不明だ。

　しかもこの音楽がまた微妙に古臭い。

　原音と区別がつかない様な音を再生できる高性能シンセサイザーが当たり前のこの時代に、いかにも『合成しました！』と言わんばかりにレトロな電子オルガン系の音と、後は管楽器の組み合わせである。ノリの良い曲なので聴いていて不愉快という訳ではない――むしろ格好の良い曲ではあるのだが。

　ちなみに……音楽は彼の後方から聞こえてくる。

　音楽は今時何処に売っているのかと思える様な古臭いラジカセから発せられており、それを保持しつつ榮太郎に追つい随ずいして走っているのは――何故かメイドさんであった。

　榮太郎と同じく黒髪黒瞳で――ついでに黒獣耳と黒尻尾の持ち主である。

　もっとも人間と外見上異なるのは耳と尻尾のみだ。暗色のメイド服と白い肌の組み合わせがあまりに鮮やかで――見れば同性ですら一瞬どきりとさせられる様な美しい娘だった。

　榮太郎の使い魔エーネウス・ザ・バージェストである。




　ぱらっぱらっぱーらー

　ぱらっぱらっぱーらー




　エーネウスは見るからに嫌そうにその美しい顔を歪ゆがめながら――しかし榮太郎の言いつけなのか、律りち儀ぎに両手でラジカセを保持したまま榮太郎の後ろを走っている。両手両足を大きく振って見るからに全力疾走の榮太郎に対して、こちらは格好のせいか、表情のせいか、そんなに速く走っている様には見えないのだが……それでも榮太郎との距離を一定に保ったまま、エーネウスはするすると落ち着いた姿勢で走って行く。

　全力疾走するジーパン姿の青年と、ラジカセ持ってその後を追うメイドさん。

　さすがの〈学園〉においてもこれは少々異様と言うか奇妙と言うかあるいはシュールと言うか――まあそんな様な光景であった。

「…………？」

〈学園〉の者達――人間は元より魔族とか天使とか妖怪とか自動人形とか、なんだか訳のわからないものもいる――はいずれも「何事か」と眼を丸くして、走る榮太郎を眺めるが、すぐに興味を失った様子で視線を逸そらす。

　榮太郎の奇行にいちいち驚いていたら――そして「何をしてるのか」などと聞こうものなら、身が保もたない事を誰もがよく知っているからだ。

　とはいえ――

「あ……先輩？」

　生しよう来らいの人の善さからか、そういう経験則がなかなか活いきない哀れな者もいる。

〈学園〉生徒である見習い魔法使い――羽は瀬せ川がわ拓たく人とはそんな人間の典型だった。

　即すなわち――

「な……何をやってんですか？」

　と声を掛けてしまったのだ。愚かにも。

　その瞬間――

「――むむっ？」

　榮太郎は拓人に気付いて急制動。

　だが当然ながら全力疾走によって生じていた慣性の法則は彼の意に反してその身体を推おす訳で。結果的に榮太郎は物もの凄すごい勢いで――まるで、足の裏に横向きのローラーでもついてんじゃねえのか？　というよーな勢いで横滑りを起こしつつ数メートルを移動。でもってそこでバランスを崩くずして転倒。だが無情にも慣性の法則は容よう赦しやせず作用し……転倒の姿勢のまま榮太郎は土煙の尾を引きつつ滑っていき――

　どがん。

　と廊下の突き当たりにある壁にめり込んで止まった。

　更にその数センチ手前に、こちらは綺き麗れいに制動をかけたエーネウスが立ち止まる。

「せ……先輩？」

　呆然としながらも声を掛ける拓人。

　彼の視線の先で榮太郎は幽ゆう鬼きの様にゆらりと立ち上がり――

「…………ぐはっ」

　いきなり吐と血けつ。

　胸元と両手を濡らした自分の紅い体液を眺めながら彼は叫んだ。

「なんじゃこりゃあ！」

「……あの。先輩、大丈夫ですか？」

　恐る恐る歩み寄って尋たずねる拓人。

　普段からいらん事を言ったりしてはエーネウスにどつかれまくって流血沙ざ汰たなど日常茶飯事の彼ではあるが、さすがに今彼が口から吐いた量は尋じん常じようではない。

「ひょっとして声掛けたらまずかったのかな……」

　そこそこに整った――だがそれだけに特徴にも乏とぼしい――顔を不安げな表情で覆いつつ、拓人は榮太郎に歩み寄った。

　容姿としても性格としても平凡の極みである処の羽瀬川拓人・彼の最大の特徴が、この人の善さだ。言動から顔つきにまでそれは明確に滲にじみ出ているのである。自分が声を掛けたせいで榮太郎が転んだのはタイミング的に明白なので――そもそも〈学園〉の敷地内で処構かまわず全力疾走なんぞして回る方も悪いのだが――拓人の頭上にはかなりの罪悪感がのしかかっていた。

　しかし――

「おお。拓人」

　上半身を真っ赤に染めながら榮太郎はへらへらといつもの軽薄な笑顔を返してきた。

「いや『おお。拓人』じゃなくて――大丈夫ですか？」

「――何が？」

「いや。何がって。随分と血が出てますよ」

「心配無用。血ち糊のりだ」

　榮太郎は平然と言った。

「――はあ？」

「やっぱこれは押さえておかんとな。エレベーターにがっこんがっこん挟まれて――てな死に方も定番と言えば定番だが」

「……訳わかんないんですけど」

　拓人は呻く様に言った。

　榮太郎の言動が意味不明なのは今日に限った事ではないのだが、今日は何というか――当社比三割増というか、普段にも増して変である。

「そもそも何をそんなに急いでたんです？　なんか変な音楽まで掛けて……」

「な……なにいっ!?」

　愕然として――榮太郎は大きくよろめいた。

　どうも壁に激突した事よりも今の拓人の台詞の方が遙かにダメージがでかいらしい。

「拓人……まさか貴様これが何かわからないのか？」

「全然わかりませんけど……」

　一体何が『これ』なのかも良くわからない。

　音楽の事なのか全力疾走の事なのか。吐血の事なのか。あるいはデニムシャツにジーパンという格好なのか。その全部ではあるのかもしれないが。

「なんたることっ!!」

　喚わめいて榮太郎は天を仰ぎ――そして物凄い勢いで視線を拓人に戻すと指が食い込むかの様な力で彼の両肩を摑つかんだ。

「男なら……漢おとこならば一度はジーパンはいて全力疾走するもんだろ!?　『太陽にほえろ！』に憧れて!!」

　力説する榮太郎。

　拓人は――不思議そうに眼を瞬まばたかせて言った。

「……なんです、それ？」

「ぐわあああああああああああああああああああああああっ!?」

　榮太郎は拓人から両手を話して悶もん絶ぜつした。

　いつも飄ひよう々ひようとしている彼がこうまで錯さく乱らんした姿を晒さらすのも珍しいといえば珍しい。

「駄目だこいつうううううううううううううううううううっ!!」

「――御主人様」

　地面の上で左右にごろごろと転がる榮太郎を冷ややかに見据えながらラジカセの音楽を止めるエーネウス。

「国産刑事ドラマ『太陽にほえろ！』が放映されていたのは昭和四十七年七月から六十一年十一月までです。残念ながら最終回放映の時点で拓人さんは未まだ生まれてません」

「おのれ時間の流れえっ!!」

　榮太郎は空に向かって喚き――それからいきなり起きあがって正座すると、壁かべ際ぎわを向いてしくしくと泣き始めた。

「……俺の……俺の青春だったのに……」

「……前から気になってたんですが」

　拓人は呻く様な口調で言った。

「先輩――幾つなんです？」

「心はいつも十五歳さ」

「いや……そうじゃなくて」

「聞くな。聞いた者は死ぬ」

「…………」

　まあ聞いて欲しくないんだろうな――と判断した拓人は質問を変えた。

「それはともかくその――『太陽になんたら』がどうかしたんですか？」

「いや――ちとややこしい用事を頼まれたもんでな」

　榮太郎はポケットから取り出したハンカチで血を拭ぬぐいながら――恐らくは魔法が掛けられた品なのだろう、軽く触れただけで消しゴムで消すかの様に血の色が綺麗に消えていく――言った。

「気分を盛り上げようと先まず形から入ったのだよ」

　と榮太郎。

　既に彼の様子はいつもの飄々としたものに戻っている。恐ろしく気分の切り替えが早いのか、単に鶏並に物忘れが酷ひどいだけなのかは定かではないが。

「形からって――」

「『太陽にほえろ！』のオープニング映像では若手の刑事が延々と街中を走る光景が続くんだが、これが格好良くてなあ」

「それを真似してたと？」

　どうもラジカセの音楽はそのオープニング曲らしい。

「うむ。まあそれはともかく――」

　頷いてから榮太郎は何か思い付いた様子で拓人の肩に右手を載のせてきた。

「ここで出会ったのも何かの縁だ。人手も不足気味だからな。拓人――手伝え。決定」

　いきなりそんな事を決め付けてくる榮太郎。

　拓人は困惑に眼を瞬かせながら尋ねた――愚かにも。

「手伝えって――何をです？」

「決まってるだろ」

　にやりと榮太郎は笑う。

「刑事のコスプレしてやる事といったら唯ただ一つ――犯罪捜査さ」
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　場所は移って――秋葉原。

　言わずとしれた東京最大の電気屋街である。

　異様な位の密度で電気関係の店が軒のきを連ねており、決して無法地帯という訳ではないのだが何処か『混こん沌とん』の言葉がしっくり来る街並みだ。何しろ一流メーカーの電化製品だの有名映画のＤＶＤだのを売っている店のすぐ横で、素す性じようも形式も怪しい部品を売っている店があったり、更には閉店した店のシャッターの前にビニールシートを敷いて見るからに『違法コピー』然としたソフトのＣＤを売っている人間がいたりする。

　客の興味を引こうと派手な看板を掲げ音楽を流し、あるいは呼び込みをしている店も多いが、その一方で「わかる奴だけ寄ってけ」と言わんばかりに、手書きの値札が貼られたガラクタ同然のものを店先に並べているだけの処もある。

　そんな中――

「――密輸？」

　のっけから聞き捨てならない言葉が出てきた。

　もっとも榮太郎の言葉が正しければ――『犯罪捜査』である以上は洒落しやれにならない単語の一つや二つは出てくるのも当然ではあったが。

「そう。密輸」

　車から降りて歩き出しながら榮太郎が言った。

『捜査』への協力要請を断りきれなかった拓人は、榮太郎の運転する車に乗せてもらってこの秋葉原へ――『現場』地域へと移動していた。

　ちなみに榮太郎程の魔法使いとなると何処に行くにも空間転移の『門』――シフト・ポータルを構築して瞬間移動できるはずなのだが、何故か今回はわざわざ車を持ち出してきてそれを運転している。

　それも――妙に旧ふるい感じの車である。車種は三世代程前のスカイライン。何故かダッシュボードには無線機やら何やらが取り付けてあってものものしい上に、ハンドルには『マシンＸ』と書かれていた。他にもダッシュボードの下部には『触るな危険・自爆ボタン』と書かれたプレートと共に『押せ！』と言わんばかりのボタンが一つ付いていたりする。

　拓人が物問いたげな視線を向けると榮太郎は「気分だよ気分」と強調していたが、何がどうなってどーゆー気分になるのか、拓人には全くの謎だった。

　それはともかく――

「なんでまたそんなものに……？」

　榮太郎と共に歩き出しながら拓人が尋ねる。

　基本的に〈学園〉の魔法使い達が一般社会の出来事に介入する事はまずない。

　一般社会と〈学園〉との両方に生活基盤を持つ拓人の様な者もいるので、全く俗ぞく世せと接触がない訳ではないのだが――少なくとも現代に隠れ住む魔法使い達は積極的に俗世の出来事にかかわろうとはしない。たとえそれが犯罪や戦争といった出来事でも、彼等はただ傍ぼう観かんするだけだ。自分達の介入が魔法使い達と一般人、双方に良い結果をもたらさないという事を〈学園〉は歴史から嫌という程に学んでいるからである。

　そもそも道義云うん々ぬんを論じれば魔法使い達とて他ひ人と様さまの事をとやかく言えた義理ではないのだ。倫理だの何だの――常識的な価値観の外側に成立するのが彼等の進むべき道なのだから。

「でも密輸の摘てき発はつって――そんなの警察の仕事でしょうに」

「普通の密輸じゃない。人間界と魔界の間の密輸だよ」

「……はあ？」

「魔界と人間界は別世界だからな。片方の世界にはごく当たり前にあるけど、もう片方にないものってのも色々ある訳だ。だが――大体そういうものを許可なく移動させると何かと騒動や問題が持ち上がるんでな。条約で禁止されてるってこった」

「いや、まあ条約に関しては知ってますけど」

「ただ、珍しいものには幾ら出しても欲しいって連中はいるからな。それをこっちからあっち、あっちからこっちへ動かすだけで大儲もうけさ」

「そうなんですか。でも……」

　言って――拓人は首を傾げた。

「そんなに珍しいものって欲しいですかね？」

「欲しくないか？」

「うーん……俺はあんまり」

　そんな彼のすぐ後ろでは――

「みゅ？　あれはなんであるか？　あれは？　あれは？」

　などとしきりに周囲の事物を珍しがりまくっている少女がいたりもするのだが。

　タナロット・アンサーティン。

　紅い髪に紅い瞳ひとみ。そして尖った耳。浅黒い肌の顔に浮かべた元気一杯の表情がよく似合う可愛らしい少女だ。年齢は一見十代半ば位に見えるがこれは全く『見た目だけ』で――実際には彼女は未いまだ一歳にも満たない赤ん坊である。見るもの見るものが珍しいのもまあ仕方ないのかもしれない。

　人間そっくりだが明らかに尋常の人間とは異なる部分をも持つ彼女は、拓人が〈学園〉の召喚実習において誤って『創り出して』しまった魔神である。神格値五千、魔力値十万という歩く核弾頭の様な少女でもあるのだが、召喚主――というより創造主である拓人に懐なつきまくっていて彼の側なら比較的安定している。この為に〈学園〉からの命令で拓人が同どう棲せい、もとい同居している相手でもあった。

　ちなみに――赤毛や紅瞳、尖り耳といった部分は榮太郎が幻惑の魔法を掛けているので、拓人達一行以外には、彼女の姿は普通の人間の女の子に見えているはずだった。もっともそれでも言動に落ち着きがなく、まして浅黒い肌と赤毛の外国人（に見えているらしい）のタナロットは基本的に目立つ存在ではあったが。

　んでもって――

『だからあれはＣＤ屋さん』『こら！　勝手に入らない！』『そこはゲーム屋さん』『齧かじったら駄目！』『それはパソコン』『それは冷蔵庫』『それは掃除機』『それはアダルトビデ……あわわ』――

　などと彼女の横で、喋しやべる代わりに忙しげにノートに文字を書き連ねているのは、拓人の従い姉と妹こ、羽瀬川鈴すず穂ほである。

　やや丸顔なのに加えて、三つ編みに眼鏡と見るからに『大人しい文学少女』然とした彼女だが、実際には『大人しい』どころの話ではなく、とある事件から、彼女は失しつ語ご症しようとなり――同時に対人恐怖症の様な症状を示す精せい神しん的てき疾しつ患かんを患わずらっていた。

　なんだかんだで随分と今はましになっており、拓人やタナロットといった『親しい知り合い』と一緒にいる場合は割合と平気な様だが……今でもなお一人ではあまり人の多い処には出歩けない様だ。

　二人とも拓人と榮太郎が出かけるというのでくっついて来た訳だが――

「この面めん子つ……あんまり犯罪捜査という感じではないのでは」

　苦笑を浮かべる拓人。

　だが相変わらずへらへらと笑いながら榮太郎は言った。

「まあまあ。人手は多い方がいい」

「その割にはエーネウスさん残してきて良かったんですか？」

「彼女は彼女で色々と忙しいからな。元々魔界の出だから、連絡役は彼女の方が通りが早い」

　と榮太郎。

　エーネウスは榮太郎の研究室に残って、今回の件で魔界側からの連絡があった場合に対処する手はずになっていた。

「ところで念の為に聞いておきますけど。危険はないんでしょうね？」

「……危険？　あるよ」

　あっさりと榮太郎は言った。

「先輩……」

「歩く核弾頭みたいな使い魔や、三日に一度は破壊兵器振り回す従姉妹と暮らしてる奴が何を言うかな。まあ――大丈夫だとは思うよ。おまえの場合は何かあっても彼女等が守ってくれるだろ」

「俺が聞いてるのは彼女等の安全の方なんですけど」

　確かにタナロットは核弾頭にも優まさる力を内包してはいるし、鈴穂にしてもリボンを解いて魔力を無限吸収する〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉としての能力を解放すれば、ほとんどの神族魔族を事実上無力化できる。

　とはいえ――それが彼女等の無敵や不滅を保証するものではない。

　現にタナロットは一度封印されかけている。まして鈴穂に至っては肉体的にはただの少女だ。油断している処を突かれれば傷つきもするし、場合によっては死にもする。

　だが――

「ま――その場合は俺が守るさ」

　あっさりと言い切って榮太郎はすたすたと歩いて行く。

「…………」

　彼の背中を――ある種の感慨の滲む視線で拓人は見つめる。

　何かの折にさらりと先の様な台詞を言ってしまえるのはやはり〈学園〉屈指の魔法使いであるという自覚と自負によるものだろう。普段は馬鹿をやりまくっている――でもって拓人もさんざんそのあおりを喰って迷惑を掛けられている――この青年を拓人が内心で尊敬しているのは、まさしくこういう部分からだ。弱い犬ほどよく吼えると言うが、まさしく彼の場合は必要な際にしか自らの実力も自信も表には出さない。本物の実力が備わっているからこそ、それを喧けん伝でんする必要がないのだろう。

　――いつかは自分もこういう魔法使いになりたい。

　拓人はそう思っている。

　それはさておき――

「で……具体的に何をするんですか？」

「怪しい奴を捜すのだ」

　と握り拳を固めて榮太郎。

　しかし――

「…………一杯いますけど」

　拓人は言った。

　何しろ此処は秋葉原である。『怪しい』の基準にもよるが普段から色々な意味で『怪しい』奴はごろごろしている。どう見ても違法コピー品と思おぼしきＤＶＤだのパソコンソフトだのを簡易の机に並べて路上で売っている連中から、ぎらぎらした眼でハアハアしながら美少女ゲームのポスターを見つめる連中まで。そもそも挙きよ動どう不ふ審しんというのなら拓人の後ろにいる二人も立派に挙動不審である。

「中でも一番怪しい奴を捜すのだ」

『あの……普通、犯罪者って怪しくない様に装うもんじゃありません？』

　と鈴穂がノートを差し出してくる。

　まあ確かに自分から目立とうとする犯罪者は愉快犯でもない限りいないだろうが。

「まあそうなんだがな。魔界側の関係者なんかはきちんと正規のルートでこっちに来ている連中じゃないから、かなりこっちの常識は怪しいし。ましてそれなりに知識を身に付けてても、実体験が伴わないと何処かちぐはぐな行動をするもんだろ」

「…………」「…………」

「――みゅ？」

　拓人と鈴穂に揃そろって注視され首を傾げるタナロット。

『つまりタナロットみたいなのを探せばいいって事ですか？』

「いや――まあ実は魔界側の関係者は探さなくていいんだけどな」

　肩を竦すくめて榮太郎が言った。

「はあ？」

「魔力値や神格値にもよるが、大物魔族だったりすると元々人間の手に余る相手の可能性もあるしな。魔界側の関係者は主に魔族達の方で捜査が進んでる。無論、俺達も余力があれば魔界側関係者の捜査も行うべきなんだが――優先順位としてはむしろ人間界の関係者を探し出して逮捕する事の方が上なんだよ」

「逮捕って――」

「いや。拘束とか拉ら致ち監かん禁きんって言うといまいち刑事ものっぽくないし」

「はあ……」

　曖昧に頷く拓人。

「まあ厳密に言えば――魔族神族は一部例外を除いて人間界には不干渉を定めた条約があるからな。元々密輸を禁止してるのも同じ条約だし。何にしても魔界側の捜査員は人間には色々面倒があって手が出しにくい」

　と榮太郎。

　基本的に神族魔族は人間界に自由に出入りできない。不干渉条約によって時空連続体領域に設置されている結界がその出入りを阻はばむ。無論――抜け道は存在する訳だが、何にしても神族魔族が『行きたい』と思ってすぐに人間界に来れる訳ではない。

　通常は〈学園〉生徒の資格を取るか、ある種の渡界資格申請を出して許可されなければ自ら人間界に入る事はできない。他に方法と言えば伝統的な人間界からの召喚魔法であるが、これは魔法使いの技量や星せい辰しんその他のものに影響される上に、魔族や神族が拒否すれば成功しないものなので――まあ拒否する神族や魔族も少ないのだが――例外として認められている。

　またこの渡界制限は誰でも均等という訳ではなく、上位の神族魔族になればなる程に制限がきつくなる。上位の神族や魔族は膨大な魔力量を備えており、その一挙手一投足によっては一国が瞬時に滅ぶ様な大災害を引き起こす危険がある。要するに影響力が大き過ぎるのだ。この為に『素』のままの上位神族や魔族が人間界にやってくる事はほとんどない。

　それはともかく。

「具体的には人間側の協力者を拘束した後、事情聴取、その後、記憶操作して解放――てな感じで」

「それはいいですが……具体的に誰を拘束するんです？　全く手掛かりもない状態じゃいくらなんでも」

「ああ……そういえば」

　ふと想い出した様子で榮太郎が頷く。

「資料とか渡すものもあったな――ちと何処かに入るか」
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　扉を開くと――軽やかな鈴の音と共に濃厚な珈琲の匂いが漂い出てきた。

　内装は渋い木目調が基本。照明も暖色系で若干光量を抑え気味にしてあり、見るからに『本格珈琲コーヒー出してます』と言わんばかりの雰囲気が店内に漂っている。何処か気け怠だるくも懐かしい空気の中に流れているのは、有線放送のリクエスト曲やラジオのヒットチャートではなく……店の奥に置かれたタンスの様な木製のボックス――アンティークのディスク・オルゴールの音である。

　席はカウンターも含めて全部で二十余りの小さな店だが、カウンターの奥には三十人分は楽に賄まかなえそうな水出し珈琲の大型ドリッパーが三基置かれ、ポタリポタリと琥こ珀はく色の液体を滴らせていた。

「はあ……」

　拓人は眼を瞬かせて店内を見回す。

　喫茶『バオバブ』――表通りから少し外れた処にある店だ。

　榮太郎の行きつけ、というからてっきりメイド喫茶とかコスプレ・カフェとかそーゆー類たぐいの店を想像していたのだが、まさかこんな『本格派』だとは思いもしなかった。

「おや。榮太郎君」

　大型ドリッパーを背にカップを磨いていた初老の男性が声を掛けてくる。

　長身痩軀にシャツと黒いベストとスラックスを着ており、首にはやはり黒い蝶ネクタイを締めている。鼻の下には丁寧に手入れされた髭ひげ。型通りと言えばあまりに型通りな『本格喫茶店のマスター』の風体だが、それが嫌味になっていないのは、店内は元よりマスター自身に漂う、歳経へたもの特有の風格故だろう。昨日今日に体裁だけ整えた場合には決してこうはならない。

　もっとも……

「……？」

　拓人は何か感覚に引っかかるものをそのマスターに覚えたが、それが何なのかよくわからない。強しいて言えば、妙にマスターの周りだけが明るいというか、マスター自身がぼんやりと光を放っているかの様な気もしたのだが……単に照明の具合でそう見えているだけなのかもしれなかった。

「や――奥のテーブル空いてる？」

　と気軽に手を挙げて見せる榮太郎。

「どうぞ」

「どもども」

　などと言葉を交わしつつ榮太郎は拓人達を連れて店の奥――背の高い観葉植物の鉢が並んで入り口あたりからは視線が通りにくくなっているテーブルについた。マスターや榮太郎の様子を見ていると此処が彼の『指定席』らしい。

「……なんだ？　何か気になるか？」

　周囲を見回している拓人に榮太郎が尋ねる。

「あ……いや……先輩、こんなシックな店に通ってたんですね」

「メイドさん喫茶の方が良かったか？」

「そーゆー意味じゃなくて」

「馴な染じみなんだよ、ここのマスターとは」

　言って榮太郎は肩を竦めた。

「随分前からのな」

「はあ――」

「まあそれはともかく」

　榮太郎は懐ふところから二枚の写真を取りだしてテーブルの上に置いた。

　それぞれ別の場所、時間、そして角度から撮った写真の様だが、共通しているのはそこに二人の男性が映っている事である。痩せて背の高いのと小太りで小柄なのと。共に二十代後半といった雰囲気で――まあ多少目つきが良くない事を除けば、まあ何処にでもいそうな二人組ではあった。

「この写真は？」

「占術科が念写したもんだよ。さすがに名前まではわからなかったけども」

　と榮太郎。

「はあ……」

「昨晩、今月に入って二度目の『越境』の痕こん跡せきが時空連続体に確認されている。魔界側からの情報が正しければ取引現場もアキバだっつーし。そういう意味ではここ一両日中に犯ホ人シはこのあたりにやって来るはずなんだよな。だから後は靴底磨り減らして練り歩いて捜査――となる訳だ」

『そこまでわかってるのなら……他に何か便利な魔法とかないんですか？』

　と鈴穂がノートに書いて示してくる。

『例えばぱっと犯人の居場所がわかっちゃう様な』

「探知魔法対策――相手がしてないと思うか？」

　と榮太郎は苦笑して言う。

　言われてみればその通りではある。

　人間界の常識はないかもしれないが、魔法となれば向こうは専門である。細かな技巧においては人間の方が優れている事はままあるのだが、魔族はそれを行使する際の魔力が人間のそれとは比べものにならない。大抵の場合に、正面から魔法で何かを競えば負けるのは人間の方だ。

「普通の占術や探知魔法じゃ役に立たない。占術科が全力を挙げても何とかこの写真が焼けた位なんだから。まあ今も占術科は他の情報について割り出しを行ってる最中だけどなかなか成果が上がらなくてな。で――仕方がないんで地道に探そうって事になったのさ」

『はあ』

「まあ駄目なら駄目でまた別の有力情報が入ってくるのを待つさ。その為にもエーネウスは〈学園〉に残してある訳だし」

　何とも曖昧な話である。

　だが考えてみればこれが捜査というものではあろう。そもそも簡単でも安易でもないからこそ専門家として警官や探偵がいる訳で――ドラマやゲームでもあるまいし、現実には万札数枚であっさり犯人の居場所を教えてくれる様な情報屋などいたりはしまい。気の遠くなる様な地道で細かな努力の積み重ねの果てに、一片の真実を見出すのが捜査というものの本質だ。

「で――」

『話は変わるが』――といった感じで口調をふと変えて榮太郎が言った。

「これが装備だ。それぞれ持っとけ」

　と言って榮太郎が懐から取り出しごとりと音を立ててテーブルの上に置いたものは――

「先輩っ!?」

　眼を丸くする拓人。鈴穂も驚いた様子で眼を瞬かせている。タナロットは平然としているがこれはいつもの事ではある。彼女の場合は目の前に置かれたのが金塊であろうが核弾頭であろうが反応は変わらないだろう。

　榮太郎が懐から取り出したもの。

　それは……拳銃だった。

「やっぱり刑事モノとなるとこれが必須アイテムだしな」

　この期ごに及んでも未だ『ノリ』にこだわっているらしい。

「いや。そういう問題ではなくて……」

『まさか本物ですか？』

　と怯おびえた様に書く鈴穂。

　よく考えれば彼女はいつもバズーカ砲や機関銃なんぞよりも遙かに危険な携帯兵器を持ち歩いているはずなのだが……やはり警官や自衛官、そしてオリンピック選手等といった一部の特例を除けば拳銃の所持が事実上禁止されているこの日本では、『拳銃』というと『違法』『犯罪』『禁きん忌き』といったイメージが先行してしまうのであろう。

「安心しろ。エアソフトガン――玩具おもちやだよ。ＢＢ弾ってこんな丸っこいプラスチック球飛ばすやつ。普通に店で売ってる合法品だ」

「………」

　言われて手に取ってみると――確かに表面処理は金属っぽいが、明らかに軽いし、何より金属の様に冷たくない。形式はいわゆる回リ転ボ弾ル倉バ式ーの様だった。確かに警官の持つ銃というとこっちのイメージがあるだろう。

「ふふふ。マ●シンのチーフスペシャル８ミリだ」

「はあ……」

「だってさ。やっぱ刑事物はリボルバーだし、リボルバーだったら薬やつ莢きよう式じゃん？」

「いや、わかりませんけど」

　と拓人。まあリボルバーというのが回転弾倉式の拳銃で、日本のお巡りさんが持っているのも大抵この形式の拳銃らしい――という事位は彼も知っている。逆に言えばそれ以上の事はさっぱりだ。

「色々あるから好きなのを選べ」

　と言いつつごそごそと懐から――どうやって入っていたのかと聞くのはきっと野や暮ぼなのだろう――十数挺の拳銃を取り出して並べる榮太郎。

「一応マル●ン製の８ミリ口径で統一してみました」

「だからわかりませんって」

　と言いつつもテーブルの上に並べられた拳銃を眺める拓人。

　刑事物でリボルバーがどうの、と言っている割には自動装嗔式オートマテイツクの拳銃も結構含まれていたりする。大きいのから小さいのまであるが具体的に機能や性能がどう違うのかはわからない。

「こっちのブレンテンなんかお勧めだ。きちんとツートンカラー仕様にしてあるからな。気分は『マイアミ・バイス』でドン・ジョンソンだ」

「いや、わかりませんって」

「むう。ではもっと有名所でこっちのオートマグはどうだ。『ダーティ・ハリー』でどこぞの州知事が使ってたのと同じロングバレルカスタムだぞ。タナちゃんや鈴穂ちゃんにはデザート・イーグルで『チャーリーズ・エンジェル』になってもらうのも手だが既に刑事物ではないような。うーむ」

「いや――だから」

「じゃあこっちのレイジング・ブルはどうだ。これさえあれば『ＷＡＳＡＢＩ』のジャン・レノになれる！」

「あのですね。先輩」

「あるいは定番のポリスリボルバーという手もあるが？」

「みゅ。これがいいのである」

「お？　南部十四年式の前期型たあ、タナちゃん、通だね」

　とか何とかやっていると。

「ご注文はよろしいですか？」

　とウェイトレスがやってきてそう尋ねる。

　これまた濃紺のフレアスカートのワンピースに白いエプロンといかにも『ウェイトレス』然とした格好の娘である。長い黒髪をシニヨン風にまとめていて、くりっとした眼がリスやウサギを思わせる可愛らしい感じの娘であるが――

「ちょ……ちょっと先輩」

　ずらずらと机の上に処狭せましと出しっ放しの銃を拓人は気にしたのだが……ウェイトレスはというと全く動じた様子がない。単にプロ根性なのか、それともマスターと同じく榮太郎と顔見知りで彼の奇行に慣れているのかはわからなかったが。

「俺はブレンドの水出し珈琲ね。拓人達は何にする？」

「ええと……」

　慌ててメニューを見ると豆の銘めい柄がららしい横文字の名前がずらずらと並んでいる。『キリマンジャロ』とか『ブルーマウンテン』位は彼も知っているが、『トラジャー』だの『マンデリン』だの『ハワイ・コナ』だのとなると、さっぱりわからない。まあ拓人の場合、メジャーな銘柄でも飲んで味の違いがわかる程に詳しい訳ではないが。

　しばし悩んだ上で拓人は無難にブレンドをアイスで注文した。

「タナちゃんは？」

「我はタクトと同じものにするのである」

　とタナロット。

「鈴ちゃんはどうする？」

　そう尋ねる榮太郎に――ふと何かに気付いた様子で鈴穂がノートを振って見せた。

『先輩』

「――むい？」

『今、入ってきた人。写真の人達じゃありませんか？』

「……なにっ!?」

　鈴穂が指差す方向を見ると――確かに写真の人物二人組にそっくりの男達がちりんちりんと扉の鈴を鳴らしながら『バオバブ』の中に入ってきた処だった。

　しかもこの二人組、どことなく挙動不審というか――何かに怯えているかの様に視線を落ち着かない様子で左右させているではないか。本人達は警戒しているつもりなのだろうが、これでは『僕達不審者です』と看板を掲げて歩いている様なものであった。

「あ……本当だ」

　と拓人も写真と男達を見比べながら言う。

　服装などは違うが、間違いない。

　二人はそれぞれ一つずつ黒いトランクケースをごろごろと引っ張りながら、入り口近くのテーブルについた。察するにあのトランクケースの中に密輸品が入っているのだろう。

「ラッキーですね。こんなすぐに見つかるなんて――」

　と拓人。

　確かに真夏の炎天下、見つかるかどうかもわからない相手を捜して靴を磨り減らさずに済んだ訳で……ここは喜ぶべき処だろう。

　しかし――

「むうううううう」

　榮太郎はというと眉間に縦たて皺じわなんぞ刻んで唸うなっていたりする。

「――先輩？」

「駄目だ！」

　そう叫んで榮太郎は立ち上がった。

　当然――数人いた他の客達や、入ってきた二人もその声に驚いて何事かと視線を向けてくる。そんな中、榮太郎は問題の二人組を真っ直ぐ指差して喚いた。

「駄目だ駄目だ駄目だ駄目だっ!!　全然駄目だっ!!　てめえらっ！　そんな事で良いと思ってんのかっ!?」

　驚いたのは拓人である。

　普通、こういう場合は逃げられない様にまず出入り口を押さえるとか、捕り物になった場合に被害を最小限に食い止めるべく、人の少ない場所まで尾行するとか、そういう行為に出るべきではないのだろうか。

「あ――あの。先輩――一体何を――」

「俺はな、俺はなあ――」

　拓人の声なんぞてんで耳に入っていない様子で榮太郎は喚いた。

「折せつ角かくこんな面白――もとい重要な仕事が回ってきたから、じっくりたっぷりねっとり刑事モノを満喫しようと思ってたんだ！　靴磨きの情報屋と路地裏で情報と万札のやりとりしたりとか！　聞き込みに回りながら非協力的な一般人に愚痴ったりとか！　現場に落ちているいかにも訳あり気な遺留品を見て眉をひそめたりとか！　なんかそーゆーのが一杯できると……できると……」

　そこで「くっ――」と耐えかねたかの様に呻く。

「なのになのになのに貴様等ときたら！　捜査開始してわずか五分であっさり見つかりやがって！　こんなんじゃ何の為に気分盛り上げたかわからないだろが!?　てめーらに犯罪者の自覚はないのかっ!?」

「…………先輩」

　呻く様に拓人は声を掛けるが、やはり榮太郎は聞いちゃいない。

　二人組は二人組で何か思う所があるのか、呆然としている他の客とは別に、何やら怯えの色を濃くしながら榮太郎を眺めている。

　その様が余計に気に障さわったのか――

「でえい、貴様等の様な奴等は、俺が裁く！」

　勝手に自己完結すると、榮太郎は懐から拳銃を抜いて――撃った。

　ぱしゅっ！

　確かに銃声ではなくエアーソフトガン特有のガス音が弾けた。

　白い弾は真っ直ぐに男達の方へと飛んでいく。本物の銃弾と違いまあこれは何とか視認できる程度の速さであった。

　しかし――




　どかんっ!!




　爆音が店を震わせた。

「――へっ!?」

　拓人はおろか、榮太郎とマスターとウェイトレスを除く全員が呆然と声を漏らした。

　本能で危険を察知でもしたのだろう――咄嗟に飛び退いた男達の側にあったテーブルが、粉々に吹っ飛んでいたのである。

　テーブルは分厚い木材を使った代物で、どう見ても玩具の一撃でばらばらになる様な代物ではない。いや、それどころか実銃の弾丸であったとしてもここまで綺麗に粉砕はできないだろう。手榴弾並か――それ以上の破壊力であった。

「ちょ……先輩!?」

　ばらばらと降ってくる木片を頭から浴びながら拓人は悲鳴じみた声を上げる。

　だが――

「むう……外したか。運のいい奴！」

　叫ぶや否や――榮太郎は手にしていた拳銃を放り出して両手を勢い良く左右に広げた。

　まるで何処かのタクシーの運転手の様に、二挺の拳銃――確か榮太郎が『デザート・イーグル』と呼んでいた大型のもの――がどういう理屈か半袖の袖口から滑り出て、彼の両腕の上を高速移動。ぱしんと音を立てて双方の掌てのひらに収まった。

「くらえ――チョウ・ユンファ撃ち！」

　叫びながらばしゅばしゅばしゅばしゅと両手の銃を乱射する榮太郎。

　悲鳴を上げながら他の客達が身を伏せる。

　あっちこっちで壊れるテーブル、椅子、カップ、窓硝子ガラス、壁、天井、ランプ、その他諸々。破片が飛び散り、ばら撒まかれ、店内は瞬く間に、まるでどこぞの漫画やアニメに出てくるチーズの如く穴だらけになっていった。












　だが……銃の精度が低いのか、単に榮太郎の腕が悪いのか、なかなか問題の二人には当たらなかったりする。

「……！　……!!」

　悲鳴を上げ続ける客達。逃げ回る二人組。でもって容赦なく広がる被害。

　そんな中――どういう神経をしているのか、本来ならば先ず最初に榮太郎を止めるべきマスターとウェイトレスは、慌てず騒がずむしろ不自然な位に泰たい然ぜんと構えていた。

　マスターの方は我関せずといった様子で黙々とカップを磨いているし、ウェイトレスも時折飛んでくる破片を無造作にトレイで叩き落とすだけで、平然と拓人達の側に直立している。それどころか「チョウ・ユンファだとベレッタＭ９２Ｆ二挺でやるべきじゃないでしょうか？」とか「そもそもあのシリーズは刑事物でもないですが」とか至極冷静な――そして途方もなく場違いな――突っ込みまで入れていたりする。

　それはさておき。

　そうこうしている内に二人組は転がる様な足取りで店から逃げ出していった。

「ちっ――」

　榮太郎は舌打ちするとデザート・イーグル二挺を放り出し……一体、何い時つの間に仕込んでいたのか、手近な植木鉢の陰から新たなデザート・イーグルを引っ張り出した。

　拓人は榮太郎の握る拳銃を指差し――

「せ、先輩、それ改造……」

「改造銃じゃない！」

　と喚く榮太郎。

「いや。でもエアガンにしてはちょっと威力がありすぎませんか？」

「はっはっは。気にするな。ちょっと弾の中に高濃度液体爆薬と起爆用の魔法書式が入っているだけだ。八ミリなのはこのせいでな。通常規格の六ミリＢＢ弾じゃ質量が小さすぎて充分な書式が組み込めなくてなー」

「…………」

　色々と突っ込むべき部分が多すぎてどこから突っ込んで良いのやら。

「違法改造じゃないぞ！　だって銃には何も手をつけてないんだもん!!」

　力説する榮太郎。

　まあ確かに『改造銃』ではない訳だが。

「いや――でも充分に殺傷能力あるのでは……」

「殺傷ではない！　制圧だ！」

　堂々と詭き弁べんをのたまう榮太郎。

　彼は、なおも側に平然と突っ立ったままのウェイトレスを振り返って言った。

「悪いが急用ができた。注文はキャンセルだ」

「残念です」

　ウェイトレスは本気で残念がっている様だった。

　さすがに榮太郎が贔ひい屓きにしている店の店員だけあって何処か尋常でない。

「悪い。近々また来る」

「はい。またのお越しをお待ちしております」

　言ってウェイトレスは優雅な仕草で一礼する。彼女と揃って奥でもマスターが一礼しているのが見えた。

「追うぞ、拓人！　鈴ちゃん！　タナちゃん！」

　拳を突き上げて叫ぶ榮太郎。

「まだ遠くには行っていないはずだ。手分けして探すぞ。見つけ次第、奴のケツをアラバマまで吹っ飛ばしてやれ！」

「みゅーっ！」

「…………」

　すっかり洋モノ刑事ドラマ（それもやや古め）のノリでキャラが変わってしまっている榮太郎と、そのノリに引きずられる様にして気勢を上げているタナロットを前に――拓人と鈴穂は溜め息をついた。
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　佐藤太郎と鈴木一郎は必死になって走っていた。

　理由は簡単。彼等は『踏み込んではいけない領域』にどうも自分達が踏み込んでしまったらしい、という自覚があったからだ。

　秘密最優先の仕事。

　様々な面で尋常ならざる取引相手。

　仕事内容に比して破格に過ぎる報酬額。

　そもそもこれだけでも十分に怪しいのである。今までは報酬の多さに疑念を無理矢理抑え込んでいたのだが、事此処に至ってようやく彼等は、自分達が本当に洒落にならない事に首を突っ込んでいるのだと実感した。

『追っ手』と思しき存在が現れたからだ。

　それもただの追っ手ではない。とんでもない破壊力の銃を振り回す危険極まりない連中だ。何とか無傷で逃げ出す事ができたものの、まともにあの銃撃を食らっていれば無事では済まない――どころか死体に原形が残るかどうかさえ怪しかった。

　更に言えばこの追っ手、言っている事は半分もわからなかったが――明らかに二人を犯罪者扱いしていた。銃を無差別に乱射するあたり、とても刑事には見えなかったが、ひょっとしたら――と二人は思った。自分達は知らず知らずの内にとんでもない凶悪犯罪や大規模犯罪の片棒を担かつがされていたのかもしれない。

　まあそういう訳で。

　彼等は必死になって走っていた。

　走って走って――とりあえず駆け込んだ先は秋葉原デパートである。

　デパートの中は日曜の午後という事で、なかなか真っ直ぐ歩く事さえできない様な混み具合だ。走り回る事はさすがにできないが、その分、混み合う人々が壁となって彼等の姿を覆い隠し、追っ手の接近を妨害してくれるだろう。またこの秋葉原デパートの建物はＪＲ秋葉原駅に直結しているので、いざとなれば列車に飛び乗って逃げる事もできる。

　とはいえ……未だ安心する訳にもいかない。

　佐藤と鈴木は人の波を掻き分けながら奥へ奥へと進んで行った。

「……やっぱヤバイ仕事だったんだよ」

「今更言うな、今更」

「でも俺何度も――」

「でえい、おまえだって儲けた金でしこたま焼き肉喰ってたじゃねえか！」

「そりゃそうだけど」

　佐藤と鈴木は言い合いしながら人混みの中を歩く。

　だが――

「いたのである！」

　甲かん高だかい声が響く。

　慌てて振り返った佐藤と鈴木は褐色の膚はだの少女を見て眼を丸くした。

　どう見ても中学生、ひいき目に見ても高校生にしか見えない少女が、拳銃を片手にこっちにやってくるではないか。

　あれも警官なのだろうか。あるいは何処かの犯罪組織の殺し屋か。

　褐色の膚の少女の後には、何やら眼鏡に三つ編みの少女と、善人っぽい顔つきの少年が揃って駆けてくる。その二人もやはり拳銃を携えていた。

「わああああああっ!?」

　佐藤と鈴木は悲鳴を上げて走り出す。

　進路上に立ち塞ふさがる通行人を突き飛ばし、あるいはその間をすり抜け、無理矢理に割り込み、強引に走って行く。

　完全に彼等は恐慌状態にあった。

　何しろあの取引相手を捜査している様な連中だ。常識が通用するかどうか怪しい。実際、先程もいきなり撃ってきたし、話し合いが通用する相手とも思えなかった。

「待つのである！」

　褐色の膚の少女がそう叫んで物凄い勢いで突進してくる。

　人の波が相手の接近を阻むだろう――というのはひどく甘い考えだった。

　少女は構わず真っ直ぐ進んでくる。

　周囲のものを巻き上げ――比喩ではなくて本当に邪魔っけな諸々のものを、人間だろうと商品だろうと構わず砂さ塵じんの様に軽々と舞い上げながら、少女は暴走機関車の如く二人に向かってきた。その後ろでは、善人顔の少年と眼鏡の少女が舞い上げられた人間を慌てて受け止めて潰つぶれたりしているが、舞い上げた本人はそんな事はお構いなしである。

「くっ来るなっ!!」

　悲鳴じみた声を上げる二人。

『ちょっと――タナ郎！　無茶はやめて！』

　落っこちてきた品やら人間やらに潰される様にして床にへたっている眼鏡の少女がそう書いたプラカードを振り回すが、褐色の膚の少女はそんなものなど見向きもしない。

「みゅーっ!!」

　彼女は一声叫ぶと大きく振りかぶって――

「――!?」

　投げた。

　……拳銃を。

「のがっ!?」

　くるくると回転しながら飛んできた拳銃を顔面にまともに喰らって佐藤がのけぞる。背が高い分、人混みの中では狙い易かったのかもしれない。

　更に――

「な、なんて事しや――」

　佐藤が最後まで台詞を叫ぶ前に褐色の膚の少女が彼の顔面に脚を揃えて着地――というかドロップキック。

　鈴木と佐藤はがらがらと商品棚を崩しながら派手に転倒した。

「みゅ！　倒したのである！」

　褐色の膚の少女は衆人環かん視しの中でガッツポーズでそう宣言。ざわめきやら怒声やらが飛び交っているがそんなものはやっぱりお構いなし。

　少女は『褒ほめれ！』とばかりに二人の連れを振り返り――

「みゅ？　タクト？　スズホ？」

　連れの少年と少女はひどく憔しよう悴すいした表情でその場に座り込んでいた。
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　幸いというか何というか――事前に捕り物が秋葉原で行われると踏んでいた榮太郎は、保険として一つの魔法を秋葉原一帯に仕掛けていた。

　それが〈忘却の結界オブリビオン・フイールド〉である。

　目の前で展開している光景はともかく、拓人達が立ち去れば、通行人達の意識は自動的に彼等に関する記憶を忘ぼう却きやくする様になっているのだ。無論、色々と辻つじ褄つまの合わない事は出てくるはずなのだが、そこらは日常に追われている間に適当な理由付け――というか言い訳が本人の中で行われるのが常だ。人間は訳のわからない出来事を曖昧なまま記憶しておく事はできない生き物だからだ。

　お陰で拓人達は大量の目撃者の記憶を消して回る作業は行わずに済んだ。さすがに追跡の途中でタナロットがぶっ壊した品の補修や怪我人の治療はしておいたが。

「しかしどうしたもんかなあ」

　捕ほ縛ばくした二人を連れて路地裏で待機しながら拓人は呟つぶやいた。ちなみに二人ともまだ気絶したままだ。此処まではタナロットが引きずってきた。

「先輩何処へ行っちゃったんだろう？」

『合流地点決めてなかったものね』

　と鈴穂。

　そう――間抜けな事に榮太郎と拓人達は合流地点も定めずに分散してしまったのである。この広く入り組んだ秋葉原で一旦分かれてしまえば、何か行動の指針でもない限り再会は難しい。

　とはいえ――探しに行くにしても、ぐるぐる巻きに縛り上げた逮捕者二人を引きずって歩くとなるとまた必要以上に目立ってややこしいし、本物の警官に職務質問などされたら余計にまずい。

　誰か一人が他の二人を残して探しに行く事も考えたのだが……

「タナロット――は無理か」

　と傍らの少女を眺めて拓人は溜め息をつく。

　非常識が服を着て歩いている様なこの人造魔神を一人、しかも人も物も多い秋葉原の街で歩かせればどうなるか想像もつかない――というよりどれだけ揉もめ事が頻ひん発ぱつするか割と想像がつくのでこれは不可。

　かといって鈴穂は論外だ。

　元々拓人やタナロットの側だからこそ今は平気だが……対人恐怖症の傾向が未だ残っている彼女が、秋葉原の街を一人歩くのは拷ごう問もんに近いだろう。また、拓人とタナロットを二人っきりにして自分だけ離れる（いや、鈴木と佐藤はいるのだが、気絶しているので員数外である）、という選択を彼女が了承するとも思えない。

　では拓人本人が――となると、タナロットと鈴穂二人にこの逮捕者二人を任せておくのもどうにも心こころ許もとない。タナロット達の身が危険だというのではなく――この二人がいつもの調子で喧嘩を始めれば、縛り上げられたままろくに身動きもできない逮捕者達は、生命の危険に晒される様な気がしたからだ。

『魔法で探せないの？』

　ふと鈴穂がそんな事をノートに書いて尋ねてくる。

　対魔法探知策を施ほどこしている犯人とその一派はともかく、榮太郎を探し出すのはそう難しくないのではないかと鈴穂は考えたのだ。

　だが――

「先輩の敷いた結界が幾つも重なってるからね。広域型探索の魔法は掛けると妙な相互干渉起こしそうでさ――」

　と言って肩を竦める拓人。

「ここで素直に待っていた方がいいかもしれないね。先輩の事だから何とかしてこっちを見つけてくれるだろうし」

『そうかなあ』

「――そういえば」

　と拓人は眼を瞬かせて呟く。

「先輩は『密輸』って言ってたけど。結局、この人達、何を密輸してたんだろう？」

　榮太郎の訳のわからない勢いに押されてすっかり尋ねるのを忘れていた。

　そもそも魔界から何かを密輸してきているのか、あるいは逆に人間界から何かを密輸しているのかもよくわからない。

『密輸って位だから麻薬とか貴金属とか』

「うーん。でも麻薬って魔族や神族に効くのかなあ？」

『わからないけど』

「逆に魔界のものって言うと色々高く売れそうだけど……」

　意外に拓人はその『密輸品目』が思い付かない。

　例えば麻薬。人間界の麻薬なぞ魔界神界に持って行ってもあまり意味がない。

　本来神族魔族は高密度魔力塊であり、基本的に霊力や魔力を呼吸して新陳代謝する存在なので、物質的な食事だの排泄だのも必要がない。極言を覚悟で言えば彼等は物質に擬ぎ態たいしたエネルギーの塊かたまりだ。彼等にとって人間の食品や薬品等というものはあくまで嗜し好こう品ひんでしかなく、それ以上でもそれ以下でもない。

　つまり麻薬最大の問題点であるはずの中毒症状――つまり『習慣性』がないのだ。

　これでは麻薬は麻薬の意味を成さない。

　かといって基本的に通貨の単位も概念も著しく異なる神界や魔界に、人間界の貴金属を持ち込んでもあまり意味がなかろう。そもそも神族や魔族は空気を元素変換して黄金にする事さえできる。意外と大量の魔力を消費するので誰も意味もなくそんな真似をする事はないが。とにかく彼等にとって貴金属は路ろ傍ぼうの石と大差ないのだ。

『あと密輸っていえばペットとかも多いみたいだけど。珍しい動物が欲しいとか』

「無理だよ。神界や魔界に持ち込んだら五分で死んじゃう」

　魔界や神界に人間界の動物を持ち込んでも、物理法則が異なる為に、すぐに身体機能を狂わせて死んでしまう。

　不滅の魔族や神族でさえ、物理法則の異なるこの人間界にそのままやって来ると魔力が拡散して弱体化してしまい――これを防ぐ為に自らの界面を形成する為の『器』、いわゆる依より代しろを必要とする。

　まあ動物に関しては死んでいても構わないと言うのならば――例えば剝はく製せいにするつもりで密輸入しているのならば、それでも問題ないのかもしれないが。

「やっぱ魔界のものを持ち込んでるのかな？　まあ珍しいものにはお金幾らでも出すって人はいるだろうし」

『そうかも』

　と鈴穂。

「魔界のものかあ――魔界のものねえ」

　これがまた意外と思い付かない。

「魔界の特産品とかって何だろね」

「――そんなものはない」

　不意に声が響く。

　慌てて振り返った拓人達は、そこに飄ひよう然ぜんと立つ小柄な人影を見た。

「――！」

「どうも取引場所に現れないと思ったら、こんな処にいたか」

　言いながら歩み寄ってくるのは一人の少女だった。

　ローブともマントともつかない様な黒衣をぞんざいな様子で身にまとい――しかしそれが決して不格好に見えないのはその少女の並外れた器量の故であろう。肌の白さと衣装の黒さが織りなすコントラストが少女の姿に鮮烈な程の印象を与えている。

　髪は金の長髪。瞳は蒼。まるで人形の様な――という表現があるが、この少女はまさしく人形的な風情があった。美しいのだが美しさに隙がない。どの方向から眺めても均質で単調な――まるで食堂の店先に飾られた蠟細工の様な雰囲気。美味そうに見えるが決して食べられない――非常に美しいが本質的な部分でそれが示すものとは異質な何かをこの少女の姿は孕はらんでいた。

「最近は取り締まりも厳しくてどうにもやりにくい。いちいち逃げ回るのも面倒だ――ここらで始末しておいた方が早いか」

　少女は平然とした足取りで拓人達に向けて歩きながら言った。

「――みゅっ!?」

　タナロットが不穏な空気を察して身構え、鈴穂も手にしていた銃――結局榮太郎からは『チーフスペシャル』という小型の回転弾倉式拳銃を借りていた――を構える。ちなみにタナロットはカットジーンズの腰に銃を差し込んでいるが、抜く様子はない。

　拓人も思わず身構え――いまいち不安はあるが、榮太郎から借りた『ブレンテン』という自動拳銃を構えてみた。

　少女は三人を順番に眺め――そして拓人に視線を据えて言った。

「どうも貴様も魔法使いの様だが――勉強不足だぞ」

「――え？」

　眼を瞬かせる拓人。

　少女はふと立ち止まって言った。

「原初の魔界や神界には何もなかった。神や魔がいただけだ」

「…………」

　それは拓人も魔法歴史学の授業で習った事がある。魔法やこの世界の在り方を知る上で必須の事柄だ。

　だが――

「我等は本当にただ『在った』だけだ。当時の魔族や神族には言葉さえなかったのだ」

　むしろその当時の様子を懐かしむかの様な口調で少女は言った。

「…………」

「我等は普遍にして不変。故にこそ本当の意味での完全独立的な存在だ。我等は無限に存在し続ける。我等は言ってみれば『法則』や『原理』の様なものだ。故にこそ人間の様に文化だの技術だのを必要としなかった」

「……それは。聞いた事があるけど」

　確かに人間の文化や科学は、あくまで脆ぜい弱じやくでままならぬ身の人間が自らの生存確率を上げる為に造り上げたものだ。では――不滅の者達に文化や科学が発生するかと言われると、確かに疑問だろう。協調すら必要なければ言葉や国家も生じない。ただ神も魔も、それそのものとしてそこに黙然と在り続ける――それだけだ。

「言葉も文化も技術も全ては人間からの借り物。つまりだ。我等は――」

　少女は何処か自嘲的な口調で言った。

「人間がいなければそこらに転がっている石も同然なのだよ。そもそも言葉を得なければ思考能力があったかどうかも疑問だな」

「…………」

　それはつまり――神や魔を神たらしめ魔たらしめているのは他ならぬ人間という事か。

　ならば……

「滑こつ稽けいな話だ。我等は貴様等とは比較にならぬ程の力を秘めている。だがその一方で『何でもできる』だけの力を持ちながら、『何をして良いのか』さえわからないのだよ」

「…………」

「だから我々は――神も魔も人間が愛いとおしいのだよ」

　囁ささやく様な口調でその少女は――今や彼女が人間ではなく魔界の犯罪者である事は間違いないが――言った。

「人間――我々を永遠の退屈から解放してくれる存在。非力で脆弱な癖に、いや、だからこそ我々には思いもつかない様な可能性と多様性を秘めた者共。我々はな、人間よ」

　少女は人形めいた顔に微笑を浮かべた。

「御お前まえ達がいなければ寂しくて寂しくて仕方ないのさ」

「…………」

　拓人は返すべき言葉を思いつかなかった。

『寂しい』――そんな言葉を神や魔から聞くとは思いもしなかったからだ。

「とはいえ」

　少女は更に踏み出して近付いてくる。

「邪魔者は排はい除じよせねばならん。悪いが個々人に対する思い入れはそうないのでな。邪魔になれば消すだけだ」

「くっ――」

　拓人は銃を構え直し――

「――！」

　引き金を引いたのは鈴穂の方が早かった。少女が真っ直ぐ拓人に向けて近付いてきたので、危機感が募つのったのだろう。

　ぱしゅ！　と音を立てて発射される八ミリの白球。ただのプラスチック弾の様に見えるものの、それには佐久間榮太郎謹きん製せいの魔法と爆薬がたっぷり込められていて、必要とあれば爆弾にも等しい威力を発揮する――

　はずだったのだが。

「――ふむ」

　少女がばさりと黒衣を振る。

　その拍子にその下の白い裸体が見えたりもしたが、それを喜んでいる余裕など拓人にはなかった。布は飛来した弾をその流線状の動きで絡め取ってしまったからである。

　しかも――

「――え？」

　思わず呆然とした声を漏らす拓人。

　単純な動きにも魔力が込められていたものか……絡め取られた弾はそのまま黒衣の上を爆発せずに滑り落ち、そのままころんと地面に転がってしまう。拓人の眼には――まだまだ半人前だがそれなりに魔法使いとしての力量を備えつつある彼の眼には、黒衣を媒介物として発動したある種の魔法書式が垣間見えた。

　少女は腕の一振りで榮太郎の込めた魔力を吸い取り、弾の中に組み込まれた魔法書式を書き換えて無効化してしまったのである。

「まずい――」

　と拓人は呟く。

　実力が違いすぎる。榮太郎ならばともかく、拓人では太た刀ち打うちできる相手ではない。それどころか――

「みゅーっ!!」

「あ、駄目だよタナ――」

　拓人が止める間もあればこそ、タナロットがぶんぶん拳を握った手を振り回しながら突っ込む。少女を拓人の敵と認めたのだろう。その動きには全く躊ちゆう躇ちよも不安もない。自分の一撃が相手を打ち倒すと確信しているのだ。

　確かにタナロットの魔力総量は大きい。恐らく目の前の魔族よりも遙かに大きい。魔力値十万といえば一夜で一国を滅ぼす事も可能な力である。そこらの神族や魔族とは文字通りに桁違いの力が彼女の中には存在している。

　しかし――

「ふッ――」

　少女は小馬鹿にした様に鼻を鳴らすと、再び黒衣を振った。

　正面から真っ直ぐ突進していったタナロットはその動きに巻き込まれ、くるくると回転してしまう。

　しかも……

「みゃみゃみゃみゃみゃっ!?」

　回転が止まらない。

　いや――それどころか加速さえしている。竜巻の様にその場でぎゅんぎゅんと高速回転しながらタナロットが珍しく悲鳴じみた声を上げた。

「みゃーっ!?」

　そう――タナロットは力はある。

　恐らく黒衣の少女に比べるとタナロットの方が遙かに大きいだろう。

　だが魔力の収束が杜ず撰さんなタナロットは、その本来の力の十分の一も出してはいない。力はあっても彼女は技がないのだ。むしろ技を持った――具体的には魔力の運用に関してそれなりの知識と経験を持ち、己おのれの力を十分に生かし切る事のできる魔族の方が最終的に発揮できる実効的な力が大きいのだ。

「みゃみゃみゃみゃっ!?」

　まるでドリルで地面を掘っているかの様に土煙が舞い上がる。

　フィギュア・スケーターも真っ青の高速回転をさせられる――実際には回転する力は彼女自身の魔力や突進の際の慣性が魔法で変換されているだけなのだが――タナロット。彼女はしばらく回転を続けてから、唐突にそれを停止……力尽きた様子でこてん、とその場に倒れ伏した。

　完全に目が回っている。漫画的表現で言えば『眼がナルト』の状態だ。

「タナロット！」『タナ郎！』

　愕然となる拓人と鈴穂。

「こ奴は後で封印するとして――貴様等を先に消しておくか」

　そう言って少女が微笑む。

　咄嗟に鈴穂は自分の髪を結んでいるリボンに手を掛けた。

　彼女の三つ編みの先に付いているリボンはただの布ではない。特殊な封印書式を縫ぬい込んだ布であり――彼女のもう一つの人格とそれに付随する特殊能力を封じ込めているのだ。

〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉。

　彼女の蒼い髪がなびく所、ありとあらゆる魔力は吸い取られ、魔族神族ですらその特殊能力の大半を封じ込められてしまう。能動的な攻撃力を伴った力ではないものの、彼女のこの特性は対魔族戦では切り札とも言うべき効果を発揮する。

　だが――

「風よ。縛れ」

　少女がそう宣した瞬間に拓人と鈴穂はその場に硬こう直ちよくした。

　二人の周囲の空気がいきなり固着したのである。

　言ってみれば透明な棺かん桶おけに入れられている様なものだ。二人は指一本動かせず……それどころか拓人も声一つ上げられなくなってしまった。

　何しろ空気が動かないのだ。呼吸すらまともにはできない。当然ながら呪文詠唱もできない。この状態では拓人も鈴穂も打つ手はない上に――

（…………!!）

　拓人は顔を真っ赤にして藻も掻がいた。いや――藻掻いたつもりになっただけで彼の身体はほとんど動いてはいなかったが。

　反撃どころか拓人も鈴穂もこの状態が五分も続けば確実に窒ちつ息そく死しする。

（くそっ……!!）

　拓人の脳のう裏りに絶望的な気分が急速に広がっていく。

　残された時間はあまりに短く、けれど酸素不足に喘あえぐ脳はろくな考えをまとめる事もできない。ただただ焦る気持ちだけが無意味に空から回まわりするだけで、指一本震わせる事さえできない。

　そこへ――




　わわわー　わわわーわーわーわわっわわー




「――そうはいかん」
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　平成生まれの人間には全く謎の気怠いＢＧＭを背に、通りの奥から歩いてくる人影が一つ。何故か地面には（いつの間にか）『75』の白文字が描かれていたりする。

「む。これは『Ｇメン'75』のテーマ!?」

　と身構える少女。

『なんで知ってるんですか』と反射的な突っ込みが脳裏を過よぎったが、生あい憎にくと拓人は声を出せる状態ではない。代わりに彼の表情から言いたい事を悟さとった様子で――その人影が静かに笑った。

「ふふふ。基礎教養だ」

　言うまでもなくその影は榮太郎である。

　彼は小さく何事かを口の中で唱えるとぱちんと指を鳴らす。

　その瞬間、拓人達を捕縛していた空気は、まるで自分が流体である事を不意に思いだしたかの様にあっさりと動いて二人を解放した。

　思わずその場に座り込む拓人と鈴穂。

　酸素不足に喘ぐ肺にぜえぜえと大きな息を繰り返して空気を送り込みつつ、拓人は顔を上げて、黒衣の少女と彼女に相対する榮太郎の姿を見守った。

「人間界側の協力者の捕縛だけかと思っていたら、思わぬ大物が網にかかったな」

　榮太郎は相変わらずへらへらとした口調で言った。

　敵意ある魔族を前にしているというのに何ら彼には緊張した様子が見えない。

「『網にかかった』？」

　少女が言って――微苦笑を浮かべた。

「たかが人間風ふ情ぜいが何を言うか。多少術法を身に付けただけで図に乗るな。我は――」

「まあまあ」

　榮太郎は笑いながら言った。

「そういきり立つなよ――バルティア」

　思わず少女は身を固くする。

「貴様何故私の――」

「『動くなバルティア』」

　呪文的発声を盛り込んだ呼び掛け。

　その瞬間――少女の動きがビデオの一時停止の如くぴたりと止まった。

　発動した榮太郎の魔法が彼女の動きを強制的に封じ込めたのである。

　だが同じ動きを封じるものでも、先程少女が使った魔法と榮太郎のそれは似て異なるものだ。少女の魔法が空気を拘束具として使ったあくまで『拘束』であったのに対し、榮太郎の魔法は相手の存在そのものに働き掛けて『動く』という能力そのものを制限するものだった。

　この場合――榮太郎は相手の魔族の名前を知っていた為に、そこから相手の存在に組み入って干渉したのだろう。『真実の名』を糸口に相手に干渉する魔法はそう珍しいものではないが――人間の身で魔法陣や道具の用意もなく魔族を縛ろうとするのならば、相当な力量が必要となる。

「まあ色々とあってな」

　と榮太郎は笑う。

　その様子をしばし見つめ――

「…………貴様、何処かで？」

　少女は呻く様に言った。

「さてね」

「く――だが甘いぞ、魔法使い」

　少女はにたりと笑って言う。

　身動きはできない様だが、どうやら喋ったり表情を変えたりする事はできるらしい。

「貴様が縛ったのは我のみ。我が一人だと思ったか？」

「――む？」

　榮太郎が顔をしかめる。

　その瞬間――

「…………」

　少女の黒衣がざわめく。

　吹く風もなく、纏う少女自身も完全に固着しているにもかかわらず、それはまるでそれ自体が生きているかの様に波打ち――蠢うごめいているのだ。しかも黒衣は少女の身体の上を這はう様にして移動、少女から分離するとそのままするすると形を整えていく。

　黒衣は瞬く間に変形――やがて身長三メートル余りの人型となった。

「我が魔力を分離独立させて造り上げた兵器性疑似精霊――流石さすがにこれの真ま名なまでは知るまい？」

　それは一見ユーモラスですらあった。

　眼も鼻も口も耳もない巨大な黒い人型。手足の先などはただの球面で、爪や毛は無論の事、指さえもない。形としては徹底的に細部を省略して最低限人型としての体てい裁さいを整えただけの代物である。

　だが――

「…………」

　それは無言で腕を振り上げた。

　戯たわむれとも思える無造作な腕の一振り。それが側にあるビルの壁面をあっさりと陥没させるのを見て拓人は総毛立った。凄まじい膂りよ力りよくである。あんなもので頭部を殴られたら痛いとか苦しいとか感じるまでもなく即死してしまう。

「ふふふ。我に牙を剝むいた事を悔やみながら滅びるが良い――魔法使いよ」

　その言葉と同時に黒い人型が地面を蹴る。

　その落書きの様な輪郭からは信じられない程の素早さで、兵器性疑似精霊はただその場に突っ立ったままの榮太郎に迫る。いくら榮太郎が優れた魔法使いとはいえ、あの腕でぶん殴られたら無事では済むまい。

「先輩！」

　拓人が悲鳴じみた声を上げる。

「……ふむ」

　榮太郎は慌てず騒がず――何処からかひょいと何か薄い箱の様なものを取り出すと盾の様にそれを翳かざした。

　一瞬何か魔法の道具かと拓人は思ったが……そこからは何の魔力も感じられない。それは少なくとも魔法的には何の特殊性もない品でしかない。

　なのに――

「――や、止めろっ!?」

　鋭い制止の声に人型は榮太郎を殴る直前で急停止した。

　声を上げたのは魔族の少女――バルティアだ。彼女はあろう事かその人形めいて整った顔に、激しい驚愕と焦しよう燥そうを浮かべて榮太郎の掲げるものを見つめている。

「き……貴様……それは……」

「ふふふふふ」

　歯は軋ぎしりする少女に向けて意地悪く笑う榮太郎。

「どうした？　打ってこないのかな？」

「くっ――」

　露骨に葛かつ藤とうの表情を浮かべて唇を嚙む少女。

　その様子を眺めながら榮太郎は楽しそうに言った。

「できないだろうなあバルティア。できないよな？　おまえにこれを傷つける事なんてできるはずがないよな？」

　言いながら――更に彼が左手で何処からか取り出したものは。

「き……貴様っ!?」

　狼ろう狽ばいするバルティア。

　榮太郎が左手に持っているもの――それは百円ライターだった。

「貴様一体――何を、何をするつもりだ!?」

「はっはっは。しれた事。本とライター。この二つを揃えて他に何をしろと？」

　笑いながら榮太郎はライターを点火。ちろちろと揺れる小さな炎の上で薄い箱形のもの――どうやら本らしいのだが――を右に左にと行き来させる。

「燃やしちゃうぞー。ほーら燃やしちゃうぞー!?」

「やめろおおおおおおおおおおおっ!?」












　身動きできないまま絶叫する少女。代わりに――どうも繋つながっているらしい――黒い人型が激しく地じ団だん駄だを踏んでいたりする。

「ほーれほれほれ。萌もえる――じゃなかった、燃えるぞー。燃えちゃうぞー」

「やめろ！　やめないかっ！」

「あー。そろそろ焦こげるかなー？」

「やめろっ！　やめろっ！　やめてください！　というか燃やすくらいなら寄越せえええええええええっ!!」

「イヤだ」

　にたりと笑って言う榮太郎。

　憔悴しきった様子で息を荒げながら――バルティアは恨めしげに榮太郎を睨にらんだ。

「き……貴様……それでも人間かっ!?」

「どうだかねえ」

「く――た……頼むっ！　頼むそれを……それを――」

　今にも燃え上がりそうな本を前にして苦く悶もんする少女。もっとも実際に身み悶もだえしているのはやはり黒い人型の方ではあったが。

　そこへ――

「んんんんみゃああああっ!!」

　咆ほう吼こう一発――いつの間にかぐるぐる目玉状態から回復したタナロットが『お返しだコノヤロー！』とばかりに黒い人型に跳び蹴りをかましていた。

　何しろ魔力値十万である。制御技能がない代わりにその有り余る魔力は単純に彼女の身体の頑がん強きようさと腕力に変換されている。その結果として多少の無駄はあってもタナロットの腕力は灰色熊も自信喪失して首を吊りかねない様な威力を発揮する。魔法の絡まない白兵戦――というか単純なドツキ合いとなれば彼女の力はほぼ無敵だ。

　人型はもろにタナロットのスニーカーの靴底を喰らって吹っ飛ぶ。

　二度三度と地面で跳ねてから壁に激突。

　そしてそこで――兵器性疑似精霊は爆発した。

「うわっ!?」

　思わず頭を抱え、鈴穂を庇かばって地に伏せる拓人。

「――みゃっ!?」

　タナロットも驚きの声を上げて頭上に視線を送る。

　そこから……ばらばらと大量に降ってくるものがあった。

　兵器性疑似精霊の爆発によって舞い上げられたものが落ちてくるのだ。その半数は黒い布の破片であったが――

「……!?」

　背中にこつんと当たる硬い感触。

　そのまま地面で跳ねて自分の目の前に転がってきたものを手にとって――拓人は思わず眼を丸くした。

　それはカプセルだった。

　大きさは掌てのひらに載る程度。透明なプラスチック製と思しきカプセルで……中には何やらビニール袋に包まれたカラフルなものが入っている。

「……これって」

　呆然と呟く拓人の台詞の後を鈴穂の記載が続けた。

『ガシャポン？』

　そう。

　それはカプセル・トイ――俗に『ガシャポン』『ガチャポン』あるいは『ガチャガチャ』などと呼ばれる完全手動式の自動販売機で売られる玩具であった。

　それもよく見ると中身にはある種の傾向というか偏かたよりがある。

「これって……フィギュア？」

　まるでバラバラ殺人事件の如く手足を分割され保護用のビニール袋に包まれてカプセルの中に入っているのは――美少女を模したと思しき人形だった。恐らく組み立てても十センチ足らずの小さなものであろうが、カプセルから透かし見る限り、驚く程の精巧さで造られている。

「――ああっ!!」

　悲鳴を上げるバルティア。

　どうやらバルティアにとってこのカプセルは相当に大事なものらしい。

　だが――

「なんでこんなものが……ってまさか」

『ひょっとしてこれが密輸品!?』

　呆然とする拓人と鈴穂の上に尚なおもカプセルは降り注ぎ――あたりは数百ものカプセルで埋め尽くされていた。

「大丈夫か？　拓人に鈴ちゃん？」

　言いながら榮太郎が爪先でカプセルを押し分けて歩み寄ってくる。

　拓人は彼を振り返り――

「先輩……それは？」

「――ん？」

　拓人に指差され榮太郎は手にしていた本に改めて視線を落とした。

「ああ――これか。ふふふ。こんな事もあろうかとな。持ってきた甲斐があった」

　そう言って榮太郎が本を振る。

　その表紙に書かれた題名は――

「フィギュア付き限定雑誌・週刊『お兄様とご一緒』創刊準備号――幻の逸いつ品ぴんだ」

「…………」

「マニアなら喉のどから手が出る位に欲しいはずだ。まして美少女フィギュア・コレクターのバルティアならばな」

「なんでそんな事を知ってるんですか」

「まあ――昔ちと色々あってな」

　そう言って榮太郎は笑って見せた。
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　結局――

　榮太郎の何だかよくわからない感じの働きによって魔界の密輸業者バルティアとその下僕である兵器性疑似精霊は逮捕された。

　密輸の品目は『カプセル・トイの美少女フィギュア』。

　取り調べを受けたバルティアいわく――

「カプセル・トイというのは元々なかなか魔界には入ってこないのだ。しかもその種類が多すぎて入ってきても有名所ばかり。コアな品やマニア泣かせの品はまず入ってこない。たまに〈学園〉の留学生等が土産として持ち帰る位だ。

　手に入れたい品は多い。なのにいくら欲しくてもいつ入ってくるか、そもそも確実に入ってくるかどうかさえわからない状況――ただ指をくわえて待っているだけというのは耐えられなかったのだ」

　――だそうである。

「そういうもんなんですかねえ」

　首を傾げる拓人。

「うむ」

　と榮太郎は重々しく頷いた。

　場所は――先の約束通り喫茶店『バオバブ』である。

　拓人、タナロット、鈴穂、そして榮太郎の四人は先の乱射騒ぎの詫わびも兼ねて『バオバブ』にやって来ていた。

　ちなみに午後十時の閉店後の事なので他に客の姿はない。他には店の奥で相変わらずカップを磨いているマスターとウェイトレスの娘がいるだけである。

　一般人にはかなり意味不明の会話をしているはずなのだが、マスターもウェイトレスも気にする様子はない。〈学園〉関係の話題は一般人に対しては秘ひ匿とくする義務が関係者にはあるはずなのだが……榮太郎の方も特に声を潜めたりもしない。

　ちなみに。

　昨日あれだけ派手に榮太郎が魔法弾を乱射したにもかかわらず、どういう訳か店内には騒ぎの痕跡など微み塵じんも残っていない。それどころか『千バ年オのバ木ブ』の名前通り千年一日の如くまったりとして変わらぬ空気が店内には満ちている。

　魔法でも使わなければ到底一日で店内の修復を終えるなど不可能なはずだが――

「ひょっとして……あの人達も〈学園〉関係者なんですか？」

　との拓人の問いに――榮太郎はあっさり首を横に振った。

「いんや。違うよ。彼等は魔法使いじゃないしね」

「先輩か誰かが修復したんですか？」

「いいや」

「でも――それじゃ」

「まあそのうちわかるそのうち」

　にやりと笑ってはぐらかす榮太郎。

　それはさておき――

「俺の知り合いで沖縄に住んでいる作家がいるけどな。彼もバルティアと似たような事言ってたぞ。高額商品とか目立つ商品とかは割と本土から入ってくるんだそうだが、カプセル・トイとかは有名所しか入ってこないんだそうだ。単価が安いからわざわざ仕入れても手間ばっかり喰うだけで商売としてはあまり利潤があがらないとかで」

「はあ……」

「魔界だともっと状況は酷いだろうな」

　まあそれはその通りだろう。なんだかんだ言っても沖縄は同じ日本国内だが、魔界となると海外どころか異世界である。ただ行き来するだけでも大仕事だ。

　だが逆に言えばその労力を払い懲ちよう罰ばつの危険を冒してでもあのバルティアはカプセル・トイが欲しかったという事になる。

　少しげんなりした表情で拓人は言った。

「そこまで欲しいもんなのかなあ」

『でも……そんなオモチャ位、自由に輸入させてあげればいいんじゃないですか？』

　と書いて示す鈴穂。

　しかし榮太郎は肩を竦めて言った。

「そういう訳にもいかんだろ。条約で出入りできる魔族神族の数は限られているからな。どうしても需要が多いものが優先されてしまう」

「うーん……」

「何時の世でも割を食うのは少数派のディープなマニアなのさ」

　ふと遠い目をしてみせたりなんかして言う榮太郎。

　まあ彼が言うと色々な意味で説得力はあった。

「で――彼女はどうなるんです？」

「グシオンを筆頭に大悪魔クラス数柱の嘆願書が来ているからな……」

「なんでまた？」

「趣味を同じくする仲なか魔まなんだそうだ」

「…………」

　どうもこの〈学園〉に所属してから――というか榮太郎とのつきあいが始まってからは、とんでもない早さで悪魔とか神様とかそういうものに関するイメージが崩れていく様な気がする。

「人間に被害が出た訳でもなし。まあ軽く済むんじゃないかな。まあ同時に輸入品目の規制緩和の条約案も出てるが……こっちはどうなる事やら」

「案外、人間なんかより神族とか魔族の方がずっと俗物なんでは……」

　呆あきれた口調で言う拓人。

　その時――

「――こちらにおられましたか」

　台詞と同時にかろん――と鈴の音が鳴る。

『バオバブ』の扉を開きながら入ってきたのはエーネウスであった。

　外出の為か今はメイド服ではなく上品な白のワンピース姿で獣耳と尻尾も幻惑の魔法で隠されてはいる。一見すれば何処かの令嬢の様な雰囲気であった。

「おう――どうした？」

　榮太郎が振り返りながら尋ねる。

「シュタイン教授が至急連絡を取りたいそうで。ネコミミ同人誌大量密輸事件について話があると。どうも神界側で大規模な密輸組織が動いているとかで」

「むう――世に事件の種は尽きまじ……か」

　大きく頷いて立ち上がると榮太郎は拳を握り締めて言った。

「――行くぞ諸君。出動だ！」

「みゅーっ！」

　榮太郎に同調して拳を突き上げるタナロット。

　そんな二人を前に拓人と鈴穂は顔を見合わせ――

「…………もう勘弁してください」

　長い長い溜め息をついた。























　第三話　妙にモテるんですけど？
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　男は女性に縁がなかった。

　有り体に言えば女性と付き合った経験が全くなかった。もっとぶっちゃけて言えば――生まれてからずっと、全然、さっぱり、壊かい滅めつ的てきに女性にモテなかった。デートをした事もなければキスした事もない。当然ながら十八禁で嬉うれし恥ずかしな、あーんな事こーんな事の経験も皆かい無むであった。

　これで恋愛に興味がないとか性欲があまりないとか――そういう淡泊な性格ならば、まだそうそう切ない話にはならなかっただろう。あるいは実は異性よりも同性が良いとか。あるいは生身の人間より人形とか二次元の女の子の方が好きとか。

　だが。

　不幸にも男は……物もの凄すごく女好きだった。

　どれくらい女好きかというと「貴方の夢は？」と尋たずねられれば何の躊躇ためらいも示さずきっぱりと「ハーレム！」と両手の拳を握りしめて言える位に女好きである。

　だから彼はいつも不満を覚えていた。

　下半身の生理的な欲求はまあ何かと解消する手段があるが――それだけで心までは満たされるはずもない。むしろそうした代だい替たい策さくを講じれば講じる程に「本当の恋愛とその向こうにあるあんな事やこんな事はきっともっと凄いに違いないぞハアハア」とかそーゆー妄想ばかりが膨ふくらんでしまう始末。

　だから男は考えた。

『どうして俺はモテないのだろう？』

　彼は思った――モテない理由を解明しこれを全て除去してしまえば自分はきっとモテモテ（瀕ひん死し語）になるに違いないと。そして彼は真剣にその『モテない理由』を探し始めたのである。

『顔立ちが不細工な訳ではない』

『体格が貧弱という訳でもない』

『頭が悪いという訳でもないし』

『殊こと更さらに貧乏という訳でもない』

『おかしい…………』

『モテない要素など全くないではないか！』

　…………などと多分に主観の混入した分析を独りで展開している時点で、彼の問題点は明確に浮き彫りにされている感じではある。だが『灯台もと暗し』の格言通り、人間という奴はそもそもの前提や根本が間違っている場合には、意外にその事実を見落としてしまう事が多いというか、大概の場合にそこが間違っているとは考えもしないから思考の無限ループに陥おちいる訳で。それは男も例外ではなかった。

　ただし……この男の特異な点はその後に出た結論にあった。

『――そうか』

　男は六畳間のアパートで独り得とく心しんして頷うなずいた。

『俺は女運がないのだ！』

　考え抜いた末の結果としては、思わず聞く者がその場でつんのめりそうな馬鹿馬鹿しいものだが、男は大真面目だった。

　まあ……彼が女性に関して不運だったのは事実である。

　とにかくまるで呪われているが如ごとく、女性の事となると偶然が悪い方に悪い方にと作用する。しまくる。

　一生懸命口説いた相手はほんの少しの差で別の男にかっさらわれたり。何とかデートの約束を取り付けたと思えば電車が事故を起こして待ち合わせ時間に二時間も遅れたり。それでも諦めずに待ち合わせ場所に向かえば通りすがりの野良犬に嚙まれて服がぼろぼろになったり。大枚はたいて贈ったプレゼントは相手の一番嫌いな色だったり。やっと口説き落とせたと思ったら実は男だったり。エトセトラエトセトラ。

『俺は一生このままなのだろうか』

　男は暗あん澹たんたる気分で冬の夜空を見上げながら思ったものだ。

『神様。貴方は残酷だ。この世には女なんて掃いて捨てる位にいるのに、どうして俺はこうもモテないのだ。女の五人や十人俺の処ところに回ってきてもいいじゃないか』

　実際に神様が聞いていたら天罰の一つや二つもぶちかましたくなるよーな台詞であるが男には無論、自覚はなかったりする。

　やがて――諦めきれない男の考えはおかしな方向に向かい始めた。

　普通は「運がない」の結論に達すれば、そこである種の諦てい観かんが生まれるものだが、男の場合は違った。「自分は女性に縁がないのだ」と自己憐れん憫びん混じりの悟りを開ける程、男は性格が淡泊ではなかったのだ。

『運がないのならある様にすればいいじゃないか』

　容姿改善でも性格改善でも収入増大でもなく、大真面目に『運』を解決すべき問題に据えてしまったのだ。

　男は手始めに週刊誌だの青年漫画誌だのの裏表紙なんぞによく載のっている、見るからにいかがわしそうな護符だの幸運のペンダントだのを使ってみた。『モテてモテてこまるんです』とか『ヨグ・ソトース級の爆運が炸裂』とか『幸福兵器』とか『激運招来』とか『湧き出る幸運』とか『金の使い道がなくて困ってます』とか……まあそういう類たぐいの広告文が添えてあるものである。

　だが、そんなものが本当に効くのなら、この世に不幸な人なんざ一人もいない訳で。自衛隊を海外派遣するかわりに同じ費用でこの手のアイテムを大量生産して無料配布すれば良いのである。当然というか何というか百以上ものアイテムを買いあさって身に付けたり部屋に置いたりしてみたが効果なし。男は相変わらずモテないままだった。

　しかし……男は諦めなかった。

　何十万円もその手のアイテムに使っておいて、まだ男は懲こりていなかったのだ。

『方向性は悪くないはずだ』

『自分は間違っていないはずだ』

『効かないのは大量生産の粗悪品だからだ』

『ならば――』

　ここらで懲りれば良いのに……とうとう男はとことんまで間違ってしまった。

『確実に効く本物を』

『自分で造ればいいんだ』

『天才の俺ならばできる』

　更に悪い事に男は凝り性だった。

　そういう訳で男は見るからにいかがわしい『運気改善』アイテムを更にいかがわしく改良――と本人は思っていた――していった。

　無論、自己認識はともかくとして、現実には三流大学の文学部を教授のお情けで卒業したよーな男に本格的な魔法だの呪術だのの知識があるはずもない。だが彼は可能な限りに手間暇を掛けて様々な文献を読み漁あさり、気の遠くなる様な試行錯誤を繰り返してアイテムの『改良』に情熱を傾けた。『改良』に『改良』を重ねて彼の理想とする『モテモテ』状態を招く為のアイテム製作を続けていた。

　そして。

　彼の執しゆう念ねんは十年の歳月――それから貯金と職業と社会的地位と御近所や親戚一同の評判とその他諸々も――を費やして一つの完成品として結実する。

　それは指輪の形をしていた。

『これを〈指輪の女王ローデス・オブ・ザ・リング〉と名付けよう！』

　男は何の意味もなく安直にそう命名した。

『わははははははは！　ざまーみろ！』

　男は完成した指輪をまるで聖杯の如く捧げ持ちながらげらげらと笑った。

『克かつ美み、圭けい子こ、深み雪ゆき、智とも香か、ちえり、薫かおる子こ、葛くず葉は……ええとそれから……沙さ月つきに桜さくらに……ええと……まあとにかく色々！　俺の愛を受け容いれなかった哀れな女達よ！　貴様等はこの指輪を得てモテモテになった俺様を見て深く深く後悔する事であろう!!』

　男は部屋の中で夜遅くまで踊り狂った。

　明日より始まるモテモテ男伝説の前祝いだった。

『わはははは！　モテモテ！　モテモテ！　俺様モテモテーン!!　いひひひひひ!!』

　そして。

　公務員とは思えない位に屈強な体つきの税務署員達が差し押さえの札を片手に彼の部屋へと雪な崩だれ込んできたのはその翌日の事であった。

　社会生活そっちのけで指輪の研究に没頭していた男が税金など律りち儀ぎに払っているはずもなく――督とく促そく状じようは何度も何度もしつこく来ていたが、そんなものに目を通す暇があれば研究の為に使う男であった。当然ながら電話も訪問も無視。まあ電話はとっくの昔に止められてはいたが。

　とにかく――長年にわたる督促無視の結果として、たまりにたまりまくった未払いの税金は税務署員達に強制執行を促すまでの金額となっていたのである。

『返せええええええっ!!　それは俺の命よりも大事なものなんだああ！』

　泣き叫びながら虚むなしい抵抗をする男。

　だがそんな泣き言が国家権力の使徒に通用するはずもない。

　暴れ回る男を押さえ付け、税務署員達は容よう赦しやなく赤札をべたべたと男の家財道具に貼り、持ち運べそうなものは残らず持ち去った。

　そしてその中には問題の指輪も含まれていたのだった。

　でもって――……
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「――で。これがそうですか」




　榮えい太た郎ろうは多重封印の施ほどこされたケースの中に入っていた銀色の指輪をつまんでしげしげと眺めた。

　佐さ久く間ま榮太郎。

　召喚術を筆頭に様々な魔法を使いこなし、魔法使い達の学舎であるところの〈マジシャンズ・アカデミイ〉――通称〈学園〉において屈指の実力を持っていながら教師と生徒の中間という何とも収まりの悪い立場に自ら望んでいる青年である。

　容よう姿し端たん麗れい。頭ず脳のう明めい晰せき。一見すれば才色兼備の典てん型けいの様な人物なのだが……何ど処こか抜けているというか重要な部分のネジが欠けているかの様な緩みがその物腰にはある。限りなく『完璧』に近いが決して『完璧』の言葉で評される事のない男――それが佐久間榮太郎という魔法使いであった。

「質屋だの古物商だの色々な処を流れに流れてうちに回ってきたのだが」

　と――榮太郎の背後で言うのは一人の少年であった。

　年齢は十三か四といった処か。金髪碧へき眼がんの絵に描いた様な美少年で、上品な顔立ちに加えて子供らしからぬ落ち着いた物腰が独特の雰囲気を形成している。『王子』という言葉から多くの者が想像するのはきっと彼の様な容姿であろう。

　ただしこの少年は見た目通りの存在ではない。

　並外れて注意深い人間ならば、この少年の顔が人工物である事に気付くだろう。産毛まで備えた精巧極まりない代しろ物ものだが、やはり『本物』に比べると何処か生身としての俗臭を欠いた不自然な雰囲気が若じやつ干かん残ってしまう。

〈学園〉所属の高位魔法使い寒さ河が江み教授――彼が憑ひよう依いして使う傀儡人形サイコパペツトである。

　寒河江教授の本体が何処にいてどんな姿をしているのかは榮太郎さえも知らない。

〈学長〉は知っているらしいが語ろうとはしない。何にしても〈学園〉関係者が寒河江教授と言われて、まず脳のう裏りに浮かぶ顔はこの傀儡人形サイコパペツトのそれであった。

　今――榮太郎達がいるのは寒河江教授の研究室である。

『研究室』とは言うものの実際の見た目は白く四角いだけの空間だ。魔法使いの部屋というと壁一面を埋める書棚や奇怪なものを詰めた瓶が幾つも並べられた棚、あるいは部屋の中央でぐつぐつと煮えている釜なんぞを連想しがちであるが、そんなものは一つもない。そもそも家具調度品の一つも此こ処こにはないのだ。

　ただしこの部屋の床と壁とそして天井を覆っている白いものは壁紙にあらず――自由塑そ形けい素材物質である。寒河江教授が一声掛ければ瞬時に如い何かなるものにも変形し、この無愛想極まりない空間をロココ調彫刻の施された豪華なトイレから、チョバム・プレートに覆われた爆発物処理室まで、自由自在に装いを変える。

「しかしこれはまた……ややこしい構造してますねえ」

　と榮太郎が楽しげに言う。

　だが問題の指輪はただ肉眼で見る限り、ほとんど装飾らしい装飾もない様な、無愛想な代物でしかない。

「うーん。裸眼じゃ霊視しきれないな」

　彼はポケットから単眼鏡モノクルの様なもの――簡易霊視鏡を取り出すとそれを右眼に嗔はめてから改めてその指輪を眺めた。

「よくもまあ素人しろうとがこんな――いや。素人だからか」

「その通りだ」

　寒河江教授が頷く。

「普通の術式ならばいくらでも解体できるのだがな。これは事実上その男のオリジナル書式だ。ほとんど偶然の産物と言っても良かろうが――それだけに下手にいじくれん。何がどう繋つながっているのか一見しただけでは把握しきれんだろう？」

「確かに。杜ず撰さんと言えば杜撰な仕事なんですが――何というか相当に『濃い』ですな」

　苦笑して榮太郎は言った。

　この指輪は榮太郎達の様に本格的な――『本物の』魔法を学んだ者の作品ではない。

　だがそもそも魔法とは意志の力を物理的現象として作用させるという処に根本がある。それだけに魔法的な知識や技能がない者でも異常な程の執念や熱意を以もつて何かに当たると魔法的な効果が――恐ろしく非効率的で無駄が多いが――発揮される場合もままある。まして似え非せ的なものとはいえ呪術や魔法を学んだ者がその知識を総動員してこの指輪は造り上げられたのだ。非常に原始的だが魔法回路の様なものも一応組み込まれている。

　ただ……

　この魔法回路は試行錯誤と偶然の上に造られている。当然ながら指輪の機能とは全く関係のない書式が随ずい所しよに入っていたり、本来ならば意味のない書式が相互に影響し合っておかしな魔力場を形成していたりする。

　言ってみれば設計図も知識もないままにその場にある部品を片端から繋げていったら、偶然動く様になった機械の様なものだ。

　その結果――問題の指輪は、寒河江教授や榮太郎の様な達人アデプト級魔法使いでさえ一見しただけでは何処から手を付けて良いものかわからなくなる様な、複雑怪奇な代物に成り果てているのである。

　榮太郎の霊視覚に映る指輪は、まるで何十本というコードが絡まって出来上がった団子だった。

「一応〈迷宮倉庫〉に入れる前に大まかな鑑定を済ませておかねばならんのだが、何しろこの魔法回路だ。やけに手間がかかってな。手が空いていれば手伝って欲しい」

「ちと嗔めてみてもいいですかね？」

　窓辺に立って指輪を陽光に――まあ〈学園〉の太陽は異相空間内で擬似的に再現されたもので本物ではないのだが――透かして見ながら榮太郎が尋ねる。

「まあやめておいた方が良いだろうな」

　――と寒河江教授。

「問題の効果は実際に発揮されるんですか？」

「される。その点についてはその男には才能があったのかもしれんな。偶然も作用していただろうし、いびつで不完全な品にはなったが――ほぼ独学で実際に機能する魔法具を造り上げてしまったのだから」

「ふむ……」

「ただ女性を魅了するというだけならば良いのだがね。これは――」

　寒河江教授の台詞は唐突に途切れた。

　いや――遮さえぎられたと言った方が正しいだろう。轟ごう音おんと衝撃が〈学園〉校舎を揺さぶったのだ。無論、元々頑強極まりない物理構造に加えて数々の魔法によって核兵器の直撃にも耐える〈学園〉本校舎は、ちょっとやそっとの衝撃で崩くずれたりはしないが……魔法的な衝撃が含まれている場合や、補強の為の魔法式が何らかの原因で機能していなかったりする場合は、建物が衝撃を吸収しきれず床が揺れたりする程度の事はある。音の伝わり方からすれば今回は後者であろう。魔法の衝撃の場合はまた轟音の響き方が違う。

　それはさておき。

「おっと……ととっ!?」

　僅わずかによろめいた榮太郎は何の気なしに身体を支えるべく右手を窓枠につく。

　そして――

「――何事かね？」

　と空中に向かって寒河江教授が怒鳴ると――そこに四角く厚みのない『窓』がいきなり開く。魔法通信のインターフェイスだ。

　四角い映像の向こうには学園の治安を守るべく配置されている魔力駆動の大型ロボット……風紀ゴーレムが映っていた。眼も鼻もなく無ぶ骨こつ極まりない代物なのだが、代わりにその装甲は何処ぞの剣けん客きやく集団を思わせる段だら模様の塗装がなされ、腕には『風紀』と染め抜かれた腕章が巻かれて特徴となっている。

『[image: ]っ。[image: ][image: ][image: ]っ。[image: ]ーっ。[image: ][image: ][image: ]』

　余人には意味不明としか思えない声（なのか？）を上げる風紀ゴーレム。

　だが寒河江教授はどうやってかそこから意味を汲くみ取れるらしく、顔をしかめたり頷いたりして風紀ゴーレムの『[image: ][image: ][image: ][image: ]』を聞いている。案外、単純にモールス信号のようなものなのかもしれないが。

「またかね」

　溜め息混じりに寒河江教授は言った。

「ここ三日ほどはなかったから、彼女等も多少の分別は付けたのかと油断していた。短い平和だったな」

『[image: ][image: ]っ。[image: ]ー[image: ]ー[image: ]っ。[image: ][image: ][image: ]』

「わかっている。即座に羽は瀬せ川がわ鈴すず穂ほとタナロットを拘束。装備はＢの４。予備動力用のバッテリーを忘れるな。私もすぐに行く」

『[image: ]っ』

　敬礼する風紀ゴーレムのウインドウが閉じて消滅。

　寒河江教授は改めて長い溜め息を吐いてから榮太郎を振り返った。

「本当にどうにかならんのかね――あの二人は」

「…………」

　榮太郎は――曖あい昧まいな笑みを浮かべたまま無言。

「どうしたね？」

「ええと……ですね」

　珍しく露骨に白々しい愛想笑いを浮かべながら榮太郎は言った。

「すいません。落っことしました」

「………………」

　寒河江教授は一瞬黙り込み――

「まさかあの指輪をかね？」

　傀儡人形サイコパペツトの透明な美貌が驚愕と焦しよう燥そうに歪ゆがんだ。
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〈学園〉本校舎一階は壮絶な状態になっていた。

　一階の正面玄関の奥はロビーになっているのだが……壁やら床やらにはあちこちに亀き裂れつだの陥没だのが生じており、あちこちに置かれているベンチは粉々、粉ふん塵じんがもうもうと舞っており、何処かで何かが焦こげる匂いまでする。

　まるで戦場である。

　もっとも……驚いた事に人的被害は全くない。

　これは既すでに〈学園〉の者達が頻ひん発ぱつするこの事態に慣れつつある事を示していた。誰もが焦臭い空気を感じたらすぐにその場を離れる様になっているのである。中にはわざわざ観葉植物の鉢やらロビー中央に在るシーラカンスの水槽も持って――あるいは空間転移させて――逃げる余裕のある連中もいた。

　でもって。

　そんな閑散としたロビーの真ん中で二つの影が対たい峙じしていた。

　向かって右――そこには鳴めい動どうする空気に蒼く長い髪をなびかせている少女の姿があった。

　何処か地味めの衣装に包まれた身体の上に、やはり地味めの顔立ちが載っている。博多人形の様な何処か穏やかで清せい楚そな印象が強いが――積極的に他に訴えかける様な魅力には乏とぼしい容よう貌ぼうである。これまた野や暮ぼったい大きなレンズの丸眼鏡をしているから余計にそう見える。

　だがそれは黙って無表情に座っていれば……の話である。

　少女は今、ぎりぎりと剝むいた歯を軋きしらせつつ相手を睨にらみ据えている。清楚な顔立ちは無論変わらないのだが――しかし今少女の様子は猛たけり狂う野獣の趣おもむきを備えていた。

　少女の名は羽瀬川鈴穂。

〈学園〉においては生徒でも教師でもないが、その身に備えた特殊能力故ゆえに出入りを許されている一風変わった存在である。

「――てめえは」

　鈴穂が嚙み合わせた歯の間から押し出す様に言う。

「毎度毎度毎度毎度毎度毎度毎度毎度……ほんっ……とーに懲りない奴だな！」

　鈴穂が手に構えているのは見るからにいびつな形状をした剣とも小銃ともつかないもの。

　機剣〈ワルプルギス〉――爆縮型発電カートリッジによって駆動し、戦闘モードではプラズマの刃やいばを形成して重戦車でもぶった切る携帯用破壊兵器である。今その剣身はぼんやりと光を発しており、戦闘稼働状態にあるとわかる。

　そして〈ワルプルギス〉の切っ先の向こうには――

「みゅ。懲りないのはスズホの方なのである。経験が生きていないのである。老人ボケであるか？」

　と言ったのは――褐色の膚はだと紅い髪を備えた少女だった。

　鈴穂も小こ柄がらな方だがこちらはもっと小柄である。ただし脆ぜい弱じやくな印象は微み塵じんもない。

『力有り余ってます』という感じでぶんぶんと振り回している両腕も、ホットパンツからすらりと伸びる太股も見るからに健康的だ。その姿は見る者に南国の太陽やハイビスカスの花を連想させる。

　こちらの少女の名はタナロット。

　世間的にはタナロット・アンサーティンと名乗ったりもしているが彼女に本来、名字フアミリーネームはない。彼女はおよそ二千年振りに――そして創世時以降、史上二度目に『発生』した魔神であり、親や兄弟がいる訳ではないからだ。

　ただしそんな出自を聞かされても大抵の人間は首を傾げるだろう。尖った耳や赤毛を除けば、外見的にはタナロットは見るからに天てん真しん爛らん漫まんな元気少女――ただそれだけだからである。ただしその拳は一撃でコンクリートブロックを粉々に砕いてしまうのだが。

「誰が老人だっ!!」

「スズホは我より十七も歳上なのである。だから年寄りなのである。よぼよぼである」

「んな訳あるかっ！　てめえが赤ん坊なだけだろがっ!!」

　喚わめいて鈴穂は〈ワルプルギス〉を振り回す。

　ぶおん！　と空気を灼やく音を立てながら光の剣が伸びる。

　今はスタンモード――つまりは非殺傷モードなので鋼鉄をも切り裂くプラズマの刃ではなく力場によって封じられた電撃なのだが、まあ死なないというだけの事で当たれば死ぬほど痛いというか、まあえらい事になるのは変わりない。

　だが――どっちにしろ当たらねば全く無意味である。

「みゅっ！」

　タナロットはひょいと身を屈かがめて斬ざん撃げきをやり過ごす。

「こんのっ!!」

〈ワルプルギス〉から発せられた閃光が虚こ空くうを奔はしる。

　だがまたもタナロットは猿か軽かる業わざ師しを思わせる身軽さでこれをかわし、光る一撃は跳躍した彼女の三十センチ下を虚しく通り過ぎた。

「みゅみゅみゅっ!!」

「このこのこのこのっ!!」

「みゅみゅみゅみゅ――っ!!」

「このこのこのこのこのこのこのこのっ!!」

「みゅみゅみゅみゅみゅみゅみゅみゅみゅみゅみゅみゅ――っ!!」

　ぶんぶんぶんぶん。

　ひょいひょいひょいひょい。

　ぶんぶんぶん。

　ひょいひょいひょい。

　鈴穂が破壊兵器を振り回すたびに、天井やら壁やら床やらベンチやら掲示板やら、何かが壊れ何かが弾はじけ何かが砕けたりしている訳だが、当の鈴穂は無論、タナロットも全く気にしていない。

〈ワルプルギス〉の光撃が切り裂くのはせいぜいがタナロットの残像のみで実際には髪の毛一本すら切っていないし焦がしてもいない。代わりに周囲のものが壊れていくのである。

　色々な意味で無駄な上に迷惑この上ない二人であった。

「ぬがああああああああっ！」

「みゅ――っ！」

　で――まあ大抵の〈学園〉関係者は早々にこの二人の側から避難して、後は風紀ゴーレムだの何だのに任せるのが常なのだが、一人だけ避難していない者がいる。

「ちょっと、駄目だってば、二人とも！」

　そう叫ぶ少年。

　彼の名は羽瀬川拓たく人と。

　容姿としては一見すると何処にでもいそうな平凡な雰囲気の少年だが、彼は〈学園〉の魔法使い見習いにして鈴穂の従い兄と弟こであり――そして召喚魔法実技試験の失敗でタナロットを『創り出して』しまった人物である。

　そしてついでに言えばこの騒動の原因でもある。

　彼のその罪作りな善人ぶりの為に二人の少女は彼を取り合って争っているのだ。だからして彼が『喧嘩をやめて』と訴えても詮ない事というか――はっきり言って全くの無意味である。

　いや、それどころか既に手段と目的がごっちゃになってしまった上に限界までヒートアップしてしまっている少女達には彼の叫びなんぞ全く聞こえていない。

　挙げ句――

「ぬがあああああっ!!」

　鈴穂の振った〈ワルプルギス〉が、ロビーの床に何やら取り残されて転がっていた魔法具に接触。次の瞬間、魔法具は何か電流に反応する物質でも使っていたのか、〈ワルプルギス〉の高電圧によっていきなり大爆発を起こした。

　運の悪い事にその爆発の側に拓人はいて――

「わああああああああっ!?」

　ごろごろと吹っ飛ばされて転がっていく拓人。

　元々〈学園〉校舎の構造材には各種防御魔法や安全用の魔法――力場により空気の塊かたまり、文字通りの『エアバッグ』を構成して壁への衝突の衝撃を和らげるとか――が分子原子レベルで組み込まれてはいるのだが、鈴穂がリボンを解いて〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉の能力を解放している間、彼女の周囲では全く魔法は機能しなくなってしまう。

　拓人はそのまま校舎の外に転がり出てしまった。

「痛ててててて…………」

　顔をしかめて呟つぶやく拓人。

　彼はそのまま身を起こし――

「…………？」

　こつん……と彼の頭に当たったものがある。

　反射的に手を伸ばして頭から滑り落ちるそれを手に取ると……

「……指輪？」

　怪け訝げんそうに表情をしかめて拓人は呟いた。

　それは確かに指輪だった。

　銀色の特に装飾もないシンプルな形状の輪であったが、大きさからすれば指輪以外の何物でもない。円環の内側を見ると何やら細かい文字が彫ってあるが……虫眼鏡でもなければとても解読できない様な小ささだった。

「何だろう？」

　誰かの落とし物か。

〈学園〉の中で拾ったのだから誰かの魔法具なのかもしれない。だとすれば外見は単純でも手間暇掛けて造られたものだろう。きちんと落とし主を探して届けないといけない。

　そんな事を考えていると――
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　とか何とか掛け声のよーなものを発しながら、風紀ゴーレム部隊が拓人の側を通り過ぎて校舎の中へ雪崩なだれ込んで行く。毎度毎度暴れ回るタナロットと鈴穂を鎮圧する為に出動してきたのだろう。最近の風紀ゴーレムは予備の電力回路を積んでいて、〈宵藍の侵奪者ミツドナイトブルー・ヴアンパイア〉状態の鈴穂の側でも三分間は動ける様になっている。

「……あ」

　自分だけ蚊か帳やの外にいる訳にもいかない。

　拓人はポケットに指輪を入れて風紀ゴーレム達と共に再びロビーの中へ入って行く。

　なんだかんだで――その三分後、鈴穂とタナロットは風紀ゴーレム部隊によって鎮圧され、寒河江教授に毎度お馴な染じみの小言をたっぷり聞かされる事になるのだった。
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　――その日の夜。

　自宅に戻った拓人は、自室の机の上に拾った指輪を出して調べていた。

　指輪の裏側を拡大機能を持った携帯用霊視鏡で見てみると、文字以外にもやはり魔力回路の様なものが組み込まれており、今も魔力が充じゆう嗔てんされているのがわかる。

　ただ……

「……なんだこれ？」

　顔をしかめて拓人は呟いた。

　組み込まれている魔法回路が……稚ち拙せつなんだか高度なんだかよくわからないのである。半人前の魔法使いである拓人の眼から見ても、それは明らかに無駄が多く、中途半端な部分が多々見られるのだが……そもそも組み込まれている回路の量が半端ではない。まともにその魔力の流れを追おうとしたら何日もかかってしまうだろう。

「〈学園〉の関係者の造ったものじゃないのかな？」

　まともに魔法や魔法具製作の技能を学んだ者ならば、こんな無様なものは造らない。魔法具としてみればあまりにもこれは非効率的だった。その点に関してだけは魔法具製作は門外漢の拓人にもはっきりとわかった。

　しかも込められている魔力がまた不純物満載というか――あまりにも雑念が混じっていて魔力としてほとんど精せい錬れんされていない。ただしその量が膨大なので魔力の質が悪かろうが魔力回路が効率悪かろうが、かなりの魔法効果を発生させる可能性があった。

「うーん……」

　拓人は霊視鏡から眼を離してこめかみを指で揉もんだ。あまりにも細かく複雑なものを見続けたせいで、どうにも眼が疲れたのである。

「目薬――はこの間切れたんだっけ」

　呟いて拓人は立ち上がる。

「ん――未まだ間に合うかな」

　時計を見ると時刻は夜の八時五十五分。

　彼の住むマンションから歩いて二分の処に九時まで開いている薬局がある。確か絆ばん創そう膏こうだの何だの、他にも切れているものがあったのを想い出した拓人は、サンダルを履いてその薬局へ向かった。

　そして。

　彼が部屋を出て一分後……

『タクちゃん。お風呂空いたよ』

　開いたままの戸口からノートを片手に鈴穂が顔を見せた。

　ちなみに今は彼女の髪は黒く三つ編みに編まれており、その先端にはきちんとリボンが結ばれている。湯上がりなのにもかかわらずこの髪型なのは、リボンが『もう一人の鈴穂』――即すなわち昼間タナロットと乱闘していた方の人格と能力を封印する機能を有しているからである。

　ただしリボンを結んだ鈴穂は昔のとある事件で負った心理的外傷の為、失しつ語ご症しようの状態になってしまう。よって会話はいつもノートかプラカードを使うのである。

　それはさておき――

『タクちゃん？』

　眼を瞬まばたかせて鈴穂は無人の部屋を見回す。

　少し失望した表情で彼女は溜め息をついた。

　これでも拓人との関係を『単なる従い姉と妹こ』から『気になる異性』方向に少しでも進展させようと色々考えている鈴穂なのである。風呂上がりに拓人を呼びに来るのも、ちょっとは普段の地味な自分より色気が増しているのではないか――などと思うからだ。

　もっとも……『もう一人の鈴穂』の関係上、髪はきっちり乾かして三つ編みに結ってから、服も地味なパジャマに着替えてから、という状態なのであまり『風呂上がり直後の上気した肌が云うん々ぬん』という状態ではなかったりするのだが。さすがにバスタオル一枚で拓人の前に立てる程、大胆な少女ではない。

　それはさておき――

「…………？」

　鈴穂は拓人の机の上に置かれていた銀色の円環に気付いた。

　地味な感じの指輪だ。宝石の一つでも嗔っていればまた印象が変わるのだろうが、表面には特に装飾らしい装飾もない。

　だが見方によっては、それは婚約指輪や結婚指輪の様にも見える。

　拓人のものだろうか。

　だが――鈴穂が知る限り拓人が指輪をしていた事はない。

（私へのプレゼント――）

　などと物凄く都合の良い解釈を脳裏に浮かべてから鈴穂は溜め息をついた。

（……な訳ないよね）

　そんな気の利いた少年ならわざわざ『風呂上がりの色気がどうの』などと考える必要などないのである。もっとも毎年、鈴穂の誕生日だの記念日だのには忘れずきちんと贈り物をしてくれる事を思えば、単に気が利かないだけという訳でもなかろうが。

　淡泊なのか生き真ま面じ目めなのか、あるいは途方もない位に克こつ己き心しん旺盛なのか、鈴穂やタナロットと一緒に住んでもう二カ月以上になるが、拓人はいつもの通りで三人の関係には何の変化もない。

　まあ普段からタナロットがベッドに裸で潜り込んだりなんかしているのに拓人が手を出していない事を思えば、今更鈴穂がちょっとやそっと色気を醸かもしだしたからといって状況が変わるとも思えないのだが。

　とはいえ……

「…………」

　鈴穂はふと指輪を手にとってみる。

　よく見ると彼女の指には少し大きいかもしれないが――少なくとも「嗔めたらぴったり過ぎて抜けなくなった」などと漫画の様な事にはなるまい。拓人の眼がない事もあって、鈴穂はちょっとした悪戯いたずら心でその指輪を自分の薬指に嗔めてみた。












「…………」

　くすっと小さく笑って指輪を嗔めた手を蛍光灯の光にかざす。指輪はまるで鈴穂の行為に応じるかの様に――意味ありげな感じできらりと輝いて見せた。

　その時。

「あ――鈴穂」

　拓人の声が背中に当たる。

　薬局に出掛けていた拓人が帰ってきたのだ。

　鈴穂はびくりと身を竦すくませて――振り返りながらも慌てて指輪を嗔めた左手を背後に隠した。きっと拓人は勝手に指輪を嗔めても怒ったりはしないだろうが……何となく後ろめたかったのである。

「どうしたの？」

『タクちゃん。お風呂空いたよ』

　慌てて先のページをめくって示す鈴穂。

「うん。わかっ――」

　そこまで言いかけて。

「…………」

　拓人は瞬きした。

　まるで――長い長い夢から醒さめたかの様に。

『タクちゃん？』

　これも先のページを示して首を傾げる鈴穂。何がどうという訳ではないのだが……拓人の様子が変わった様な気がしたからである。

「…………」

　拓人は尚なおも瞬きしながら鈴穂を見つめている。まるでそれまで気付かなかった鈴穂の魅力を確認しようとでもするかの如く――

「――鈴穂」

『なに？』

「一緒にお風呂入ろうか」

『うん。わか』

　書きかけて。

「…………!?」

　鈴穂は硬こう直ちよくした。

　今の台詞は何なのか。一体誰の台詞なのか。

　いや……この部屋には今のところ鈴穂と拓人しかいない訳で。鈴穂が言ったのでなければ、それはつまり消去法的には拓人の口から出た台詞になってしまう訳で。

　しかし――

『タクちゃん？』

「一緒に入ろう――鈴穂」

　優しく微笑みながら拓人が近付いてくる。

　いつもの拓人のそれと寸分変わらない笑顔。変わらない声音。これは間違いなく拓人だ。誰かの変装とかそういうものでは断じてない。どんな変装とて拓人とは十年を越える付き合いもある鈴穂の眼を欺あざむけるはずもない。

　だからこれは拓人だ。間違いなく羽瀬川拓人本人である。

　けれども――

『あの。えと。タクちゃん。わわわたしはもうお風呂入ったから』

「もう一度入ろう」

　言って更に迫ってくる拓人。

『でもでもあのタクちゃんと入るのが嫌とかそういうのじゃなくてそりゃ幼稚園の頃は一緒に入ったりとかしてたけどほら私達もう高校生であのその心の準備とかそーゆーのが』

　滅茶苦茶な字で書き散らしながらも思わず後ろに下がる鈴穂。

　まあ拓人がその気ならば基本的にキスだろうとその先だろうと先の先だろうと否はない鈴穂なのであるが、さすがに何の心の準備もなくいきなり――となると羞しゆう恥ち心しんだの何だのが先に立つ。

　しかし……

「何を今更」

　拓人は笑みを深めて言った。

「僕達の仲じゃないか」

『いえあのその』

「鈴穂――」

　拓人は更に一歩踏みだし――言った。

「好きだあああああああああああっ!!」

　言いながら――というかほとんど絶叫しながら拓人はどこぞの怪盗の三代目の様に鈴穂に向かって飛びかかる。

「…………!!」

　さすがの鈴穂もビビって後退するも――すぐ後ろは壁。

　そういう訳で鈴穂は飛びかかってきた拓人と絡み合って床に転倒した。しかし拓人は止まる事なく、そのまま鈴穂の服を脱――

　その時。

　もともと緩かったせいか……彼女の指から先程嗔めた指輪が外れる。床に落ちた銀色の指輪はころころとそのまま転がっていき、壁に当たって倒れた。

　そして。

「…………え？」

　声を発したのは鈴穂の上にのしかかった体勢の拓人自身であった。

「え？　あ……ええええっ!?」

　自分達の状態に気付いて思わず驚愕の声を上げる。まるで今度こそ悪い夢から醒めたかの様に眼を瞬かせて――言い訳する相手を捜すかの様に視線を左右に彷徨さまよわせる。

　んでもって――彼の下には。

『タクちゃん』

　などと真っ赤になりながらも目を潤ませて彼を見上げている半裸の鈴穂（覚悟完了状態）がいたりして、しかもその脱ぎかけのパジャマの裾は拓人の右手がしっかりと握り締めていたりなんかして……

「いや、あの、その、ええと――」

　すっかり数秒前の鈴穂と同じ反応を示してひたすら狼ろう狽ばいする拓人。

　そこへ――

「みゅ？　なんであるか？」

　ひょい――ともう一人の同居人であるところのタナロットが顔を出す。

「みゅみゅみゅっ!?」

「いや、あの、その、これは違うんだ、違うんデスよ？　ええとね？」

　さすがにこの状況には驚いたのか、その場に立ち尽くしているタナロットに、しどろもどろで言い訳――にもなっていないが――をする拓人。

　それを聞いているのかいないのか、タナロットはしばし二人を眺めていたが――

「我も混ざるのである！」

　ぱっと表情を輝かせると拓人にしがみついてくる。

「ちょっと待て!?」

「混ざるのである！　我も混ぜるのである！　二人だけでずるいのである！」

「だああっ!?　『混ざる』って何にだよ!?」

　鈴穂とタナロットの間に挟まれてもみくちゃにされながら拓人は悲鳴を上げた。
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　んでもって――十分後。

『魔法具？』

　未いまだ若じやつ干かん羞しゆう恥ちに顔を赤らめながら鈴穂がノートを指し示す。

「多分ね」

　と拓人は頷いた。

　何とかタナロットと鈴穂から身を引き剝はがして二人を落ち着かせた後、拓人は自分の意識がおかしな具合になっていたのは鈴穂の嗔めていた指輪の影響だと判断し、とりあえずこれを手近にあった薬瓶の中に入れて簡易封印の術式符を貼った。これで魔力的な効果が漏もれてくる事はないはずだった。もっともあくまで簡易封印なので符を破けば効果は消滅するし、一定以上の魔力が内側から放射されればあっさり封印は決けつ壊かいしてしまうが。

「さっきもちょっと調べてたんだけど」

　と言いつつ指先で指輪の入った小瓶をつつく。

「魔法の術式が組み込まれているのは間違いないんだ。ただ、なんて言うか妙に複雑な上に意味不明な式が多くて、どんな機能を持っているのかはよくわからないんだよね」

　拓人は腕を組んで言った。

「多分さっきの状況から察するに『魅了チヤーム』か何かの魔法が組み込んであるんだと思う」

「チャームとは何であるか？　ネコミミ少女剣士であるか？」

　と首を傾げてタナロット。

「……何の話だよ。『チャーム』ってのは魅惑するって意味。まあこの指輪の場合は恐らく精神操作系の魔法だね。指輪がはずれたら元に戻った事を思うとあくまで影響は一時的なものみたいだけど」

『そうなんだ』

　と書く鈴穂は若干残念そうである。

「とにかく……効果も大体わかった事だし、特に危険な術式が仕掛けてある訳でもないようだから、明日〈学園〉の教務課に届けるよ。これだけ変な術式ならすぐに持ち主もわかるだろうし」

　そう言って拓人は瓶を自分の机の上に置くと、欠伸あくびをしながら風呂に入るべく部屋を出て行った。

　だが……ここで拓人は重大な失策を冒おかした。

　札付きの朴ぼく念ねん仁じんも思わず我を忘れて乙女を押し倒す程に強力な『魅了』の魔法が掛けられた指輪。

　こんなものを目の前に置かれて、恋する少女が黙って見ているはずもない。猫に鰹かつお節ぶし、馬に人参、悪代官に山吹色。手を出してしまうのは必然とさえ言えた。

　まして鈴穂は一度これを嗔めている上に「特に危険な術式が仕掛けてある訳でもない」と拓人自身が言っている。得体の知れない魔法具に対する拒否感はもうほとんどなかった。

「…………」

　鈴穂はそっと式符の貼ってある薬瓶を手に取る。

　その様を見たタナロットは首を傾げ――

「スズホ。何をするのであるか？」

『何でもないのよ？』

　慌ててそう書く鈴穂。

　だが――

「そうなのであるか？　我はてっきりスズホが抜け駆けしてその指輪を使ってタクトをチャムるのかと思ったのである」

『そんな訳ないじゃない』

「そうなのであるか？　ではそれを我に渡すのである」

『駄目！』

「何な故ぜであるか？」

『タナロットこそ、これを使ってタクちゃんを虜とりこにしようとか思ってるでしょ？』

「そんな訳ないじゃない、である」

「…………」

「…………」

　じり……と小瓶を持ったまま後退する鈴穂。

　同じだけ前に出るタナロット。

　でもって――

「みゅーっ!!」

　闘牛も青ざめる程の勢いで突進してきたタナロットをぎりぎりでかわす鈴穂。

　どかんと音を立てて壁にめり込む猪ちよ突とつ猛もう進しん娘をその場に置いて、鈴穂は小瓶を持ったまま部屋を飛び出した。

　マンションの中ではタナロットが邪魔をして指輪を嗔めさせてくれないだろう。部屋に閉じこもって鍵をかけても、タナロットにとっては木製の扉など薄紙も同然だ。ここは何処か一旦邪魔の入らない場所に行く必要があった。

　鈴穂は小瓶を握り締めたままマンションの廊下に走り出る。

　だが――

「待つのである!!」

　どがん、と扉が開くのももどかしげにマンションの玄関ごと吹っ飛ばすと、タナロットが追ってくる。

『待つわけないでしょ！』

　と書く割には律儀にプラカードを示してから、鈴穂はちょうど同じ階に来ていたエレベーターに飛び乗って『閉』を押す。

　だが……

「みゅ――ッ!!」

　猛然と廊下を突っ走ってくるタナロット。

　鈴穂はエレベーターの『閉』ボタンを一秒十六連射のノリで乱打するが、それで扉の閉まる速度が速まるはずもない。間違いなくタナロットは閉まりきる前に扉の間に割り込んでしまうだろう。

　しかし――

『あ！　タクちゃんがヤンバルクイナのコスプレしてリンボーダンス踊ってる！』

「みゅ!?」

　掲げられたプラカードを見て思わず立ち止まり振り返るタナロット。だがまあ当然そこには誰もいない。タナロットはきょろきょろと周囲を見回し――

「みゅ？　みゅみゅ？　何処であるか？　タクトが何処でコスプレをしているのであるか？　スズホ――」

　ともう一度エレベーターを振り返ると、扉は閉じきっており、その向こうにはもう鈴穂は当然の如くいなかった。

「…………」

　眼を瞬かせてしばし黙考するタナロット。

　時計の秒針が半周する。

　でもって――

「スズホ、ずるいのである!?」

　ようやく自分が騙だまされた事に気付いたタナロットはそう叫んだ。
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（これで何とか――）

　式符の封を破って小瓶から指輪を取り出したと同時にエレベーターは一階に着いた。鈴穂は小走りにマンションの玄関を通り抜け外へ出ながらその指輪を指に――

「待つのである！」

　その声は頭上から聞こえた。

（まさか――）

　そのまさかそのものであった。

　半ば反射的に頭上を振り仰いだ鈴穂は、遙かな高みからスカイダイバーよろしく両手両足を広げて落下してくるタナロットの姿を見た。階段を駆け下りるよりも飛び降りる方が早いと判断したらしい。

　思わず蒼そう白はくになって飛び退のく鈴穂。

　――ごがんっっ!!

　彼女が一瞬前まで立っていたアスファルトにタナロットは身体全体でめり込んだ。

　人間なら全身粉ふん砕さい骨こつ折せつで即死だが、生あい憎にくとタナロットは人間ではない。かえってアスファルトの方が粉砕されて塵じん煙えんをもうもうと立ち上らせていた。

　その中からゆらりと立ち上がるタナロット。

「スーズーホー」

　ぱらぱらとアスファルトの破片を身体から振り落としながらタナロットはずい――と前に出た。

『少しは常識ってものを知ってよ！　お願いだから！』

「指輪を渡すのである！」

『しつこいっ!!』

　律儀にそう書きながら走る鈴穂。

　さすがに十数メートルの垂直落下は堪こたえたのか、単に足下に転がるアスファルトの破片につまずいたのか、とにかく彼女に優まさる俊しゆん足そくのはずのタナロットは若干出遅れて距離が開いた。といっても、せいぜいが百メートル余りなのだが。

　何にせよ――このままではすぐに追いつかれて指輪を奪われてしまうだろう。

　体力方面の勝負では鈴穂に勝ち目はない。咄とつ嗟さの事だったので〈ワルプルギス〉も部屋に置いたままだから、戦う訳にもいかない。

　いや……そもそも指輪を嗔めたとしても、タナロットが乱入してくれば拓人と●●●な事や×××な事に及ぶのはさすがに無理だろうから、あの赤毛のお邪魔虫を一定以上の時間、マンションから遠ざけておく必要がある。

　となれば――

（……試してみようかな）

　ふとそんな事を鈴穂は思う。

　実は鈴穂はタナロットと喧嘩する上で幾つか思い付いた事がある。

　ただしそれらを実際に使った事はない。いくらなんでもそれは酷ひどい、と使うのを躊躇った案も幾つかあるし、著しく場所や状況を選ぶ案もあるからだ。

　とはいえ――

（このままついてきてくれれば――）

　鈴穂は近所の地理を脳裏に描きながら目的の場所に向かって走った。
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「未だ見つからないんですか？」

　佐久間榮太郎の使い魔エーネウス・ザ・バージェストは呆あきれた様子で言いつつ、持参したポットから差し入れの紅茶を注いだ。

　彼女の正体は『見た者は数日で死ぬ』とも言われ炎の息を吐き猛速度で直線を駆ける魔物、黒犬獣であるが、今現在は黒髪に黒瞳、すらりとした体たい軀くにメイドの衣装を帯びた美女の姿に化身している。彼女が黒犬獣である事の名残なごりはその頭部に生えた一対の獣耳と黒いスカートの裾から覗のぞく尻尾のみだった。

「うーん。誰かが拾ったかな」

〈学園〉本校舎の前に座り込みながら榮太郎が溜め息をつく。

　彼のすぐ側では作業用の疑似精霊が十数体、わらわらと動きながら問題の指輪を探していた。

　ちなみに普通はこの使役用の疑似精霊、身長三十センチ程、泥人形の様に目鼻立ちのない曖昧な人型をしているのだが、榮太郎の使うそれは多少カスタマイズしてあって、いずれも身長一メートル弱、エーネウスを三頭身程に縮めて、目鼻立ちをデフォルメした感じの姿をしている。それらが箒ほうきやらチリトリやらを携たずさえて榮太郎の座る周囲の地面を動き回っている様子は何処か微笑ましい光景ではあった。

「占術科に頼んではどうです？」

「いやまあこの程度の失せモノ探しの占いなら自分でするけどな。すぐ見つかると思ったんだよなあ」

　紅茶のカップを受け取りながら榮太郎は言った。

「しかし誰かが拾ったとなると……まずいな。まあそうそうこの〈学園〉に拾った指輪を嗔める奴がいるとも思えないけどな」

　この魔法使いの園で拾った指輪ともなれば普通はまず魔法具である事を疑うだろう。そうすればそれが、一見しただけでは効果さえ判然としない、妙に入り組んだ魔法式が組み込まれている事くらいはわかるはずだ。この時点でまず良識ある魔法使いなら自分の指に嗔めたりはしない。

　とはいえ――

「そんな危険なものなんですか？」

「結果的にね」

　と言って榮太郎は肩を竦めた。

「素人の作だからな。魔法の効果定義がどうも曖昧でな」

「それは――確かに機能や使い方によっては危険ですね」

「それを拾った奴も気付いてくれればいいがね。基本機能が基本機能だけに、そっちに眼を奪われて、案外こういう落とし穴に気付かない奴も多いんだよなあ」

　直接的に攻撃の魔法や破壊の魔法が仕込まれていなければ、危険な魔法具ではない――と思いこんでしまうのはあまりにも早そう計けいだ。

　例えばただの水ですら無理矢理大量に飲むだけで脳のう水すい腫しゆを起こすし、生物が生きるに必要な酸素すら高濃度では生物の生理機能を破壊して死に至らしめる。事ほど左様に大概は無害な代物でも、特定状況下では猛毒の如き効果を発揮する場合もあるのだ。

　だからこそ魔法の効果定義というものは厳密たる必要がある。適当で曖昧な効果を定義すると、術者が予想もしなかった副作用を発揮したりするからだ。

「それにあの指輪、製作者が凝り性だったのか、付加機能が多くてな」

「付加機能――ですか？」

　首を傾げるエーネウス。

「俺の記憶に間違いがなければ、あの式の中にはフィッティング機能とかも付いていたはずだ。まあごく単純な、言ってみれば形状記憶合金の様なものだがね」

「フィッティング――つまりそれは嗔めていると指に合わせて変形すると？」

「そういう事。大体五分も嗔めてると簡単には外せなくなる」

「…………」

「まあ製作者が他人に取られたりとか、落としたりとか、そういうのを恐れたんだろうけどさ」

　榮太郎は苦笑した。

　指に嗔める前に差し押さえられていてはそんな機能が付いていてもしょうがない。

「何にしろこれだけ探してないって事は誰かが拾ったか。しょうがない――」

　言って立ち上がると榮太郎は指を鳴らす。

　三頭身エーネウスの群れはその瞬間、まるで軍隊の如く一糸乱れぬ動きで整列。榮太郎がもう一度指を鳴らすと一斉にちょいと両手でスカートをつまんで優雅に――まあ三頭身なのでいまいち妙な感じだが――一礼してから消滅した。

「いっちょ久し振りに水晶球でも覗くか。すまんが用意を頼む」

「御意」

　疑似精霊達と同じくエーネウスはスカートをつまんで優雅に一礼した。
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　タナロットは走っていた。

　目標は言うまでもなく鈴穂である。

　どうも鈴穂は拓人の部屋に在った魔法の指輪を使って拓人とラブラブ（死語腐敗中）な関係を強制的に築こうとか邪悪な事を考えているらしい。

　――そんな事を許してはならないのである。

　そうタナロットは考えている。

　何故なら、なかなかベタベタしたりイチャイチャしたりしてくれない引っ込み思案の拓人と、その指輪を使って思う存分にベタベタイチャイチャしまくるという案はタナロットも考えたからである。

　まあタナロットの場合は、鈴穂に比べてベタベタイチャイチャの先にある十八日の禁曜日な行為についてはあまり想像が及んでいなかったりもするが。

「みゅうっ！　スズホ、何処行ったのであるか!?」

　夜の街を駆けずり回りながらタナロットは顔をしかめてそんな事を言う。

　実はタナロットは先程から何度も鈴穂を見失っているのである。

　そもそもタナロットと鈴穂では脚力が全く違う。タナロットの場合は本気で走ればスポーツカーとゼロヨンを争うのも可能だが、さすがに生身の人間である鈴穂はそうはいかない。直線道路であれば多少の距離はあっても十秒と保たずに鈴穂は追い付かれていただろう。

　だが地の利は圧倒的に鈴穂の方にあった。

　鈴穂はこの街で生まれ育った上に、自分の実家や、今現在住んでいる拓人のマンションの周辺は小さい路地裏まで精通している。対人恐怖症の傾向のある――今は大分薄れてきたが――彼女は、できるだけ人ひと目めにつかない道とか、裏道抜け道といったものにやたらと詳しいのである。

　対してタナロットはといえば、周辺地域の地図は頭の中に入っているものの、それはあくまで面としての地図を覚えているだけであって、『道』がどう繋がってどう続くのかを線的に覚えている訳ではない。

　この為に、迷子になったりはしないのだが、鈴穂を追う上での応用性がなく、入り組んだ道に入られるとすぐに見失って立ち往生してしまうのである。

　これに加えてタナロットは文字通り猪ちよ突とつ猛もう進しんだ。

　高速走行中の車が急に止まれないのと同じく、どうしても慣性の法則という奴が彼女から小回りを奪うのだ。あと一メートル、という処で鈴穂が角を曲がったりすると、即座に対処できずに三十メートルほど直進してからようやく止まって――それも壁やら塀やらにめり込む位に激突した末に――ようやく戻ってくる始末である。

　まあ人間に数倍する脚力を活いかして周辺地域を虱しらみ潰つぶしに走り回るとすぐに再発見はできるのだが、このロスのせいでタナロットは十五分近く経った今も鈴穂を捕まえられないでいた。

「みゅー……」

　タナロットは唸うなった。

　ひょっとしたらもう鈴穂は指輪を嗔めてマンションに戻っているかもしれない。そうなったらまずい。とてもまずい。細かい事はよくわからないけどまずいという事はタナロットにもよくわかった。

　その時――

「みゅ!?」

　視界の隅を見覚えのあるリボンが揺れる。

　間違いない。鈴穂のリボンだ。頭隠して尻隠さず。身体はきちんと壁の向こうに隠れているのだが――夜の薄闇の中で彼女の白いリボンはやけに目立っていた。

「みゅうううう――っ!!」

　夜の十時も過ぎて、近所迷惑にも盛大な音量で雄お叫たけび（つーかなんつうか）を上げながらタナロットはそちらに向かって突っ込んで行った。

　伸ばした手がリボンに触れる――

「――みゅ？」

　かと思った瞬間、スカッと手は空を切った。いや、確かにリボンは摑つかんだのだが、そのリボンの先に鈴穂はいなかったのだ。

　リボンはただ建物の壁とそこを這う塩ビ排水パイプの間に挟んであっただけであった。

「みゅみゅみゅっ!?」

　前記の通りタナロットは急には止まれない。

　そういう訳で彼女はだだだだだ、とそのまま真っ直ぐに走って行き、慣性の法則に促されるまま、立ち塞がる柵もぶち破って更に数歩――

　十歩目で地面が消えた。

「みゃ――っ!?」

　思わず声を上げるタナロット。

　無論、マンションの十階から飛び降りても平気な彼女であるから、十メートルや二十メートルの落下では傷一つつかない。とはいえやはりその気になって飛び降りるのと、いきなり落っこちるのとでは覚悟が違う。

　しかも――

　……どぼーん。

　タナロットが落下した先には水があった。

　がぼぼぼぼ。

　大量の泡を口から吐き出しながらタナロットは手足を派手に振り回して藻も掻がく。

　彼女が落ちたのは市民プールの一つだった。それも幾つかあるプールの中でも飛び込み用の特に深い奴だ。無論、流石さすがに十メートルも二十メートルもないのだが、それでも水深三メートルは十分にある。

　そして。

「んみゃ……みゃ……みゃあああっ!?」

　実は――タナロットは泳げなかった。

「……思った……通りだ……な」

　そう言って、ゆらりとプールサイドに姿を現したのは、リボンを解いて蒼い髪となった鈴穂であった。彼女としても余裕のある作戦ではなかったのか、全身にびっしょり汗をかいてハアハアと息を荒げている。

「フィジカル・モンスターの……テメーだから……ついつい見落としがちだったけど……ひょっとして――と思ったら案の定」

　ばちゃばちゃと水を跳ね飛ばしながら溺おぼれているタナロットを、勝ち誇った表情を造って見下ろしながら、鈴穂は言った。

「知識はあっても体験に裏打ちされた感覚が付いてこない――タクちゃんの言った通りだ。テメーは知識として泳ぎ方は知ってても、その通りに身体を動かす事に慣れてねーんだ」

　そう。これは魔神タナロットの弱点の一つだった。

　生まれたばかりの彼女は、基本的に経験の蓄積があまりに少ない。誕生の際に拓人の脳から基本的な知識は転写されているのだが、当然ながらそれは知識として彼女の頭の中にあるだけで、実体験としてのそれと繋がっていないのである。

　彼女が猪突猛進なのは性格もあるが、こういう部分も影響しているのだろう。慣性の法則は知っていても、それがどの程度の速度でどの程度自分の身体に影響を及ぼすのか、微妙な違いがよくわかっていないのである。

「みゃう……がぼぼ……スズホ、ずる…………がぼぼぼ……」

「沈め、タナ郎！」

　叫んでプールサイドにあったビート板を投とう擲てきしまくる蒼髪の鈴穂。どかどかと頭上に落ちてくるスチロールの板を何発も喰らって、ただでさえバランスのとれないタナロットは、更に姿勢を崩し――

　…………

　十分後。

　まるで水死体の様にタナロットはプールの水面にぷかーんと浮かんでいた。

「はあ、はあ、はあ……」

　さすがに鈴穂も消耗したのか、肩で息をしながらプールを漂うタナロットを眺めている。

「勝った……」

　勝利の感慨をしみじみ嚙み締めて鈴穂は呟く。

　ちなみに今回の勝利はあくまでタナロットが生まれたてであり、自分の身体運用に慣れていないから、という条件があっての事である。つまり、次からはもう通用しないかもしれない訳で……その意味では感慨もひとしおであった。

「……さて」

　鈴穂はプールサイドに漂ってきたタナロットを引き上げる。まあ放っておいても魔神であるタナロットは死んだりはしないが、溺死体の様な状態のタナロットを、放置して帰ったりするのもさすがにちと鬼き畜ちくに過ぎる様な気がしたのである。

　すっかり目を回しているタナロットを引きずって、鈴穂は市民プールを出た。いくら夜で人がいないとはいえ、ばちゃばちゃと騒ぎまくっていたので、警備の人間が来てもおかしくはないからだ。

　数十メートルほど、タナロットを引きずって歩いてから、さすがに鈴穂も体力が尽きてその場に座り込んでしまう。まあ三分ほど休憩したら体力も多少は戻るだろう。そうしたらタナロットはここに置いてマンションに帰るつもりだった。

　だが――

「ふふふふふふふ――」

　ポケットから出した指輪を見ると自然と笑みがこぼれてしまう。

　これさえ嗔めればあの煮え切らない優柔不断の見本の様な拓人も、一転して鈴穂に迫ってくるに違いない。黒髪の方の鈴穂は心の準備がどうのとか腑ふ抜けた事を言っていたが、蒼髪の方の鈴穂は、そんなものは三年も前に済ませてある。

「拓人。今度こそは逃がさないからね」

　と言って獲物を狩る猛獣の様な表情で笑う鈴穂。

　指輪を自分の薬指に嗔める。

　それは別に劇的に光や音を放ったりはしなかったが、多少大きい事もあってするりと彼女の指に嗔った。

「……やっぱちと大きいか。かといってサイズ調整する訳にもいかねーだろうしなあ」

　なんと言っても魔法具である。指輪のサイズ調整くらいは何処の宝石店でもしているだろうが、迂う闊かつにいじって『魅了』の機能が損なわれては全く意味がない。

　まあ指輪のサイズはとりあえず少しの間だけ我慢すれば良いだろう。

　一度そーゆー関係に雪崩れ込んでしまえば、拓人の性格からして『一時の気の迷い』とかそういう言い訳をして逃げたりはしないはずだ。要は一線を越えるきっかけになりさえすれば良いのである。

　でもって――そうなるといずれは結婚に行き着いちゃったりする訳で。

　脳裏に浮かび上がるワンシーン。

『汝なんじ、ハセガワスズホ、ハセガワタクトヲ夫トシ、病メル時モ健ヤカナル時モ、苦楽ヲ共ニスル事ヲ誓イマスカ？』

『誓います！』

『汝、ハセガワタクト、ハセガワスズホヲ妻トシ――以下略。誓イマスカ？』

『誓います』

『結構デース。デーハ、誓イノ指輪ト、本日ノメインイベント、接くち吻づけヲ。イエー』

　などと何故かデビッド・キャラダイン風の外国人神父が片言の怪しい日本語で促す中、森の奥の小さな教会で結婚式を挙げたりなんかして――

「うふふふふふふふふふふふふふ」

　テントウムシがサンバに合わせて踊り狂いそうな妄想に、あられもなく耽たん溺できしながら笑みを漏らす鈴穂。傍はた目めには激烈に気味悪かったりするが、幸せの妄想に浸りきった彼女にしてみれば知ったこっちゃない。

　そして――

「……みゅう」

　傍かたわらで声がする。

　どうやらタナロットが息を吹き返したらしい。だが鈴穂は妄想にずぶずぶと沈んでいる最中で気付きもしない。

　だが。

「みゅう…………」

　むくりと身を起こして鈴穂を見るタナロット。

　気絶から復帰したばかりの彼女の表情は何処かとろんとしていて、曖昧なものが多分に残っているが――

「みゅう……う……？」

　その曖昧さに微妙なものが突然混じる。

　そして――

「うふふふふふふふふふふふ」

　尚も妄想に耽ふけりまくる鈴穂の首筋にふっとかかる吐息。

「うふふ――ひゃっ!?」

　思わず身を竦めて振り返る鈴穂。

　そこには。

「みゅうううう……」

　頰ほおを紅く染めてとろんとした目つきで彼女を見つめるタナロットがいたりして。

「――へ？」

「……スズホ」

　タナロットはべちゃりとスズホの身体にしなだれかかりながら言った。

「よく見るとスズホは可愛いのである」

「――はあ？」

「たまらないのである。スズホ。我はスズホに一目惚れなのである。切ないのである。この気持ちはきっと愛なのである……」

「ちょ――ちょっと待てっ!?」

　鈴穂は喚いて飛び下がる。

　こいつは何をいきなり血迷っているのか。

　まあタナロットは同性の鈴穂が見ても可愛らしい容姿と性格はしているが、鈴穂にはその手の趣味は微み塵じんもないので、迫られても嬉しくない。というかむしろ気き色しよく悪い。

　そもそもタナロットが好きなのは鈴穂同様に拓人であるはずで、こんな不自然な――

「――まさか」

　そこまで考えてようやく鈴穂は一つの考えに行き当たった。

　指輪だ。

　この不自然なタナロットの反応はどう考えても指輪の効果だ。恐らく『魅了』の効果が何をどう間違ったのかタナロットに作用してしまったらしい。

「……ってそういえば」

　そもそもこの指輪、『魅了』の効果があるとは聞いたが、どういう選択基準で、誰を、魅了するかは聞いていない。間抜けな話だが、鈴穂とタナロットは詳しい使い方も知らないままに指輪を取り合っていたのだ。

「スズホ……マイラブ、なのである」

「だああああ！　やめんか、気色悪い!!」

　抱きついてべたべたと首やら胸やら尻やらまあその他色々を触ってくるタナロットを蹴り離し、喚く鈴穂。だがタナロットはちっとも懲りた様子がなく、潤んだ目で鈴穂を見つめながらじりじりと近付いてくる。












　まずい。

　真剣にまずい。激烈にまずい。

　そもそも肉体的能力では鈴穂はタナロットの足下にも及ばない。蒼髪の鈴穂は多少なりとも黒髪の時よりは運動能力が上がる傾向にあるが、それでも元は生身の人間である。タナロットのそれとは全く次元が違う。少なくともスタミナと膂りよ力りよくはどう頑張っても鈴穂ではタナロットに勝てない。

　まともに押さえ込まれたらどうあっても鈴穂に逃れる術すべはない。

　そうなると――

『汝、タナロット、ハセガワスズホヲ妻トシ、病メル時モ健ヤカナル時モ、苦楽ヲ共ニスル事ヲ誓イマスカ？』

『誓うのである！』

『結構デース。デーハ、誓イノ指輪ト、本日ノメインイベント、接吻ヲ。イエー』

　…………

　駄目だ。

　このままでは百ゆ合りの花の乱れ咲きまくる教会でタナロットと誓いのべーゼをかわしてしまう事になりかねない。二人の新たな門出を祝う参列者の中ににこやかに微笑む拓人の姿を認めて鈴穂は絶望と恐怖に打ち震えた。

「だああああああっ！　来るなっ！　来るなあっ!!」

　悲鳴じみた声を上げながら鈴穂は走り出す。身体はもう疲労の極みであったが、そんな事よりも脳裏に描かれる未来像への恐怖の方が遙かに優った。

「ああ、待ってなのである、スズホ」

　最も早はや普段の彼女とは似ても似つかないシナなんぞを造りながら、器用にタナロットが追い掛けてくる。

　必死に走りながら鈴穂は思った。

　今度捕まったらきっともう駄目だ。二人してきっとなんか色々と違う世界に流されかねない。んでもって拓人に「僕は他人の恋こい路じをとやかくなんて言わないよ。二人の恋が成じよう就じゆするように応援する」とか何とか善人顔で言われた日には首括くくった方がマシである。

「と、とりあえず指輪を――」

　外そう、と思って手を掛けるが。

「なんでっ!?」

　悲鳴を上げる鈴穂。

　外れない。ゆるゆるだったはずの指輪はいつの間にか彼女の指に合わせてサイジングしたかの様に、ぴったりと嗔り込んでいて、ちょっとやそっと引いた位では全く外れてくれる様子がないのだ。

　これも魔法の指輪故の事か。何にしても魔法使いでもない鈴穂にはこれを外す方法など皆かい目もく見当が付かない。

　となると……今の窮きゆう地ちを脱するには、タナロットの方をどうにかするしかない訳で。

「くそっ。もう一回アレやるしかないか？」

　二度も同じ手が通用するかどうかはわからないが、どっちにしろ今のタナロットは普通ではないので、案外、簡単に引っ掛かるかもしれない。

「ここは距離をとって……」

　幸い、リボンには予備があるし、場合によっては闘牛よろしくタナロットが突っ込んできた処をかわしてもいい。とにかくタナロットをもう一度プールなり脚の立たない深さの水場に叩き込めば、百合の花満開の事態は何とか避けられるはずだ。

　だが――

「…………!?」

　鈴穂は走りながら妙な悪お寒かんを覚えた。

　それと同時に耳に届く低い轟音。

「なんだ？」

　思わず立ち止まって振り返る鈴穂。

　次の瞬間――自分の眼に映る光景の意味を理解して彼女は硬直していた。

「…………!!」

　彼女は誤解していた。

　指輪は確かに『魅了』の機能を持っている。それは間違いない。でもってその対象選択の方法を知らなかったから、たまたま手近に居たタナロットが魅了されて迫ってきたのだと考えていた。

　大筋では間違っていない。

　だが根本的な処で彼女は考え違いをしていた。そしてそれこそがこの指輪の最大の問題点なのだ。寒河江教授がわざわざこれを〈迷宮倉庫〉に封印しようとしたのもこの点があったからである。

　対象選択の方法を彼女が知らなかったのではない。

　そんなものは元々この指輪にはなかったのだ。

　つまり――

『好きだああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!』

　絶叫というよりも最早轟音の領域と化した大合唱が鈴穂に迫る。

　そう。

　指輪はその魔力の届く限り無差別に、ありとあらゆる存在を魅了しまくっていたのである。

　鈴穂の視界には見渡す限りに彼女に向けて殺到する人々の群れ――それこそ下はよちよち歩きの乳幼児から、上は杖を片手の老人まで――が映っていた。男も女もお構いなし。それどころか集団の中には犬やら猫やら雀やら鳩やらも混じっている。鈴穂への愛が鳥とり目めというハンデすら克服しているらしいのだが、さすがに鈴穂はその健けな気げさに感じ入るだけの余裕などなかった。

　一体どれだけの数がいるのか想像もつかない。恐らく人間だけでも三百人は下らないだろう。人間以外も入れれば千を超えるかもしれない。彼等はその目にただただ純粋に鈴穂への熱烈な愛を湛たたえて、全力で彼女に向かって走っていた。

　ちなみにその先頭を突っ走っているのは、タナロットである。

「スズホ――ッ!!」

「…………あは」

　鈴穂は引きつりながら笑った。

　笑うしかなかった。というか他のことをする体力なんぞ鈴穂にはもう残っていなかった。

　しかも地響きは背後からも聞こえてくる。

　という訳で――

「あは、あは、あはははは……あはははははは――」

　迫り来る愛に狂った大群衆を前にして鈴穂はただただ虚うつろに笑い続けるのだった。
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　でもって――翌日。

「羽瀬川拓人。君はもうちょっと慎重に行動すべきだった。君の技能は未だ十分でない。魔法具の危険性を自分一人で判断すべきではなかろう。君がすべきだったのは、即座に佐久間君や私、あるいは他の〈学園〉関係者に連絡を取ってこの〈指輪の女王ローデス・オブ・ザ・リング〉を渡す事だったのだ」

「――はい」

　寒河江教授の研究室に呼び出された一同――拓人、タナロット、鈴穂は毎度毎度のお説教を喰らっていた。ちなみに部屋の中には榮太郎やエーネウスの姿もある。

「そして何より羽瀬川鈴穂」

『はい……』

　おずおずとプラカードを出す鈴穂。

「君はもうちょっと分別を持って行動したまえ。いつも言っている事だが」

『はい……』

　鈴穂はプラカードを振った。

　ちなみに。

　昨日の大騒動――鈴穂は群衆にもみくちゃにされる直前で駆け付けた拓人と榮太郎に救出された。既にある程度は指輪の機能を把握していた榮太郎は、自らと拓人に魔力遮しや蔽へい用の結界を施していたお陰かげで、指輪の魔力に引き込まれる事なく冷静に鈴穂を救出、指輪の効果を強制相殺した上で、記憶操作を施して群衆を解散させた。

　もし拓人達の到着が遅れていたらどうなっていた事か――

「反省しているのならばもういい。解散」

　寒河江教授は溜め息をついてそう言った。

　苦笑混じりに近付いてきた榮太郎とエーネウスが拓人達を促して部屋を出る。

「ま……何はともあれ大事がなくて良かったな」

　そう言って榮太郎が笑う。

『御迷惑をお掛けしました……』

　そう書いて示す鈴穂。

　さすがに落ち込んでいるらしく、その表情が普段にも増して暗い。

　そんな彼女にすっと近寄ったエーネウスが、耳打ちする様に言った。

「そんなに落ち込まないで。あの様なアイテムがあるのならば恋する乙女なら誰でも使いたくはなります。その機能の全てや危険性を見抜けなかったのは鈴穂さんの様な魔法関係の素人では仕方のない事ですし」

『それはそうかもしれませんけど』

　鈴穂はそう書いたノートを示してから、ふと溜め息をついた。

『よく考えたら、ああいうアイテム使っても意味ないんだなあって』

「というと？」

『だってあのアイテム使ってた時、タナロットが私に迫ってきたんです。タクちゃんが何よりも誰よりも一番のはずのタナロットが』

「……そうですね」

『あれって結局、私達の知ってるタナロットとは別人なんですよね、もう。だから私があれを使ってタクちゃんを魅了したところで、やっぱりそこで私を好きになってくれるタクちゃんは私の知ってるタクちゃんではなくて。それって何にも意味ないかなあって』

「…………」

　エーネウスは優しく微笑して――そして言った。

「そう思えるのならば大丈夫。『魅了』の指輪なんてなくても、そう言える貴女は、昨日の貴女よりも確実に魅力的な女性になっていますよ」

『そうでしょうか？』

「ええ。保証します」

　経験を積んだ女性特有の自信を覗かせながらエーネウスが断言する。

　目を瞬かせながら彼女をしばし見つめ――

『有り難う御座います、エーネウスさん』

　少し笑顔を浮かべながら鈴穂はそう書いた。





まかでみ・らでぃかる１　誘われちゃったんですけど。　完










　あとがき




　どうも、軽小説屋の[image: ]です。

『まじしゃんず・あかでみい』五巻――ではなくて短編集『まかでみ・らでぃかる』第一巻をお届けいたします。

　つーか初めて『まかでみ』シリーズを手に取った人が本編は別にあると知らずに読んで「なんだよこりゃ？　訳わからん部分がいっぱいあるじゃねーか」とか「キャラの登場が唐突すぎだよ！」とか怒ったりはしないんだろうかと思うと心配で心配で夜も眠れずに近くのコンビニまで赤飯おにぎりを買いに出かけてしまう私です。




　それはさておき（おくのかよ）――本編は『まかでみ』の短編三本を内包しておりますが、それぞれ微妙にコンセプトが違います。

　ただし共通しているのは全部「三巻以前の話」という点。ファルチェが出てこないのはこのせいです。ファルチェが好きな方、すいません……というかふと思ったんだけど、『まかでみ』キャラって誰が一番人気なんだろうか。エーネウスの同人誌は貰った事ありますが、さて。




　そういえばＢＬＡＤＥ氏の描いてくださっている漫画版も『マジキュー』上で順調に連載されておりますが、何だかあっちの方が自分が本来目指していた『まかでみ』のノリに近いよーな気がしてきて最近ちと焦り気味だったり。

　もっともっと萌もえ力ぢからを貯めねば。

　世界中のみんな、オラにちょっとずつ萌えを分けてくれ！＜なんの話だ。




　何はともあれ『まかでみ』シリーズ、作者の予想以上に読者の方々がついてくださったようで感謝。ある程度は人気ないと短編集なんて出ないもんね。もっともそのお陰でネタ出しにおおわらわになっておりますが。




　ともあれ頑張りますのでこれからもどうかよろしくお願いします。




　ではでは、また次の本でお会いいたしましょう。




　二〇〇四／六／二三

　ＢＧＭ：なし

　ＭＡＣＨＩＮＥ：自作機（ペンティアム４　２・４Ｇhz　ＲＡＭ１ＧＢ）
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